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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され，

以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数の発

掘調壺報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調壺報告第444集として，都市

基盤整備公団の潤井戸地区土地区画整理事業に伴って実施した市原

市下鈴野遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，旧石器時代から奈良• 平安時代までの遺構や遺物

が数多く出土するなど，この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得

られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方

々をはじめとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成15年 3月

財団法人千葉県文化財センター

理事長清水新次



凡例

1 本書は，都市基盤整備公団千葉地域支社による市原市潤井戸地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財

調査の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，市原市潤井戸字大谷に所在する下鈴野遺跡（遺跡コード219-069)である。

3 発掘調査から報告害作成に至る業務は，都市基盤整備公団千葉地域支社の委託を受け，財団法人千葉

県文化財センターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者・実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執箪・編集は，土屋治雄・猪股昭喜が行い，第2章については島立桂が補筆加正を行った。ま

た，第104図の遺物については，白井久美子が作図・観察を行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁生涯学習部文化財課，都市基盤整備公団千葉地

域支社の御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は下記のとおりである。

第2図 国土地理院発行 1/25,000地形図

第3・4図 市原市役所発行 1/2,500都市計画図

また，「まとめ」（第105図）の下半分については，（財）市原市文化財センター発行の「下鈴野遺

跡」 (1987)掲載の第4図を補筆加正して使用させていただいた。

8 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。また，測量は日本測地系によるものである。

9 本書の旧石器時代の分布図の数字は，遺物実測図の番号を示す。

10 本書の住居跡の実測図において， ば焼土， ＜つ は床の硬化面を示す。
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第1章はじめに

第1節調壺の経緯と経過

今回の発掘調査は，潤井戸地区の土地区画整理事業に伴うものである。潤井戸地区周辺には，中潤ヶ広

遺跡・下鈴野遺跡をはじめとして多くの遺跡が存在している。住宅・都市整備公団（現都市基盤整備公

団）は，事業実施にあたって事業地内の「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて」の照会を提

出した。これに対して千葉県教育委員会から事業地内に遺跡が所在する旨の回答が出された。その後，遺

跡の取扱いについて，千葉県教育委員会と住宅•都市整備公団との協議が重ねられ，その結果，発掘調壺

による記録保存の措置を講ずることで協議が整った。

発掘調査は，財団法人千葉県文化財センターが実施することとなり，住宅・都市整備公団との委託契約

を締結し，平成 6年6月1日から発掘調査を開始し，平成7年11月6日に現地における調査を終了した。

整理作業は，平成11年6月1日から開始した。遺物の水洗・注記から始まり，図面の整理・修正，遺物

の復元・実測・撮影，写真の整理，挿図・図版の作成等の作業を進め，今年度報告書の刊行に至った。

各年度の作業期間，組織，担当，作業内容は，次のとおりである。

0平成6年度

期 間：平成6年6月1日から平成6年6月30日

組 織：千葉調査事務所長田坂浩

担 当：主任技師小林信一

作業内容：確認調査

0平成7年度

期 間：平成 7年 4月3日から平成7年11月6日

組 織：千葉調査事務所長矢戸三男

担 当：主任技師土屋潤一郎

作業内容：確認・ 本調査

0平成11年度

期 間：平成11年6月1日から平成11年12月28日

組 織：中央調査事務所長石田廣美

担 当：主任研究員土屋治雄

作業内容：整理（水洗・注記から実測の一部まで）

0平成12年度

期 間：平成12年6月1日から平成13年 1月31日

組 織：中央調資事務所長三浦和信

担 当：上席研究員猪股昭喜

作業内容：整理（実測の一部から原稿執筆の一部まで）

0平成13年度
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期 間：平成13年12月1日から平成14年3月31日

組 織：中央調査事務所長三浦和信

担 当：上席研究員猪股昭喜

作業内容：整理（原稿執筆・編集）

0平成14年度

期 間：平成14年6月1日から平成15年3月31日

組 織：中央調査事務所長谷旬

担 当：室長猪股昭喜

作業内容：刊行

第2節調査の概要

発掘調査は，はじめに公共座標に基づき，調査対象区域を包括する

ように50mX50mの大グリッドを設定した。大グリッドの名称は，西

から東へ向ってA・B・C…，北から南に向って 1・2・3…という

ように，アルファベットと数字を組み合せる方法を用いた。さらに大

グリッドを 5mX5mの小グリッドに100分割して00から99までの番

号を付し，双方の組合せによりグリッド番号を付した（例 SS-07)。

今回の発掘調査に先だって，調査区に南接する86,700m2を，昭和

60年度に（財）市原市文化財センターが実施している。確認調査の結

00 01 02 
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20 21 22 

30 31 32 

40 41 42 

50 51 52 

60 61 62 

70 71 72 

80 81 82 

90 91 92 

03 04 05 06 07 08 

13 14 15 16 17 18 
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33 34 35 36 37 38 

43 44 45 46 47 48 

53 54 55 56 57 58 

63 64 65 66 67 68 

73 74 75 76 77 78 

83 84 85 86 87 88 

93 94 95 96 97 98 

果32,200面を本調査の対象とし，縄文時代の竪穴住居跡・小竪穴• 第1図 小グリッド配置図

09 

19 

29 

39 

49 

59 

69 

79 

89 

99 

陥穴状遺構など，弥生時代終末期から古墳時代にかけての竪穴住居跡・古墳・土坑など，また奈良• 平安

時代では方墳・ 溝などの調査が実施された（大村直1987「下鈴野遺跡」（財）市原市文化財センター）。以上

のような調査成果を参考にして発掘調査が行われた。

調資は，まず上層の確認調査を実施し，土坑，竪穴住居跡，方墳等が検出され， 4,622m2の本調査対象

区域を決定し，調査を実施した。その結果，縄文時代礫群6か所，陥穴状遺構 2基，弥生時代竪穴住居跡

9 軒（内 1 軒は硬化面のみ検出），古墳時代竪穴住居跡 1 軒，奈良• 平安時代方墳5基が明らかになった。

つづいて旧石器時代の確認調査を行い，上層本調査区域も含めて14か所の旧石器時代石器出土地点が認め

られ，内10か所，合わせて1,519記の本調査区域を決定し，調査を実施した。その結果， 16か所の石器出

土地点が明らかになった。本報告書では，これらの出土地点をA地点からF地点，それ以外のものは「そ

の他の遺物」としてまとめた。

第3節周辺の環境（第 2図）

1 地理的環境

今回調査した下鈴野遺跡は，市原市潤井戸の内，小字でいえば大谷及び下鈴野の一部にまたがる台地上

に位置する。現在，市原市の北端，千葉市との境付近を流れる村田川は，長柄町山之郷から西流しながら

東京湾に注いでいる。その中流から下流にかけて，南岸には幅広い低地帯が形成されている。中流域の支
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流である神崎川は，長柄町境の市原市葉木に端を発し，北西方向に本遺跡の 1km西側を流れる。また遺

跡の東縁には，本流が作り出した深い支谷（小字堰ノ上・水神谷）が，現茂原街道に平行して南北に走っ

ている。

この二つの流れに挟まれた東西1.5km,南北2.5kmの範囲に広大な台地が広がり，この台地南端の最奥

部には台地を分断するように浅い溺れ谷（小字清水谷）が入り込み，これにより東（下鈴野遺跡）西（中

潤ヶ広遺跡）に分けられる。下鈴野遺跡は，標高約50m, 最大幅が東西400m, 最長南北900mの平坦面上

に展開するが，ほぽ中央付近で幅90mにまで狭まり，ここを境に南北に分けることができる。今回報告す

る部分が北半部，（財）市原市文化財センターが調在した部分が南半部に相当する。

2 周辺の遺跡

下鈴野遺跡北半部からは，旧石器時代石器出土地点6か所，弥生時代後期の住居跡9軒の小集落，古墳

時代終末から奈良• 平安時代にかけての方墳5基の墓域のほかに，縄文時代，古墳時代前期の痕跡もわず

かに認められる（南半部については第 5章で後述する）。本項では上記各時代の遺構を検出した主な遺跡

に限定して，本遺跡周辺の歴史的な環境を概観することとしたい。

旧石器時代：草刈遺跡15(以下遺跡を略す） ・草刈六之台16からは何層にもわたって文化層が確認され，

大量の石器・剥片等が出土しており，川焼台20・ 鶴牧21・ナキノ台22も含め，村田川北岸では当該期の大

規模遺跡が多い。これに対し，南岸の永吉金原23・ 永吉花ノ台24,神崎川中流域の小田部新地27(ナイフ

形石器あり）などからは，剥片数点が出土しているに過ぎない。

縄文時代：本遺跡の陥穴状遺構と同形のものが検出された遺跡は，草刈・草刈六之台・ ナキノ台・西山

7・潤井戸内野25・ 永吉花ノ台・小田部新地があるが，いずれも集中して分布する例はなく，台地縁辺に

散在する傾向にある。

弥生時代後期～古墳時代前期：草刈・六之台・谷畑17など草刈遺跡群からは，一部弥生中期後半を含め，

当該期の住居跡2,200軒以上が検出されており，南岸の大厩13とともに大規模な拠点集落である。ここを

起点に，後期には，北岸では川焼台 (40軒），南岸では本遺跡西隣の中潤ヶ広 3 (67軒）へと拡大する。

さらに終末から古墳初期には，神崎川を遡るように天王台古墳群5 (lo軒） ・東官台11(5軒）が，古墳

前期からは西山・草刈尾梨 8 (計26軒） ．潤井戸鎌之助10(13軒）など小集団が形成されていく。

古墳時代終末～奈良・平安時代：従来，方形周溝状遺構や方形区画墓などと呼称されてきた一連の遺構

を，ここでは方墳として一括して取り扱うこととする。

村田川北岸には，ナキノ台 (12基） ・草刈 (6基）といった中規模の群集がみられ，他に川焼台・鶴牧

・ばあ山18などがある。南岸では，本流を望む台地上に立地する潤井戸上横峰9 (2基），台地最奥部の

喜多仲台26(4基）が目につく程度である。なかでも比較的集中してみられる中潤ヶ広では，方墳16基の

ほかに単独の地下式壊 (4基），有天井土墟 (4基）が併存し，時期は古墳終末から奈良前半と推定され

る。さらに，小田部新地では一辺6.5m・4m弱規模の方墳各 1基，単独の地下式壊のほか，土葬から火

葬へと変遷する好例として，奈良前半代の骨蔵器を納めた「地下式小型横穴」 2基が発見された。

第2図の範囲外にHを転じると，南西に方墳50基，土壊32基，火葬墓5基からなる国分寺台遺跡群が，

千葉東南部地区六通神社南遺跡の 4群47基，有天井土城2基といった大規模な墓域の存在が認められる。

このように，古代上総国・下総国にまでまんべんなくこの種の墓制が行われていたことが明らかになりつ
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1 . 下鈴野追跡（本報告行掲載の調査区）
2. 下鈴野遺跡（市原市文化財センター調査区） 19. 野馬堀遺跡
3. 中潤ヶ広遺跡 11. 東官台遺跡 20. 川焼台遺跡
4. 潤井戸天王台遺跡 12. 大厩弁天台遺跡 21. 鶴牧遺跡
5. 潤井戸天王台古墳群 13. 大厩遺跡 22. ナキノ台遺跡
6. 澗井戸居鞍遺跡 14. 大厩浅間様古墳 23. 永吉金原遺跡
7. 西山遺跡 15. 草刈遺跡 24. 永吉花ノ台遺跡
8. 草刈尾梨遺跡 16. 草刈六之台遺跡 25. 潤井戸内野遺跡
9. 潤井戸上横峰遺跡 17. 草刈谷畑遺跡 26. 喜多仲台遺跡
10. 潤井戸鎌之助遺跡 18. ばあ山遺跡 27. 小田部新地遺跡

第 2図 下鈴野遺跡位置図及び周辺の遺跡
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第 3図 下鈴野遺跡全体図及び上層遺構配置図
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第4図 下鈴野遺跡下層確認グリッド及び本調杏位置図

6 



つあるが，造営時期を特定できる伴出遺物に乏しいことから，時代幅の設定が困難な事例がほとんどであ

る。
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第2章 1B石器時代

第1節概観

下鈴野遺跡の旧石器時代の調査は平成 7年度に実施された。はじめに全調査面積37,000m2のうち

1,740記の確認調査が行われ，その結果1,519面の範囲を本調査した。石器の出土地点はA地点から F地

点までの 6か所で，調査区の南側，地形的には北にのびる舌状台地の根元にあたる部分に集中している。

出土層位は，立川ローム層VII層からIX層にかけて（第 1文化層）と， III層（第 2文化層）からの 2群に分

けられる。前者はA地点からE地点までの 5か所が，後者はF地点が該当する。その他，地点外の遺物が

散見される。

なお，石器の分布図，組成図等に用いた略号は以下のとおりである。

器種 Kn: ナイフ形石器， B:石刃， Pi:楔形石器， Sc: 掻器， Ssc: 削器， Gr:彫器，

Rf: 二次加工のある剥片， m:使用痕のある剥片， F:剥片， c:砕片， Co:石核

石材 Ob: 黒曜石， Ch:チャート， Sh:頁岩， Csh:珪質頁岩， Tu:凝灰岩， Sa:砂岩，

Ho: ホルンフェルス， Ag:メノウ， Qu:石英， An:安山岩， Ry:流紋岩

第2節基本層序

本遺跡の立川ローム層の堆積状況は，下総台地で広く観察されている基本

層序とほぼ共通しているため，現在当センターで最も広く採用されている層

序区分を使用することとした。当センター研究連絡誌第35号「下総台地にお

ける立川ローム層の層序区分」（島立桂，新田浩三，渡辺修一 平成 4年）

による各層の概略は次の通りである。

III 層 ：ソフトローム層。黄褐色を呈するが，色調は均ーではない。

w 層 ：明褐色の硬質ローム層。上部はソフトローム層に取り込まれ，最

下部が遺存するものと思われる。赤色スコリアを含み，全体に赤

みを帯びて明色。

v 層：第 1黒色帯に相当する褐色から黄褐色の硬質ローム層。ATの上

位への拡散により白みを帯びて見えることがあるので注意を要す

る。

III 

N~V 

VI 

軋

IX a 

IXc 

第5図土層柱状図

VI 層：明黄褐色の硬質ローム層。ATが集中的に包含される範囲を分層する。地点により ATがブロ

ック状に含まれる。

V11 層：第 2黒色帯上部に相当する褐色のローム層である。赤色，黒色スコリアがやや多く含まれてい

る。ATの下位への拡散によ って白みを帯びることがあり，とくに乾燥が進めばVI層との境界

を認識することが困難になるので注意を要する。

IX a層：第 2黒色帯下部の上半である。暗褐色を呈し，赤色，黒色，暗緑色スコリアを含む。

!Xb層：第 2黒色帯の間層。褐色を呈する若干軟質のロームで，上下との色調の差は明瞭である。

lXc層：第 2黒色帯下部の下半である。 IXa層に似るが，通常さらに暗色で，暗緑色スコリアがかなり
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目立つ。

Xa層：茶褐色を呈するローム層で，赤色，黒色等のスコリア粒が含まれる。前後の層に比べて明色。

Xb層：暗茶褐色を呈するローム層。 Xa層，さらに下位のXe層に比べて暗色で，黒色帯の一つとも

考えられる。スコリア粒の包含量は少なくなる。

Xe層：茶褐色のローム層で，色調はXa層に近いがスコリア粒をほとんど含まない。立川ローム層最

下層である。

第3節石器群の分布と出土遺物

1 第1文化層

第1文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上半部 (VIl-IX層上部）を中心に包含されている石器群である。

定型的な石器としてナイフ形石器，楔形石器，削器などがあり，また石刃を含む剥片類は，珪質頁岩や頁

岩，流紋岩，黒曜石，凝灰岩などが主な石材となっている。黒曜石は栃木県高原山産，頁岩類は北関東方

面に由来すると考えられる。地点ごとの出土点数は， A地点が最も多く礫を含む213点，次にD地点の54

点，以下B地点が24点， E地点が11点， C地点が4点となっている。地点ごとの概要は次の通りである。

(1) A地点の分布状況（第6・7図，第 1・2表図版2)

ブロックの位置は，調査区南端の西側で， Rll-35・36・37・45・46・47・55・56・65・66区にわたっ

ている。出土範囲は東西llm南北20mと広範囲であるが，これは直径3m-4mほどの小規模なブロック

が集まったもので，北側でa-c, 南側でd, eの5か所のブロックを設定した。立地は北西に向かって

やや低くなる緩斜面で， 213点の石器・礫のほとんどがvn層から1X層にかけての範囲で出土している。石

器の器種構成は，削器1点，楔形石器4点，石刃32点，加工痕のある剥片 7点，使用痕のある剥片 8点，

敲石 2点，剥片141点，砕片 2点，石核 7点で，これに19点の礫が加わる。石器の石材は，珪質頁岩が最

も多くて地点全体に広がりを見せている。流紋岩は Cブロックと dブロックを中心に，頁岩は bブロック

中心にみられ，さらに凝灰岩，チャート，メノウなどが見られる。また礫の石材は，流紋岩とチャートが

主なものとなっている。

A地点の遺物

A地点の 5か所のブロックは，石刃（あるいは縦長剥片）と打面再生剥片に代表されるとおり石刃技法

に関連した内容を示しており，搬入品と部分的な剥片生産による資料で構成されている。剥片生産は，概

ね作業途中の石核を持ち込んで作業を行っているが，遺跡内で母岩（石核）を使い切ることはなく，再び

石核を持ち出している。石材は，北関東方面に由来すると考えられる頁岩，珪質頁岩，流紋岩を主体に用

いている。また， 5か所のブロックは同一母岩の共有関係によって結びついている。

A地点 aプロックの遺物（第8-11図，図版10・11)

石刃 2・3は暗紫色の珪質頁岩， 6は灰緑色の珪質頁岩を用いた石刃である。

使用痕のある剥片 7は自然面は明橙褐色，内部は浅黄色の硬質緻密な流紋岩を利用した使用痕ある剥

片である。末端周辺に刃こぽれが見られる。素材は，石刃技法に関連した打面再生剥片である。

剥片 10は灰緑色で粗い質感の凝灰岩を用いた不定型の剥片である。 4はオリーブ灰色と暗緑灰色を呈

する凝灰岩， 5は2・3と同一母岩の珪質頁岩， 9は淡黒色の頁岩による打面再生剥片である。 5・9の

表面には多方向からの剥離面が見られる。 8は灰緑色の珪質頁岩による小型の剥片である。 1は4と同一
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母岩の凝灰岩による縦長剥片である。 4が打面再生剥片， 1が作業面から剥離された目的とする剥片（石

刃）の可能性がある。 11は褐色の頁岩による不定型の剥片である。

接合資料とその関連資料

頁岩 1 黒色に近い灰オリーブ色の頁岩で，石刃 1点，剥片 6点，砕片 1点の合計8点で構成される。

石刃 1点，剥片 1点は， A地点 Cブロックに分布する。

12は剥片 5点 (4個体）の接合資料である。打面側及び作業面側ともに自然面が広く残っており，縦長

剥片生産の初期の資料であり，本プロックで原石から剥片剥離作業を開始した可能性がある。剥片剥離作

業の手順は，①:はじめに，こぶし大と推定される円礫を用い， 12-1+ 12-2→ 12-3の順に幅広な不定型の

剥片を剥離し，上位に打面を設定する。なお， 12-1と12-2は剥離時に打点で二つに割れている。② ：作業

面側で12-4→12-5と縦長の剥片を剥離する。石核は残されていない。

13は上半部の欠損した剥片である。色調等から見て， 12-4・12-5に続いて作業面側から剥離されたと考

えられるが接合しなかった。

珪質頁岩 1 オリーブ色の地に暗緑色が入る珪質頁岩で，加工痕のある剥片 1点，石刃 1点，剥片11点

の合計13点で構成される。自然面はわずかに見られるだけで，縦長剥片生産の中期の資料と考えられる。

14は二次加工のある剥片 1点と剥片 2点の接合資料である。剥片剥離作業の手順は，① : 作業が進行し

た石核を本プロックに持ち込む。② ：上位の打面から14-1を含む縦長剥片を連続して剥離する。③ ： 14-2 

→ 14-3の順に幅広不定型の打面再生剥片を剥離する。両者の表面は，裏面（主要剥離面）とは剥離方向の

異なる剥離面が多いことから，打面再生は不定多方向からの剥離によって行っていたと考えられる。④ ： 

作業面側から15を剥離する。②及び④で剥離されたはずの目的とする縦長剥片は， 14-1,15を除いてブロ

ック内に見られず，持ち出されている。また，石核も残されていない。

16は石刃 2点の接合資料である。

珪質頁岩6 自然面が黄褐色で内側が灰黄褐色と黄褐色を呈する珪質頁岩で，剥片 2点で構成される。

17は，不定型の剥片2点が表裏で接合するもので， 17-1→17-2の順に剥離している。

A地点bブロックの遺物（第12・13図，図版11)

剥片 18と19は灰緑色の凝灰岩を用いた剥片で，同一母岩と考える。 20は暗褐色の頁岩による縦長剥片

である。

接合資料とその関連資料

珪質頁岩11 灰オリーブ色と暗褐色の混ざった珪質頁岩で，使用痕のある剥片 1点，剥片4点で構成さ

れる。

21は，使用痕のある剥片 1点と剥片3点の接合資料である。 21-1→21-2→ 21-3の順に同一打面から剥片

剥離し，打面を90度移動して21-4を剥離している。同一母岩の資料はもう 1点検出されている。 21-4は左

側縁中程に使用痕が確認される。

珪質頁岩12 自然面は平滑で明褐色，内側は暗褐色の珪質頁岩である。同一母岩は30点であるが，その

多くはA地点 eブロックに分布する。

22は剥片2点の接合資料である。 22-1→22-2の順で幅広不定型の剥片を剥離している。打面の形成ない

しは再生に関連した資料と考えられる。 23は接合しないが22と同一母岩で，同種の剥片である。
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A地点 Cプロックの遺物（第14-20図，図版11-13)

｀ 
22-1 R11-37-6 

、ク

22-2 R11-47-5 

10cm 

石刃 24は灰オリーブ色の頁岩による石刃である。上半部を大きく欠く。 25は暗褐色の頁岩による石刃

である。打面を欠損する。右側縁上部には使用痕が見られる。 29は青みがかった灰色の凝灰岩である。下

端に刃こぽれが見られる。

加工痕のある剥片 27は黒色の珪質頁岩を用いた，不定型の剥片を素材とする加工痕のある剥片である。

末端に裏面からの調整痕が見られる。

剥片 26は25と同一母岩の剥片， 28は灰緑色の珪質頁岩による縦長剥片である。

接合資料とその関連資料

流紋岩1 黄褐色の地に暗緑色の縞が入る硬質緻密な流紋岩である。石刃 1点，使用痕のある剥片 4点，

剥片17点，石核 1点の合計23点で構成される。

30は石刃 1点，使用痕のある剥片3点，剥片11点，石核 1点の接合資料である。接合資料からみた剥片

剥離作業は，①:自然面が除去され，一定量の剥離作業が行われた石核が持ち込まれる。②：打面再生の

工程である。 E面（上面）で， 30-1を剥離する。③：縦長剥片を剥離する工程である。 B面左端で， 30-2

→ 30-3の順に縦長剥片を剥離する。④：打面再生の工程である。 E面（上面）で， 30-4→30-5→ 30-6→ 

30-7→ 30-8の順に不定型の剥片を剥離する。⑤：縦長剥片を剥離する工程である。 B面右端で30-9→

30-10→ 30-11の順に縦長剥片を剥離する。また，これに前後して30-13を剥離したようである。⑥ ：縦長

剥片を剥離する工程である。打面を転移して，下設打面から30-14・30-16を剥離する。⑦：⑥で得られた

- 20 
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第14図 A地点cブロック出土石器 (1)

大型の縦長剥片を石核として，端部から小型の剥片数枚を剥離する。この過程で30-15を剥離する。⑧：

縦長剥片を剥離する工程である。打面を上位に移し， 30-12を剥離する。本体の石核は，作業が完結しな

いまま，遺跡外に持ち出されている。なお， 30-1,30-8, 30-11の縁辺には刃こぽれがある。

31・32は，非接合資料の不定型の剥片である。 33は使用痕のある剥片で，刃こぼれが見られる。

珪質頁岩2 暗灰緑色の珪質頁岩で，削器1点，加工痕のある剥片 1点，使用痕のある剥片 1点，剥片

8点，石核2点の合計13点で構成される。打面と作業面を頻繁に入れ替え，幅広寸詰まりの縦長剥片や不

定型の剥片を剥離しており，石核はサイコロ状となる。

34は，削器1点，二次加工のある剥片 1点，剥片8点 (5個体），石核2点の接合資料である。剥片剥

離作業は，①:一定量の剥片が剥離された石核が持ち込まれる。②：はじめに石核が二つに割れ，それぞ

れの塊で作業が行われたと考える。③： 1つは34-1-34-3のグループで，横位から34-1,下位の打面から

34-2を剥離し， 34-3の石核が残る。 34-2は右側縁に調整加工を行っている。④ ：もう 1つは34-4-34-9の

グループである。③のグループと離れた節理面を打面として34-4を剥離した後，上位から34-7→34-8→ 

34-5→ 34-6の順に不定型の剥片を剥離し，石核 (34-9)が残る。
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35は非接合資料で，本母岩では比較的形状の整った縦長剥片を利用した使用痕のある剥片である。鋭利

な右側縁に刃こぼれがある。

A地点dブロックの遺物（第21・22図，図版13・14)

石刃 36は暗オリーブ色と黄褐色のチャート製の石刃である。上半部を欠く。

楔形石器 37と38は灰オリーブ色の珪質頁岩による楔形石器である。両者は同一母岩と考えられる。 38

の裏面には素材の主要剥離面を大きく残しており，調整加工があまり進行していない。 39は灰色のホルン

フェルスを用いている。表面の大きな剥離面は折れ面で，これにより本資料は左側を大きく失っている。

剥片 40はオリーブ色の地に黒色と黄橙色が混じる凝灰岩の剥片である。敲石の欠損品の可能性もある

が，明確な打撃痕は認められない。 41と42は同一母岩の不定型な剥片である。

敲石 44は暗オリーブ色のホルンフェルス製で，上部に打撃痕が認められる。敲石の欠損品と考えられ

る。 43は安山岩製の敲石で，下端に打撃痕がみられる。被熱により赤化している。

接合資料とその関連資料

チャート 5 褐色の地に黒色の縞模様をもつチャートで，剥片 1点，石核 1点で構成される。

45は剥片 1点と石核 1点の接合資料である。上面から加撃した際に，石質が不良のため破砕したようで，

そのまま作業を放棄している。

ホルンフェルス 7 オリーブ黒色のホルンフェルスで，剥片2点，石核 1点の合わせて 3点で構成され

ている。小型の円礫を粗く分割したと考えられる。

A地点 eプロックの遺物（第23-25図，図版14)

石刃 47は黒褐色の珪質頁岩製で，末端を欠く。裏面の両側縁に刃こぽれが見られる。

剥片 48-50・52は珪質頁岩， 51はメノウ製の不定型な剥片である。

石核 53はオリーブ黒色と褐色のチャート製の石核片である。

接合資料とその関連資料

珪質頁岩12 自然面は平滑で明褐色，内側は暗褐色の珪質頁岩で，石刃4点，加工痕のある剥片 1点，

剥片24点，石核 1点の合計30点で構成される。このうち，剥片3点はA地点bブロックに分布し，接合資

料もあることから，本母岩は 2か所で剥片剥離作業を行った可能性がある。

54は二次加工のある剥片 1点と石核 1点の接合資料である。 54-2は，不定型厚手の剥片を素材とする石

核で，表裏両面を作業面として多方向から不定型の剥片を剥離している。 54-1もその一つで，剥離後に端

部に細かな調整が行われている。
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55は剥片 3点の接合資料である。上位の打面から55-1→55-2→ 55-3の順に不定型の剥片を剥離している。

56は剥片5点の接合資料である。上位の打面から56-2→56-3を剥離した後，打面を下位に移し， 56-4,

56-5, 56-6を順次剥離している。石刃石核の打面形成に関連した資料であろうか。

57は石刃 2点の接合資料である。 57-1→57-2の順に剥離している。 57-1は，打面部が欠損する。

58-61は同一母岩の非接合資料である。 58・59は石刃， 60・61は剥片である。

以上から，本母岩には，石刃を生産する個体と小型不定型の剥片を生産する個体の 2種類が想定される。
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第 1表 A地点石器母岩別組成表 213個

母岩 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 総重量g

Ry 1 1 1 1 4 7 12.16 

1-a 1 3 11 1 16 345.45 

2 1 1 41.62 

3-a 1 l 2 4.46 

4 1 1 1.14 

5 1 1 2.84 

8 1 1 0.37 

8-a 5 5 262.41 

An 1 1 1 4.45 

2 1 1 1.68 

3 1 1 112.18 

Tu 1 8 8 17.25 

2 1 1 2 25.20 

3 2 2 38.43 

4 1 1 0.94 

5 1 1 0.23 

6 1 1 57.14 

7 4 4 79.00 ， 1 1 73.51 

Ch 1 1 1 4.52 

2 2 2 3.89 

3 1 1 1.20 

4 2 2 3.76 

5-a 1 1 2 50.30 

17 1 1 11.59 

18 1 l 32.32 

19 l 1 26.14 

20 l 1 43.41 

21 1 1 1.55 

Sh 1 1 6 1 8 14.60 

1-a 5 5 43.49 

2 1 1 11.35 

3 1 2 3 5.13 

4 2 2 24.18 

5 5 5 5.88 

6 1 1 2 2.89 

7 1 1 3.28 
Csh 1 2 6 8 26.99 
1-a 1 2 3 76.66 
1-b 2 2 15.25 
2 1 1 6.18 
2-a l 1 8 2 12 127.99 
3 l 1 ， 11 8.63 
4 l 1 6.41 
5 2 1 3 6.61 
6-a 2 2 13.90 
7 6 6 6.09 
8 1 1 1.00 ， 1 l 33.48 
10 1 1 0.61 
11 l 1 2.81 
11-a 1 3 4 24.20 
12 3 13 16 48.64 
12-a 2 2 13.06 
12-b 1 1 2 29.92 
12-c 3 3 52.88 
12-d l 4 5 12.35 
12-e 2 2 22.46 
13 4 1 5 1 11 53.77 
Sa 4 1 1 37.52 
5 1 1 67.14 

Ho 1 1 2 3 12.82 
2 1 1 4.67 
3 1 2 3 36.27 
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4 1 1 3.78 
5 1 1 8.16 
6 1 1 19.73 
7-a 2 1 3 102.64 

Ag 1 1 1 1.68 
2 1 1 1.34 

不明 1 1 1.84 
合計

゜
22 4 

゜
1 

゜
7 8 141 2 7 2 19 213 2257.42 

％ 0.0 10.3 1. 9 0.0 0.5 0.0 3.3 3.8 66.2 0.9 3.3 0.9 8.9 100.0 

第2表 A地点石器石材別組成表

石材 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 ％ 重量g ％ 

Ry 3 1 5 18 1 6 34 16.0 670.45 29.7 

An 2 1 3 1.4 118.31 5.3 

Tu 1 17 2 20 9.4 291. 70 12.9 

Ch 1 5 2 5 13 6.1 178.68 7.9 

Sh 2 1 23 1 27 12.7 110.80 4.9 

Cah 14 2 1 6 3 68 1 3 98 46.0 589.89 26.1 

Sa 2 2 0.9 104.66 4.6 

Ho l 1 6 1 1 3 13 6.1 188.07 8.3 

Ag 2 2 0.9 3.02 0.2 

石材不明 1 1 0.5 1.84 0.1 

合計

゜
22 4 

゜
1 

゜
7 8 141 2 7 2 19 213 100.0 2257.42 100.0 

％ 0.0 10.3 1.9 0.0 0.5 0.0 3.3 3.8 66.2 0.9 3.3 0.9 8.9 100.0 

(2) B地点の分布状況（第26・27図，第3・4表，図版2)

ブロックの位置は， A地点の東側lOmほどのところで， Sll-30・31・40・41区にわたる。出土範囲は

東西4m南北5mで， 24点の石器がまんべんなく分布する。立地は平坦地で，出土層位はW層から珊層ま

でとなっている。礫は検出されず，石器の器種構成は，ナイフ形石器1点，使用痕のある剥片 1点，石刃

2点，剥片19点，砕片 1点であった。石材は珪質頁岩が半数以上を占め，次に流紋岩，安山岩はわずかに

1点のみであった。

B地点の遺物（第28・29図，図版15)

ナイフ形石器 1は黒灰色の安山岩によるナイフ形石器である。縦長剥片を素材とし，左側縁の全体と

右側縁の基部寄りに調整加工を行っている。特に，左側縁の調整加工は表裏両面から行っており，表裏と

直交した面となっている。

石刃 2はオリーブ灰色の流紋岩製の石刃で，下半部が失われている。 3は明褐色の珪質頁岩製の石刃

である。

使用痕のある剥片 4は浅黄色の自然面で，内側が灰オリーブ色の珪質頁岩による使用痕のある剥片で

ある。横長剥片の末端に刃こぼれが見られる。

剥片 5は黄褐色の流紋岩による不定型の剥片である。欠損した末端部が接合する。

接合資料とその関連資料

珪質頁岩14 自然面が明褐色，内側が黒褐色の珪質頁岩で，剥片10点で構成される。

6は自然面が広く残る剥片 2点， 7は剥片4点 (2個体）， 8は小型不定型の剥片 2点が，それぞれ表

裏で接合する。 9は接合しない同一母岩の剥片である。同一母岩の石核がないこと，自然面を残す不定型

の剥片が散見されることから，剥片剥離作業の前半に帰属する資料と考えられる。

~34~ 
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第3表 B地点石器母岩別組成表 24個

母岩 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 総重量g

Ry 2 1 1 2 4.61 

3 5 1 6 5.81 

3-b 2 2 6.65 

An 4 1 1 3.57 

Csh l 1 1 19.89 

7 l 1 1.06 

13 l 1 3.69 

14 2 2 2.74 
14-a 2 2 5.91 
14-b 4 4 23.29 
14-c 2 2 1.49 

合計 1 2 

゜゚ ゜゚ ゜
1 19 1 

゜゚ ゜
24 78.71 

％ 4.2 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 79.1 4.2 0.0 0.0 0.0 100.0 

第4表 B地点石器石材別組成表
石材 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 ％ 重量g ％ 

Ry 1 8 1 10 41. 7 17.07 21. 7 
An 1 1 4.1 3.57 4.5 
Csh 1 l 11 13 54.2 58.07 73.8 
合計 1 2 

゜゚ ゜゚ ゜
l 19 1 

゜゚ ゜
24 100.0 78.71 100.0 

％ 4.2 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 79.1 4.2 0.0 0.0 0.0 100.0 

(3) C地点の分布状況 （第30・31図，第 5・6表）

U
I
O
.
L
V
 

@ @ 
& 

1 △ 

4 " 

＋ 
Sll-65 ＋ 

Sll-65 

*2 
ク .. 

△ 3 ＜
 

十S11-75 

▲ 石 刃

女使用痕剥片

△ 砕 片

゜
2.5m 

0 安山岩

.. チャート

+ Sll-75 
0 2.5m 

△ 

* .. △ 
(1/80) (1/80) 

- 47.0m 

第30図 C地点出土石器器種別分布図 第31図 C地点出士石器石材別分布図

- 38 -



調査区南端のほぼ中央， A地点の東側30mほどのところに位置する。 Sll-54・55・64・65区でそれぞ

れ1点ずつ， vn層と1X層で検出された。出土範囲は，東西lm南北4mの平坦地である。礫は検出されな

かった。石器の器種構成は剥片 2点，砕片2点で，石材は頁岩が3点，安山岩が1点であった。

C地点の遺物（第32図，図版15)

剥片 1は暗褐色の安山岩製， 2はオリーブ褐色のチャート製の剥片である。

砕片 3は2と同一母岩による砕片である。 4は褐色のチャートの砕片である。
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第32図 C地点出土石器

第5表 C地点石器母岩別組成表 4個

母岩 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 総重量g

An 5 1 1 0.64 

Ch 1 1 1 0.13 

6 1 1 2 0.90 

合計

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
2 2 

゜゚ ゜
4 1.67 

％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

第6表 C地点石器石材別組成表

石材 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 ％ 重量g ％ 

An 1 1 15.0 0.64 38.3 

Ch 1 2 3 75.0 1.03 61. 7 

合計

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
2 2 

゜゚ ゜
4 100.0 1.67 100.0 

％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

(4) D地点の分布状況（第38・39図，第7・8表，図版2)

C地点の南側さらに20mほどのところに位置する。 Sl2-14・23・24・25区にわたって54点が検出され

た。出土範囲は 6mX3mの楕円形の平坦地である。出土層位はW層から1X層に広がっているが，大半は

IX層に集中している。礫は検出されず，器種構成は，ナイフ形石器6点，加工痕のある剥片 1点，使用痕

のある剥片 1点，石刃 7点，敲石 1点，剥片31点，砕片5点，石核2点であった。石材は栃木県高原山産

の黒曜石と東北産の頁岩，珪質頁岩が多く，ホルンフェルスが1点であった。

D地点の遺物（第33-37図，図版16・17)

本プロックの石器は，硬質緻密な東北産頁岩，珪質頁岩と栃木県高原山産の黒曜石を主体に構成される。

頁岩系の石器は搬入品が多く，遺跡内で石器製作作業を行った形跡が見られないが，黒曜石の石器はすべ

て同一母岩で，剥片生産から石器の製作まで行っている。

ナイフ形石器 1は灰黄褐色の東北産珪質頁岩15による石刃素材のナイフ形石器である。素材の打面側

を基部として，右側縁全体と左側縁の基部寄りに細かい調整加工を行っている。素材と剥離軸と石器の長

- 39 -
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軸は，概ね一致する。 4-1は，黒褐色の東北産珪質頁岩によるナイフ形石器の未製品である。中型の石刃

を用い，素材の打面を基部にして，左側縁に裏面から粗く調整しているが，調整途上で 2つに割れている。

素材の打面周辺に細かな剥離痕が連続するが，頭部調整ではなく，最終的には除去する打面を薄くする調

整かもしれない。 4-2は調整加工による剥片（ブランティングチップ）で，ナイフ形石器本体に接合する

(4)。

使用痕のある剥片 2は灰黄褐色の珪質頁岩15による使用痕のある剥片である。左側面には表裏面と直

交する剥離面が連続しており，石刃技法に関連した打面再生剥片の可能性がある。裏面の左側縁には刃こ

ぼれが見られる。

敲石 3はオリーブ黒色にオリーブ灰色の縞模様をもつホルンフェルス製の敲石である。上下に使用痕

がみられるが，下部のほうがはっきりしている。

接合資料とその関連資料

珪質頁岩16 にぶい黄褐色の東北産珪質頁岩で，ナイフ形石器1点 (6)'石刃 4点 (7-9),剥片 5

点 (5-1,5-2, 11), 石核 1点 (12)の合計11点で構成される。

5は小型不定型の剥片 2点の接合資料である。 5-1と5-2とは剥離方向が90度異なっている。

6は石刃を素材とする 2側縁調整のナイフ形石器である。左側縁全体と右側縁の基部に，裏面から丁寧

な調整加工が見られる。先端を欠いている。

7-9は石刃である。 7の表面には裏面と同一方向の剥離面と逆方向の剥離面があり，両設打面の石核

から剥離されたことがわかる。右側縁には使用痕がみられる。

10は，大型厚手の石刃を素材とする石核の小口部分から剥離された剥片である。裏面の左半には石核の

素材の主要剥離面が残る。本剥片の主要剥離面は右側面にある細長い剥離面である。 11は幅広の縦長剥片，

12は剥片素材の石核である。表裏両面に素材の一次面が残り，その間をおもな作業面にあてている。

黒曜石 1 漆黒色不透明で ¢2mmほどの央雑物を多く含む高原山産黒曜石である。ナイフ形石器2点，

石刃 1点，加工痕のある剥片 1点，剥片22点，砕片 5点，石核 l点の32点で構成される。

13は，ナイフ形石器2点 (1個体），加工痕のある剥片 1点，石刃 3点 (2個体），縦長剥片 4点，打面

再生ほか不定型の剥片10点 (8個体），調整剥片（ブランティングチップ） 1点，石核 1点の22点 (18個

体）で構成される。接合資料から見た剥片剥離作業は，以下の通りである。

① : 10XlOX4cmほどの大型の剥片を石核素材とする。

②：剥片生産の工程である。石核の右側面（実測図C面）を作業面として，剥片を剥離する。この過程で

13-1を剥離する。

③：打面調整の工程である。石核の上面 (E面）の打面部で13-2を剥離する。

④：剥片生産の工程である。石核の右側面 (C面）で13-3を剥離する。この縦長剥片からナイフ形石器が

作られているが，調整途上で欠損している。

⑤：打面再生の工程である。石核の上面 (E面）で，右から左に向けて13-6を剥離する。

⑥：剥片生産の工程である。石核の右側面 (C面）で13-9→13-10→ 13-11の順に剥離する。

⑦：打面再生の工程である。石核の上面 (E面）で，裏面から表面に向けて13-7→13-8を剥離する。

⑧ ：剥片生産の工程である。石核の左側面 (D面）で13-12を剥離する。なお， 13-13は13-12の表面に接

合するが，剥離順は不明である。
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第38図 D地点出土石器器種別分布図

⑨ ：打面再生の工程である。石核の上面 (E面）で，裏面から表面に向けて13-14→13-16→ 13-15の順に

小型不定型の剥片や横長剥片を剥離する。

⑩ ：剥片生産の工程である。石核の右側面 (C面）で13-17, 石核の裏面 (B面）で13-18を剥離する。

第7表 D地点石器母岩別組成表 54個

母 岩 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 総璽量g

Ob 1 5 5 10 2.85 

1-a 2 3 16 1 22 207.36 

Csh 13-a 2 1 3 10.56 

15 1 l l 4 7 17.95 

16 1 4 3 l ， 113. 21 
16-a 2 2 2.44 

Ho 8 l 1 118. 91 

合 計 6 7 

゜゚ ゜゚
1 1 31 5 2 1 

゜
54 473.28 

％ 11. l 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 57.4 9.4 3.7 1.8 0.0 100.0 

第8表 D地点石器石材別組成表
石 材 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 ％ 重量g ％ 

Ob 2 3 21 5 1 32 59.3 210.21 44.4 

Csh 4 4 l l 10 1 21 38.9 144.16 30.5 

Ho 1 1 1.8 118. 91 25.1 

合計 6 7 

゜゚ ゜゚
l l 31 5 2 l 

゜
54 100.0 473.28 100.0 

％ 11. l 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 57.4 9.4 3.7 1.8 0.0 100.0 
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第39図 D地点出土石器石材別分布図

(5) E地点の分布状況（第41・42図，第9・10表図版3)

調査区南端の東側， A地点の東側70mほどのところに位置する。 Tll-61・62区でll点検出された。出

土範囲は東西 5m南北 2mの平坦地である。出土層位はVII層から1X層にわたっている。礫は検出されず，

石器の器種構成は，使用痕のある剥片 l点，石刃 1点，敲石 1点，剥片 6点，石核 2点で，主な石材は安

山岩，凝灰岩，頁岩である。

E地点の遺物（第40図，図版17)

石刃 lは明褐色半透明のメノウ製の石刃である。表面には裏面と同一方向の剥離面が並ぶ。

使用痕のある剥片 2は灰色の頁岩（黒色頁岩）製の不定型な剥片を利用した使用痕のある剥片である。

左側縁と末端部に刃こぼれが見られる。

剥片 3は自然面が褐色で内側が明黄褐色の珪質頁岩， 4は灰白色に風化した軟質の安山岩（トロトロ

石）， 5はオリーブ灰色の凝灰岩， 6は褐色の東北産頁岩， 7は黒灰色の安山岩， 8は灰白色のチャート

をそれぞれ用いている。いずれも不定型の剥片である。

敲石 9はオリーブ黄色に大小の央雑物が入った流紋岩による敲石である。下端に使用痕が見られる。

単独出土の遺物

出土地点はF地点であるが，第 1文化層に帰属する遺物が1点検出されている。被熱による破砕礫とみ

られ， VII層出土である。 A地点dブロック出土の流紋岩8と同一母岩である可能性が大きい。
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第9表 E地点石器母岩別組成表 11個

母岩 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 総重量g

Ry 7 1 1 290.19 

An 2 1 1 2.02 

6 1 1 5.30 

7 1 1 17.85 

Tu 8 2 2 26.03 

Ch 7 1 1 16.00 
Sh 2 1 1 9.15 
4 1 1 14.70 

Csh 17 1 1 3.77 
Ag 3 1 1 6.10 
合計

゜
1 

゜゚ ゜゚ ゜
1 6 

゜
2 1 

゜
11 391.11 

％ 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 54.5 0.0 18.2 9.1 0.0 100.0 

第10表 E地点石器石材別組成表
石材 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 ％ 重量g ％ 

Ry 1 1 9.1 290.19 74.2 
An 2 1 3 27.2 25.17 6.4 
Tu 2 2 18.2 26.03 6.6 
Ch 1 1 9.1 16.00 4.1 
Sh 1 1 2 18.2 23.85 6.1 
Csh 1 1 9.1 3.77 1.0 
Ag 1 1 9.1 6.10 1.6 
合計

゜
1 

゜゚ ゜゚ ゜
1 6 

゜
2 l 

゜
11 100.0 391.11 100.0 

％ 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 54.5 0.0 18.2 9.1 0.0 100.0 

2 第2文化層

(1) F地点の分布状況（第43-48・70-78図，第30表，図版3)

第2文化層は，立川ローム層第11I層に包含されている石器群で， F地点とした。調査区南端のやや西寄

りで， A地点の南南東に位置する。 Rll-87・88・89・97・98・99, Sll -90, Rl2-07·08• 09·17·18• 

19にわたって礫が531点，石器が550点検出された。出土範囲は東西15m南北18mの楕円形で，北西に向か

ってやや低くなっていく緩斜面である。大きく 4つのまとまりをみせているため， a-aの4ブロックに
区分した。石器の器種構成は，ナイフ形石器12点，掻器2点，削器1点，彫器4点，楔形石器6点，石刃

111点，加工痕のある剥片13点，使用痕のある剥片38点，敲石6点，剥片309点，砕片22点，石核26点であ

る。ナイフ形石器は石刃素材による斜め整形の 2側縁調整，彫器には上ヶ屋型が含まれており，武蔵野台

地w層中位の「砂川期」石器群に併行すると考えられる。ただし，尖頭器の痕跡はみられない。石器の石

材構成は，メノウが最も多く 6割以上を占め，そのあと頁岩，珪質頁岩，チャート，ホルンフェルス，流

紋岩，安山岩などが続く。頁岩に東北産と考えられるものはなく，北関東から東関東に由来するものと考

えられる。珪質頁岩の一部には県南嶺岡産がある。黒曜石は信州産と考えられるものがわずかに見られる。

また礫の石材は砂岩が7割以上を占め，そのあとチャート，流紋岩，凝灰岩，ホルンフェルスなどが続く。

F地点では，同一母岩が複数のプロックにまたがって分布するケースがきわめて多いが，その母岩のあ

り方は，以下の 3通りがある。

① : 1か所のプロックに石器が集中し，周辺のプロックに 1-数点の石器が分布している母岩である。

同一母岩が集中するプロックで，石器製作（おもに剥片剥離）作業が行われ，周辺のブロックに製品が持

ち出されたと想定される (Csh-22,Sh-10など6母岩）。

②：複数のブロックにまとまった数量の石器が分布する母岩である。原石が複数個体に分割され，複数

のプロックで石器製作作業が行われたか，あるいは一つの原石を複数のプロックで順次消費していった場
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合が考えられる (Ag-4, Ag-12など4母岩）。

③ ：複数のブロックに 1-数点の石器が分布する母岩である。遺跡外で製作された製品が，複数のブロ

ックに持ち込まれたと考えられる (Ch-10,Ag-6など18母岩）。

3種類の母岩の分布型は， 4か所のブロック間で複雑な状況を示している。例えば， Csh-22母岩は a

ブロックで石器製作作業が行われ，その製品がb. C • dブロックに持ち込まれている。一方， Sh-9母

岩は，その逆の関係がみられる。 Ag-4母岩は b. C • dブッロクで， Ag-12母岩は全ブロックで石器製

作作業を行った形跡がある。したがって，各ブロック間における母岩の消費や製品の受け渡しは一方的な

関係ではない。

礫群では， 1か所のブロックに同一母岩がまとまり，周辺ブロックに少凪が分布する礫と複数のブロッ

クに同一母岩がまとまって分布する礫がある。礫の場合，被熱によって破損した中から使用可能なものを

選択し，再度利用することが想定されるため，石器とは若干異なる図式となるが，石器と同様にブロック

間の関係を示している。礫群における複数の類型についても，ブロック間で双方向的関係がみられる。

以上のように，ブロックの規模と内容，保有する舟岩や礫をみても，各ブロックは比較的類似した構成

を取っており，相互に類似した機能空間を形成していたと想定される。石器・礫における双方向的な母岩

の共有関係から， 4か所のブロックは，ほぼ同時期に営まれていたと判断される。

F地点aブロックの遺物（第49-53図，第11・12表，図版18・19)

彫器 1は灰白色のメノウを用いた彫器である。幅広の石刃を素材とし，その末端部に刃部を作り出し

ている。製作手順は，① : 左側縁にナイフ形石器の調整加工に似た急角度の調整加工を行って，彫刻刀面

作出の打面とする。②：①の打面を加撃して，左から右に向けて彫刻刀面（刃部）を作り出す。刃部の位

置は素材剥片の末端部で，刃部と表裏面とのなす角度は直角である。③：刃部の末端部周辺に，急角度の

調整加工を行う。以上の製作工程と製品の形状から，上ゲ屋型彫器との関連が想定される。

石刃 2は灰白色のメノウによる幅広の石刃である。左側縁には細かな刃こぽれが見られる。 3は黄灰

色のメノウによる石刃で，右側に石核の稜形成に伴う側面調整痕がある。下端には下折打面が見られる。

4は自然面が浅黄色，内側が赤褐色から淡黄色を呈するメノウによる細身の石刃である。下半部には，石

核に稜を作るための側面調整痕が見られる。 5は黄灰色のメノウによる幅広の石刃で，左側に側面調整痕

がある。

使用痕のある剥片 6は暗灰緑色の嶺岡産珪質頁岩による使用痕のある剥片で，左側縁下部に刃こぼれ

がある。

石核 7は不透明の褐色からにぶい黄橙色にグラデーション状を呈するメノウの石核である。打面と作

業面を頻繁に入れ替えながら幅広の石刃を生産しており，最終的に立方体（サイコロ状）を呈している。

接合資料とその関連資料

珪質頁岩23 浅黄橙色で均質緻密な珪質頁岩である。石刃 2点，剥片 2点の合計4点で構成される。

8は，石刃 2点の接合資料である。 8-1→8-2の順に小型の石刃を剥離している。表面の剥離面は概ね裏面

と同一方向であるが，末端には下方向の剥離面が見られる。

メノウ 4 赤褐色から橙色へと変わる不透明のメノウで，周辺ブロックと合わせると，石刃17点，楔形石

器l点，加工痕のある剥片 2点，使用痕のある剥片 6点，剥片46点，砕片 1点，石核 1点の合計74点で構成さ

れる。同一母岩の分布はF地点 dブロックを中心とするが，その他の各ブロックにも石刃等が点在する。
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9は，石刃 2点の接合資料である。 9-1→9-2の順に剥離している。

ホルンフェルス13 黒灰色のホルンフェルスである。剥片 1点と石核 2点 (1個体）で構成される。

10は，剥片 1点と石核2点 (1個体）の接合資料である。拳よりもひとまわりほど小振りの円礫を用い，

各所から不定型の剥片を剥離している。 10-1は，石核が節理面 (10囮表面右側）で半分ほどに割れた後に，

その節理面を打面として剥離されたものである。

頁岩9 灰白色の地に明褐色が混じり，粗い質感の頁岩である。使用痕のある剥片 2点，剥片 7点で構

成される。

11は，剥片2点の接合資料である。いずれも小型不定型の剥片で， 11-1→11-2の順に剥離している。 12

と13は同一母岩の非接合の剥片である。

珪質頁岩22 黄褐色と淡灰緑色にくつきりと分かれる珪質頁岩で，ナイフ形石器3点，石刃 6点，加工

痕のある剥片2点，使用痕のある剥片 1点，剥片12点，砕片3点の合計27点で構成される。同一母岩の分

布はF地点aブロックを中心とするが， 14-3(石刃） ・19(剥片）はbブロックに持ち出されている。

14は，ナイフ形石器1点，石刃 3点，剥片 1点の接合資料である (Csh-22a)。剥離順序の一部に不明

なところがあるが，接合関係によって14-1→14-3→ 14-5の順と14-1→14-2→ 14-4→ 14-5の順が確認できる

(14-3と14-2,14-4との関係が不明瞭である）。以上から，①:礫面が部分的に除去された石核を持ち込ん

で，作業を開始する。② ：上設打面から石刃を連続して剥離する (14-1-14-4)。そのうちの 1点は， 1 

側縁調整のナイフ形石器となっている (14-1)。③：下設打面から14-5を剥離する。石核は遺跡外に搬出

されている。
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15は不定型の剥片 2点の接合資料である (Csh-22b)。15-1→15-2の順に剥離しているが，それぞれの

表面にある剥離面を含めて考えると，概ね求心的な剥離を行っており，打面再生に関与した資料の可能性

が高い。

16-20は，接合しない資料である。 16-18は石刃， 19・20は不定型の剥片である。後者は，剥片の形状

や表面の剥離面の構成などから，打面形成あるいは打面再生に関与した可能性がある。 17は被熱により赤

化し，中央には熱による破砕面（サーマルフラクチャー）が見られる。 18の表面には，上下両方向からの

剥離面が見られ，左側縁には刃こぼれがある。

F地点bプロックの遺物（第54-60図，第13・14表，図版19-21)

ナイフ形石器 21は灰白色と明黄褐色，灰オリーブ色が混在する凝灰岩を用いた 2側縁調整のナイフ形

第11表 F地点aブロック石器母岩別組成表 214個

母岩 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計

Ob 2 1 1 

Ry 6 2 2 

11-a 2 2 

14 1 1 

Tu 14-a 1 1 

15-a 2 2 

Ch 11 l 1 1 1 4 

22 1 1 

22-a 3 3 

23-a 2 2 

25-b 1 1 

34 1 1 

35 1 1 

40 1 l 

41 1 1 

Sh ， 1 1 

12 1 1 2 

15 1 l 

21 1 l 

Csh 22 4 1 7 3 15 

22-a 1 2 1 4 

22-b l 1 2 

23-a 2 2 

Sa 6 1 1 

6-b 2 2 

8-a 11 11 

10-a 19 19 

11-a 12 12 

12-a 4 4 

13-a 11 11 

15-a ， ， 
16 3 3 

16-a 7 7 

17-a 2 2 

20-a 1 1 

21 2 2 

23 4 4 

23-a 2 2 

23-b 2 2 

31-a 1 1 

41-a l 1 

42-a 3 3 

47 1 1 
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50 3 3 

53 1 1 

55 1 1 

58 1 1 

60 1 1 

67 1 1 

69 1 1 

70 1 1 

71 1 1 

72 1 1 

73 1 1 

Ho 13-a 3 1 4 

20 1 1 

Ag 4-d 1 1 
4-f 1 1 

5 1 1 2 

6-b 1 1 

5-d 1 1 

6 1 1 

7 4 4 

8 1 1 

11 1 1 

12 6 2 4 1 13 

13 l 1 2 

15 1 1 

不明 3 l 12 16 

Qu 1 1 1 

合計 1 23 

゜゚ ゜
1 6 2 45 4 2 

゜
130 214 

％ 0.5 10.7 0.0 0.0 0.0 0.5 2.8 0.9 21.0 1.9 0.9 0.0 60.7 100.0 

第12表 F地点aブロック石器石材別組成表 214個

石材 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計

Ob 1 1 

Ry 2 3 5 

Tu 3 3 

Ch 1 1 1 1 11 15 

Sh ， 1 4 5 

Csh 1 8 1 l ， 3 23 

Sa 111 111 

Ho 3 1 1 5 

Ag 13 1 3 26 1 1 45 

Qu 1 1 

合計 1 23 

゜゚ ゜
1 6 2 45 4 2 

゜
130 214 

％ 0.5 10.7 0.0 0.0 0.0 0.5 2.8 0.9 21.0 1.9 0.9 0.0 60.7 100.0 

石器である。石刃を素材とし，打面を先端側に配して斜め整形したものである。左側縁全体と右側縁の基

部寄りに細かい調整加工を行っている。特に，左側縁は表裏両面からの調整で，表裏面とのなす角度は直

角に近い。また，裏面の基部に平坦剥離が見られる。ナイフ形石器1点の単独母岩である。

彫器 22は灰白色できめ細かな頁岩による彫器である。小型の石刃を素材とし，素材打面の両側縁に裏

面から急角度の調整加工を行った後，左からの短い樋状剥離によって刃部を作り出している。加工の及ん

でいない鋭利な縁辺には，刃こぽれが見られる。 34は暗褐色の頁岩による幅広の石刃を用いた彫器である。

左側縁に裏面から急角度の調整を行って打面とし，左から右に向けて刃部を作り出している。右端には，

樋状剥離面（刃部）の末端を切る調整加工がある。彫刻刀面と裏面のなす角度は，概ね直角である。両者

とも上ゲ屋型彫器の範疇と考えられる。
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掻器 28は黄灰白色のメノウによる石刃を素材とし，端部に粗い刃部を作り出している。

削器 33は， 22の彫器と同一母岩の頁岩を用いた石刃を素材とし，両側縁中央部に鋸歯状の刃部を作り

出している。また，加工の及んでいない鋭利な縁辺には刃こぼれがある。

楔形石器 32は灰緑色の地に黒色の筋が入る，嶺岡産珪質頁岩の楔形石器である。

石刃 23は浅黄色にオリーブ黒色の混在する流紋岩の石刃で，右側には石核の側面調整痕が見られる。

24は暗オリーブ灰色のチャートを用いている。上下端ともに欠損する。 25は黄褐色で硬質緻密な珪質頁岩

を用いた石刃である。左側は灰白色の不純物層で，縁辺部は粗い調整が見られる。右側縁には刃こぼれが

あり，上下端ともに遺存していない。意図的な切断なのだろうか。本資料 1点の単独母岩である。 26・27

・29・31は，様々な色調のメノウによる石刃である。 27の両側縁には刃こぼれがある。 31の末端部には，

右方向からの節理面に沿った最lj離面がある。偶発的な折れか，彫器の刃部として作り出したものか判然と

しない。下端には側面調整痕が見られる。 30は34の彫器と同一母岩の頁岩を用いている。長幅がほぼ同じ

方形の破片 3点が接合するが，意図的な分割の可能性がある。 35は灰オリーブ色のチャートによる石刃で

ある。左側縁および末端部に刃こぽれがある。

石核 37は淡黄色に橙色の珪質頁岩製の石核である。打面と作業面を頻繁に移動して中・小型幅広の石

刃を生産したと考えられるが，節理面（裏面）に沿って大きく割れており，これによって作業を終了した

のであろう。 38は，黒褐色に暗褐色の縞模様が入った珪質頁岩で，節理に沿って石核が破損したものであ

る。 37と同種の資料と考えられる。

敲石 49-51は粗い質感の安山岩による敲石である。 49は，端部に打撃痕が確認される。 50・51は，側

面の全周に打撃痕がはちまき状に認められる。また， 51は表裏面中央にも打繋痕があり，楔形石器製作時
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の台石にも使用された可能性がある。

剥片 36は灰白色のメノウの縦長剥片である。

接合資料とその関連資料

頁岩8 黄褐色の地に黒色から灰色の縞が入った頁岩で，石刃 1点，使用痕のある剥片 1点，剥片10点

の合計12点で構成されている。

39は，石刃 1点，剥片8点の接合資料である。石器群は，作業面（主にA・C面）から剥離した一群と

打面 (E面）から剥離した一群とがあり，概ね後者が新しい。作業面から剥離したものは， A面右端（一

部C面）で39-5→39-6→ 39-7→ 39-8の順に石刃あるいは縦長剥片を剥離する。いっぽう， A面左端でも

39-1を剥離しているが，先の一群との先後関係は不明である。また，打面 (E面）では， 39-2→39-3→ 

39-4→ 39-9の順に幅広不定型の剥片を剥離し，打面再生を行っている。母岩消費の半ばの資料と考えられ

る。石核は遺跡外に搬出されている。

40は，幅広の縦長剥片を利用した使用痕のある剥片である。両側縁の下部に刃こぼれがある。

メノウ14 自然面は淡黄色，内側は橙色から灰白色のメノウで，石刃 2点，掻器1点，剥片7点，石核

2点で構成される。

41は剥片4点 (2個体）の接合資料で， 41-1→41-2の順に不定型の剥片を剥離している。なお， 41-2は

F地点 Cブロックに分布する。

43は石刃 1点と石核1点の接合資料， 42は同一母岩で接合しない石刃である。

メノウ13 自然面は黄色，内側が橙色からやや青みがかった灰白色のメノウで，石刃 1点，使用痕のあ

る剥片 5点，剥片5点で構成される。

44は使用痕のある剥片 1点と剥片1点の接合資料である。 44-1→44-2の順に剥離している。 44-1の右側

面には，石核の稜形成に伴う側面調整痕が見られる。また，鋭利な左側縁には刃こぽれがある。

メノウ15 黄灰色のメノウで，ナイフ形石器1点，石刃 3点，剥片3点で構成される。

45は，ナイフ形石器1点と幅広不定型の剥片 1点の接合資料である。 45-1は，横長剥片を素材とする切

出形のナイフ形石器で，素材打面のあった左側縁を丁寧に調整している。 45-2は幅広不定型の剥片で，厚

い右側面には表裏面と直行する剥離面がある。

46は同一母岩の小型の石刃で，下半部は欠損する。

チャート11 褐色と黄褐色の混在するチャートで，石刃 1点，剥片3点，石核 1点で構成される。

47は剥片2点の接合資料である。 47-2→47-1の順に剥離している。 48は同一母岩の石核（片）である。

47と併せて考えると，打面と作業面を入れ替えながら小型の縦長剥片を生産した手順が想定できる。

第13表 F地点bブロック石器母岩別組成表 391個

母岩 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計

Ry 6 1 1 ， 2 2 
9-a 2 2 
9-b 2 2 
10-a 4 4 

16 1 1 

17 1 1 

21 1 1 

An 8 2 2 
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， 1 1 
10 1 1 
11 1 1 
12 1 1 
13 3 3 
Tu 10 1 1 
11-a 4 4 
12-a 3 3 
14-a 1 1 
17-a 3 3 
18 1 1 
19 1 1 
Ch 8 1 1 
10 1 1 
11 1 1 
11-a l 1 2 
12 3 3 
13 1 l 
23-a 2 2 
24 2 2 
24-a 3 3 
24-b 2 2 
25 1 1 
26 3 3 
27 1 1 
27-a 2 2 
29-a 2 2 
33 1 1 
36 1 1 
38 1 1 
Sh 8 1 2 3 
8-a 1 8 ， ， 1 4 5 
9-a 2 2 
10 5 1 2 8 16 
11 1 l 3 5 
12 1 1 

13 3 3 
14 1 1 4 6 
15 1 1 2 

20 2 2 

20-a 10 10 

22 z 2 

Csh 18-a 1 1 

19-a 1 1 

21 1 l 

22 1 1 

ZZ-a l 1 

23 1 1 

24 1 1 2 

25 1 1 

Sa 6-a 21 21 

7-a 14 14 

8-a 2 2 
9-a 20 20 

10 2 2 
10-a 3 3 
11-a 1 1 
12-a 8 8 
14-a ， ， 
16 1 1 
16-a 2 2 
17-a 3 3 
18-a 6 6 

19 1 1 
19-a 4 4 
21 1 1 
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21-a 7 7 

23-a 2 2 

24-a 3 3 

28-a 3 3 

30-a 2 2 

32-a 2 2 

33-a 3 3 

34-a 2 2 

37-a 4 4 

38-a 5 5 

39-a 2 2 

41-a 1 1 

43-a 2 2 

53 1 1 

53-a 1 1 

56 1 1 

61 1 1 

62 1 l 

63 1 1 

68 1 1 

74 1 1 

75 1 1 

76 1 1 

77 1 1 

78 1 1 

79 1 1 

80 1 1 

Ho 10 1 1 

16-a 8 8 
19-a 2 2 

21 1 1 

22 1 1 

Ag 4 3 1 5 1 10 
4-a 1 1 
4-e 1 1 
4-f 1 1 
5 3 3 
6 1 2 3 
8 1 1 
10 l 1 
12 2 1 21 24 
12-a 2 2 
13 2 2 
13-a 1 1 2 
14 1 1 1 3 
14-a 2 2 4 
14-b 1 1 2 
15 2 2 
15-a 1 1 2 
不明 2 1 2 15 2 22 
合計 6 24 2 2 1 2 4 16 98 3 16 6 211 391 
％ 1.5 6.1 0.5 0.5 0.3 0.5 1.0 4.1 25.1 0.8 4.1 1.5 54.0 100.0 

第14表 F地点bブロック石器石材別組成表 391個

石材 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計
Ry 1 1 12 14 
An 6 3 ， 
Tu 1 13 14 
Ch 1 1 4 2 1 21 30 
Sh 8 1 1 2 1 4 38 11 66 
Csh 1 2 1 2 2 1 ， 
Sa 150 150 
Ho 1 12 13 
Ag 4 12 2 2 5 55 3 3 86 
合計 6 24 2 2 1 2 4 16 98 3 16 6 211 391 
％ 1.5 6.1 0.5 0.5 0.3 0.5 1.0 4.1 25.1 0.8 4.1 1.5 54.0 100.0 
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F地点 Cブロックの遺物（第61図，第15・16表，図版21)

ナイフ形石器 52は淡黒色透明の良質な黒曜石を用いたナイフ形石器の基部片である。小型の石刃を素

材とし，両側縁に細かな調整加工を施している。黒曜石は信州産と考えられる。 53は淡黄色の珪質頁岩に

よる 2側縁調整のナイフ形石器である。小型の石刃を素材とし，素材の打面を先端側に配して斜め整形し

ている。

彫器 54は紫がかった灰色と黒灰色を呈する不透明のチャートを用いた彫器である。石刃を素材とし，

素材の打面側に短い刃部を作り出している。製作の手順は，素材打面の両側にナイフ形石器の調整加工に

似た急角度の剥離を行った後，左から右に向けて短い樋状剥離を行って刃部としている。調整加工の及ん

でいない鋭利な縁辺には刃こぼれが見られる。以上の特徴から，上ゲ屋型彫器の範疇で捉えられる。なお，

本資料は単独母岩である。

石刃 55は灰褐色と黒色の縞模様を呈する珪質頁岩製による石刃である。表面には上下両方向からの剥

離面があり，両設打面の石核から剥離されたことがわかる。

剥片 56-58はメノウによる不定型の剥片である。

石核 59は黄白色の頁岩を用いた石核である。厚手の剥片を石核の素材とし，交互剥離によって表裏両

面から小型幅広の縦長剥片を生産している。裏面の左下部には素材の主要剥離面が残る。 60は褐色の地に

黄灰色の縞が入る頁岩を用いた石核である。上面の平坦面を打面，周囲を作業面として，小型の縦長剥片

を剥離したものであるが，石核1点の単独母岩である。

第15表 F地点 Cブロック石器母岩別組成表 97個
母岩 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計

Ob 3 1 2 3 
4 1 1 2 

Ry 12-a 1 1 
15 1 1 

Tu 16-a 1 1 
Ch 8 1 1 
10 2 2 
12 2 2 
Sh ， 1 1 
12 1 1 
17 1 1 
18 1 1 

19 1 1 
20 1 1 
Csh 18 2 2 
22 1 1 
26 1 1 
Sa 10-a 1 1 
13-a 4 4 
23-a 2 2 
29-a 1 1 
45-a 1 1 
46-a 2 2 
47 1 1 
49 1 1 
59 1 1 
87 1 1 
Ho 17-a 1 1 
Ag 4 2 6 8 
4-c l 1 
4-d 1 1 
5 1 1 1 3 
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5-d 2 2 
6 1 l 

12 6 8 3 17 
13-b 1 1 
14-a 1 1 

15 1 1 2 
不明 4 6 ， 2 21 
合計 2 16 

゜゚ ゜
1 

゜
， 42 6 2 
゜
19 97 

％ 2.1 16.5 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 9.3 43.3 6.2 2.1 0.0 19.6 100.0 

第16表 F地点 Cブロック石器石材別組成表 97個

石材 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計

Ob 1 3 1 5 
Ry 2 2 

Tu 1 1 
Ch 1 4 5 
Sh 1 2 1 2 6 

Csh 1 1 2 4 

Sa 15 15 

Ho 1 1 
Ag 14 7 32 5 58 

合計 2 16 

゜゚ ゜
1 

゜
， 42 6 2 
゜
19 97 

％ 2.1 16.5 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 9.3 43.3 6.2 2.1 0.0 19.6 100.0 

F地点dブロックの遺物（第62-69図，第17・18表，図版21-23)

ナイフ形石器 61は自然面が明褐色，内側が淡黄色と灰色の部分が明瞭に分かれる珪質頁岩 (Cshl9)

を用いたナイフ形石器2点 (61-1→61-2)の接合資料である。 61-1は左側縁全体に調整加工が見られ，素

材の打面も除去されているが，甚部と先端の区別が不明瞭な形状である。 61-2も左側縁全体に調整が施さ

れているが，鋭利な先端をもたないものである。したがって，両者とも未製品の可能性がある。 62は61と

同一母岩のナイフ形石器であるが， 61の2点に比べて薄手で，左側縁全体と右側縁の基部寄りに細かな調

整加工を施しており，柳葉形に仕上げられている。なお， 61-1はF地点bブロック， 61-2・3は本ブロッ

クから出土しているが，いずれのブロックでも製作痕跡はない搬入品である。

63は淡黄色のメノウによるナイフ形石器である。石刃を素材として，左側縁の上半部と基部の一部に調

整加工を行っている。特に，左側縁上半部の加工は表裏両面からなされている。

石刃 64は淡黄色の珪質頁岩による石刃である。鋭利な縁辺に刃こぼれがある。なお，同一母岩はF地

点aブロックを中心に分布する。

楔形石器 65は赤色の地に灰白色の筋が入る珪質頁岩（鉄石英）による楔形石器である。

使用痕のある剥片 66は灰白色の珪質頁岩による幅広の剥片を利用した使用痕のある剥片である。右側

縁の一部に刃こぼれがある。 67はオリーブ黒色を呈する頁岩による使用痕のある剥片である。 64と同様，

鋭利な縁辺に刃こぼれがある。

剥片 68は淡黄色不透明のメノウによる不定型の剥片である。

石核 69は灰オリーブ色のチャートによる小型の石刃石核である。 A・C面は上設打面から， B・D面

は下設打面から剥離している。石核 1点の単独母岩である。 70は自然面が淡黄色，内側は橙色から淡黄色

を呈するメノウの石核である。厚手の剥片を素材とし，表裏両面から不定型の剥片を剥離している。

接合資料とその関連資料

メノウ 4 赤褐色から橙色へと変わる不透明のメノウで，構成は61ページに紹介してある通りである。
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接合資料はF地点 aブロックに 2点，

F地点dブロック出土石器 (2)

bブロックに 4点， Cブロックに 2点，

68 R12-7-129 

胃言
69 R12-7-48 

dブロックに15点分布して

おり， dブロックで剥離した製品を各ブロックに持ち出していると考えられる。

71は， ナイフ形石器1点， 石刃 3点 (2個体），剥片 3点の接合資料である。剥離手順は，① : 石刃生

産の工程である。上位の打面から中型の石刃 (71-1) を剥離する。②：打面再生の工程である。 B面側か

ら71-3→71-4の順に幅広不定型の剥片を剥離する。③：石刃生産の工程である。 71-2→71-5の順に石刃を

剥離する。なお， 前者を剥離する前には，石核に稜を作るための側面調整を行っている。また， 71-5は素

材の打面部を除去してナイフ形石器としている （歓頭石刃）。④ : 最後に，作業面側から横長剥片を剥離
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する (71-6)。側面調整か作業面転移に伴うものかは不明である。なお， 71-3・5は， F地点bブロックに

分布する。

72-76は同一母岩で接合しないものである。 72-74・76は目的とする中型の石刃， 75は楔形石器である。

メノウ 5 青みがかった灰白色のメノウで，ナイフ形石器1点，石刃22点，楔形石器2点，彫器 1点，

加工痕のある剥片 4点，使用痕のある剥片 3点，剥片26点，砕片 1点の合計60点で構成される。接合資料

は， F地点aブロックに 2点， Cブロックに 2点， dブロックに18点分布している。これは，上記メノウ

4に似た分布状況であり， dブロックを中心として製作した資料の一部がa・Cブロックに持ち出された

と考えられる。

77は，石刃 3点，剥片 5点の接合資料である (Ag-5d)。剥離手順は，① : 原石を粗く分割した塊を持

ち込む。②：石核の側面調整の工程である。 C面で77-1を剥離する。③ ：石刃生産の工程である。 A面で

77-2→ 77-3→ 77-4を剥離する。④：打面再生の工程であるが，接合資料はない。⑤ ：石刃生産の工程であ

る。 A面で幅広の77-5を剥離する。⑥ ： A面で，下設打面から77-6を剥離する。⑦：側面調整あるいは作

業面を転移して剥片を剥離する工程である。 C面で77-7→77-8の順に剥離する。なお， 77-8がaブロック，

77-5が Cブロックに，それ以外は dブロックに分布する。

78は，石刃 5点の接合資料である (Ag-5b)。78-1→78-3→ 78-2→ 78-4→ 78-5の順に石刃を剥離する。

なお， 78-1はaブロックに分布する。

79は楔形石器1点とその調整剥片 1点の接合資料である (Ag-5e)。

80は剥片素材の石核 2点の接合資料である (Ag-5c)。剥片を素材とする板状の石核から不定型の剥片

を生産するものである。両者が分断された後も80-2では剥片生産が継続されている。

81-83は，同一母岩による石刃である。

ホルンフェルス11 84は部分的に赤みを帯びた黒灰色のホルンフェルスで，剥片 3点と石核 1点の接合

資料である。拳よりもひとまわり小振りの円礫を用い，不規則に不定型の剥片を生産した資料である。

第17表 F地点dブロック石器母岩別組成表 379個

母岩 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計

Ob 3 1 1 
Ry 6 1 1 ， 1 1 
11 1 1 
12-a 1 1 
13-a 2 2 
18 1 1 
19 1 1 
20 1 1 

An 10 1 1 
13 ］ 1 
Tu 13-a 2 2 
16-a 2 2 

Ch ， 1 1 
10 1 2 1 4 
12 1 l 

22-b 3 3 
25 2 2 
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25-a 2 2 
25-b 2 2 
26 8 8 
26-a 3 3 
26-b 2 2 
28-a 3 3 
30 4 4 
31 4 4 
32 2 2 
33 1 1 
37 1 1 
39 1 1 
Sh 10 1 2 3 
13 1 1 2 
14 2 2 
16 2 2 
20 1 1 
25 2 2 
25-a 3 3 
Csh 18 1 2 3 
18-a 1 1 
19 1 1 2 
19-a 1 1 
20 1 1 2 
22 1 2 3 
23 1 1 
Sa 6 4 4 
6-a 10 10 
7 2 2 ， 1 1 
10-a 1 1 
13 1 1 
13-a 1 1 
16 1 1 
19 I 1 
20-a 3 3 
22 2 2 
22-a 5 5 
25 3 3 
25-a 4 4 
26-a 3 3 
27-a 3 ヽ 3 
29-a 1 1 
31-a 1 1 
35-a 2 2 
36-a 2 2 
39 2 2 
40 1 1 
40-a 4 4 
41 1 1 
44-a 2 2 

45 4 4 
45-a 1 1 

46 1 1 
47 5 5 
47-a 2 2 
48-a 2 2 
49 1 1 
50 1 1 2 
51 2 2 
52 2 2 
53 2 2 
53-a 2 2 
54 2 2 
55 1 1 
56 1 1 
57 2 2 
64 1 1 
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65 1 1 
66 1 1 
81 1 1 
82 1 1 
83 1 1 
84 1 1 

85 1 1 
86 1 1 

88 1 1 

89 1 1 

Ho ， 1 3 4 
11-a 3 1 4 
12 4 4 
14 1 1 
17-a 1 1 
18 1 1 
18-a 2 2 
Ag 4 7 1 l 4 19 1 33 
4-a 3 2 5 
4-b 2 2 
4-c 1 1 
4-e 1 1 
4-g 6 6 
5 11 1 1 16 1 30 
5-a 1 1 2 
5-b 4 4 
5-c 2 2 
5-d 3 3 6 
5-e 1 1 2 
5-f 1 1 2 
6 1 2 3 
7 1 1 
8 2 1 3 ， 2 2 
12 5 1 21 27 
13 2 1 3 
13-b 1 1 
14 3 3 
不明 1 6 1 14 1 23 

Ag(K)l 7 7 
Qu 2 1 1 
合計 3 48 4 

゜゚ ゜
3 11 124 ， 6 

゜
171 379 

％ 1.05 11.9 1.05 0.0 0.0 0.0 1.8 3.7 32.45 2.1 1.05 0.0 44.9 100.0 

第18表 F地点dブロック石器石材別組成表 379個

石材 Kn B P1 Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計

Ob 1 l 
Ry 1 8 ， 
An 1 1 2 
Tu 4 4 

Ch 1 3 1 1 38 44 
Sh 2 6 2 5 15 

Csh 2 2 1 8 13 
Sa 1 103 104 
Ho 1 8 3 1 4 17 
Ag 1 43 3 2 10 98 1 4 7 169 
Qu 1 1 
合計 3 48 4 

゜゚ ゜
3 11 124 ， 6 

゜
171 379 

％ 1.05 11. 9 1.05 0.0 0.0 0.0 1.8 3.7 32.45 2.1 1.05 0.0 44.9 100.0 

3 その他の遣物（第79・80図，第19・20表，図版24)

出土位置が不明の遺物として60点が出土している。器種構成は，剥片が23点，石刃が12点，楔形石器が
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4点，二次加工のある剥片が5点，使用痕のある剥片と石核が4点ずつ，ナイフ形石器と砕片が 1点ずつ，

残りは礫であった。石器の石材構成は，安山岩，メノウ，珪質頁岩，砂岩などが主なものであった。また

礫の石材は砂岩とメノウであった。

遺物

ナイフ形石器 1は漆黒色不透明で央雑物を多く含む黒曜石を用いたナイフ形石器である。栃木県高原

山産と考えられる。幅広の縦長剥片を素材とし，右側縁全体と左側縁の基部寄りに裏面から調整加工を行

っている。

石刃 2は淡黒色透明な黒曜石による小型源手の石刃である。信朴I産と考えられる。表面には上下両方
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向からの剥離面がある。 3はにぶい橙色を呈する頁岩の石刃で，中央を通る稜線に石核の側面調整痕があ

る。右側縁には使用痕がみとめられる。 4は暗赤褐色の珪質頁岩による石刃で，末端を欠く。両側縁には

使用痕がみられる。縦断面が強く湾曲していることから，小振りの石核から剥離されたのであろう。 5は

黄灰色のメノウによる石刃で，両側縁に使用痕がみられる。

楔形石器 6は灰オリーブ色の嶺岡産珪質頁岩による楔形石器である。

使用痕のある剥片 7は浅黄色から橙色を呈するメノウの幅広不定型の剥片を利用しており，右側縁に

刃こぼれが見られる。

石核 9は灰白色で軟質な頁岩による石核である。厚手の剥片を素材とする。

剥片 8は明黄褐色の自然面をもち内側が灰オリーブ色の珪質頁岩の剥片である。

接合資料とその関連資料

安山岩 1 黒褐色の安山岩で，楔形石器3点，石刃 l点，剥片11点，石核 2点で構成される。

10は石刃 1点と剥片 1点の接合資料である。 10-1→10-2の順に剥離している。 11と12は同素材の楔形石

器， 13は剥片素材の石核である。厚手の剥片を石核の素材とし，裏面（主要剥離面）を打面として小型不

定型の剥片を生産している。

第19表 その他の遺物母岩別組成表 60個

母岩 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 総重量g

Ob 3 1 1 0.75 
5 1 1 6.62 

Ry 2 2 2 2.26 
An 1 3 10 2 15 224.39 
1-a 1 1 2 17.36 

Ch 11 l 1 11.87 
13 1 1 0.28 
16 1 1 0.59 
Sh 23 1 1 11. 73 
24 1 1 31.47 
Csh 21 l 1 1.23 
27 1 1 2.71 
28 1 1 2 21.58 
29 1 1 14.35 
30 1 1 5.75 
Sa 3 4 4 15.33 
Ho 15 1 2 3 8.93 
25-a 2 2 10.17 
26 l 1 0.14 
Ag 12 1 4 13.46 
16 l 2 1 1 3.39 
18 1 1 2 18.56 
不明 4 3 2 2 11 85.43 
合計 1 12 4 

゜゚ ゜
5 4 23 1 4 

゜
6 60 508.35 

％ 1.6 20.0 8.3 0.0 0.0 0.0 8.3 6.7 38.3 1. 7 6.7 0.0 10.0 100.0 

第20表 その他の遺物石材別組成表

石材 Kn B Pi Sc Ssc Gr Rf Uf F C Co 敲石 礫 計 ％ 重量g ％ 

Ob 1 1 2 3.33 7.37 1.4 
Ry 2 2 3.33 2.26 0.4 

An 1 3 1 11 2 18 30.00 241. 75 47.6 
Ch 2 2 3.33 12.74 2.5 
Sh 1 1 2 3.33 43.20 8.5 
Csh 3 1 1 1 6 10.00 45.62 9.0 

Sa 4 4 6.68 15.33 3.0 
Ho 1 2 1 2 6 10.00 19.24 3.8 
Ag 6 4 2 5 1 18 30.00 120.84 23.8 
合計 1 12 4 

゜゚ ゜
5 4 23 1 4 

゜
6 60 100.00 508.35 100.0 

％ 1.6 20.0 6.7 0.0 0.0 0.0 8.3 6.7 38.3 1. 7 6.7 0.0 10.0 100.0 
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第3章縄文時代

第1節概観

縄文時代の遺構と考えられるものは，調査区の南部から陥穴状遺構が2基検出されたほか，礫群が6か

所，主に調査区北側に確認された。また，土器も早期から中期にわたって出土しているが，直接遺構に関

わるものはなかった。

第2節遺構と出土遺物

1 遺構

0 2 0号陥穴状遺構（第81図，図版4)

調査区南側， Rll-20グリッドに位置し， 017号方墳の周溝内より検出された。隅丸の長方形を呈し，長

軸の方位は N-22°-Wを示す。長軸1.7m, 短軸0.5m, 検出面から底面までの深さは lmである。底面に

35cmほどのやや丸みを帯びた方形のピットが2か所あり，底面からの深さはともに40cmである。遺物は

出土していない。

A
 

021号R

f:._'._ -~ 

~:_ 
A
 

~~ 

゜ (1/40) 

第81図縄文時代020号 ・021号陥穴状遺構
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0 2 1号陥穴状遺構（第81図，図版4)

調査区南側の Tll-17グリッドに位置し， 015号方墳北西溝に切り合う形で検出された。楕円形を呈し，

長軸方位は N-63°-Wを示す。長軸1.7m, 短軸1.2m,検出面からの深さは約2.lmである。遺物は縄文土

器（早期）・礫のほか，弥生土器など数点が出土した。

2 遺物

縄文時代の遺物として，土器・石器・礫が出土している。特に土器は多時期にわたっており，早期は撚

糸文系・ 沈線文系・ 条痕文系，前期は関山式・黒浜式・諸磯式・浮島式，中期は阿玉台式・中峠式・加曽

利E式などが出土している。石器は，石鏃．敲石・石斧・石核・剥片が出土しており，使用されている石

材はチャート・ホルンフェルスを中心として安山岩・黒曜石など多様である。なお，礫については出土状

況等の記載を次項で詳述した。

(1) 士器（第82-84図，図版25-27)

1 -5は，早期撚糸文系に属する。 1は，口唇部がわずかに外反するが肥厚は弱<'口唇頂部をナデ調

整しており，口唇部外面から Rの撚糸文が細かく施されている。胎土は微細な白色粒が混じり，焼成は良

好である。 2-4はともにRの撚糸文が施されている。 5は口唇部をわずかに外反させ，頂部は丸頭状に

なっている。 Rの撚糸圧痕を 1cmほどの間隔で 3本横走させている。胎土は橙褐色である。 6は沈線を

3本横走させた上から，右上より左下にかかる斜位の沈線を回し，その上下に刺突文を施している。胎土

は橙褐色で微細な白色粒を含む。 7-15は早期条痕文系に属する。 7・8は波状口縁である。 8は摩耗が

著しいが，横方向に波を打つ条線をもつ。焼成は不良で砂っぽい胎土である。 9は口唇直下に隆帯を回し，

隆帯の上下に結節沈線を巡らしている。 7-9は表裏に条痕を施してある。 10は口唇直下に刻み目をもつ

隆帯を回している。 11は口縁直下に細かい条痕を施してあり，焼成も良好である。橙褐色の胎土で微細な

白色粒を多く含む。 12・13は尖底土器の底部である。 14・15も条痕文系と考えられ， 14は厚手であるがも

ろい。口縁下から条線が施されている。 15は斜位の条線が施されている。

16は右撚りと左撚りの縄を合わせて撚った直前段合撚りで，関山式に比定される。 17-25は，何れも胎

土に繊維が多く含まれ黒浜式に比定される。 17はゆるい波状口縁の下に半戟竹管で平行沈線を巡らし，そ

の下に波状の平行沈線を回す。 18は横位の 1本の沈線の下に半弧を描くように沈線を巡らし，その下にR

Lの縄文を施している。 19-21は羽状縄文を施しているが，摩耗が激しい。 22はLRの単節縄文を施して

いる。 23・24はRLの単節縄文である。 25・26はゆるい波状口縁の直下に半戟竹管による平行沈線を回し，

さらにその下に平行沈線で半弧と楕円を描く。 27は縦位の波状の沈線を施し，胎土は灰褐色で微細な白色

粒を含み，焼成は良好である。 29はゆるい波状口縁で沈線を器面全体に施している。焼成は良好で胎土は

灰褐色，微細な白色粒を含む。 30は縦位の隆線の谷間に 3本の沈線を施す。胎士は赤褐色で微細な白色粒

・雲母粒を含む。 31-39は浮島式系に属する。 31はゆるい波状口縁の外側に半戟竹管による斜めに傾いた

条線を施した下に， 2本の沈線の間に変形爪形文，連続刺突文の順で繰り返している。胎土は暗赤褐色で

焼成は良好である。 32・33も口縁部分に変形爪形文を施す。 34-39も三角文，刺突，三角文と平行沈線の

組み合わせなどによる文様を施している。

40-56は，阿玉台式に属する。 40・41は波状口縁の周囲に厚く鋸歯状に粘土を張りつけ，その下に山形

の刺突文を二重に巡らしている。胎士は粗く赤褐色である。 42-49も波状口縁で口唇頭頂部にゆるい刻み
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目を回し，波頂部直下に突起をつけている。胴部には数列の縦位の爪形文を巡らしている。 胎土は粗く

赤褐色である。 50-54は細沈線状の連続した爪形文を巡らしているが，隆線による区画があり，やや時代

が下ると思われる。胎土も赤褐色であるが，焼成は良好である。 50は隆線の区画に沿って結節沈線文を二

重に施す。その下部に隆線を 2本横に回し，さらに波状の沈線文を 2本回している。胎土は粗く明褐色で

ある。 51-54も同様である。 55は隆線の区画文に沿って幅広の連続爪形文を施し，胎土は粗く褐色である。

56は底部である。 40-56は55を除いて胎土に白色粒や雲母粒が多量に含まれている。 57・58は中峠式に属

する。 57は口縁部から隆線を交叉するようにおろし区画を作り，隆線に沿って 3本の平行沈線文を施し，

さらに横に 3本ずつの平行沈線文を 2か所施している。胎土は橙褐色で焼成は良好である。 58は角張った

厚い口唇部を持ち，口唇直下に刻み目を入れた隆線を回している。その隆線の下部をえぐるように沈線文

が入り，さらに低い隆線を巡らして刻み目を施している。胎土は白色粒・雲母粒がやや多く焼成は良好で

ある。 59-64は加曽利E式に属する。 59はRLの縄文の地文に縦方向に間を狭くして 2本の沈線，横方向

に間を広くして 2本の沈線がみられ，沈線間にも縄文がみられる。胎土は黒褐色で焼成は良好である。 60

は深鉢の口縁部と胴部を区切る隆帯の上に沈線文を施している。隆帯の上はRLの縄文を施し，下は無文

となっている。赤褐色の胎土に微細な白色粒を含み，焼成は良好である。 61は渦巻き文をもつ隆帯を口唇

直下に巡らしている。橙褐色の胎土で焼成は良好である。 62はRLの縄文を施す。 63は波状口縁でRLの

縄文を施し口唇直下から縦の平行沈線をおろしてその間を磨り消している。 64はRLの縄文に横位の 3本

の平行沈線を巡らし，その下部に斜位に 3本の平行沈線をおろしている。ともに焼成は良好である。

(2) 石器（第85-89図，図版28・29)

1-8は石鏃である。基部の形状はすべて無茎．凹基である。 2・3は挟りはほとんどな<, 1・4・ 

7・8は挟りが浅い。また 6は挟りがやや深<, 5は極端に深い。 1-7は表裏ともに細かく調整加工を

施し，断面はすべてレンズ状になっている。 7が先端部及び脚部端を折損しているのと， 8が先端の脇の

部分を欠損していること以外はほぽ完形である。石材は 1-5がチャート， 6が黒曜石， 7がメノウ， 8 

が安山岩（トロトロ石）である。 9は錐で，安山岩を石材としており，先端が折損している。 10-16は石斧

である。 10はもとの形はもっと長かったものが，刃部再生のために短くなったものと考える。 11・12は同

一個体と考えられる分銅形打製石斧である。 13は自然礫の形態を利用して先端に刃部を作り出した打製石

斧である。 14は，左側に磨いた刃部がかすかに残る刃部磨製石斧の破片と考える。 15も磨いた刃部が下部

にあり，刃部磨製の石斧と考える。石材は10-15がホルンフェルス， 16は変成岩の一種である。 17-21は

敲石である。 17-19は，こぶし大あるいはやや小さめの礫を利用している。 17は下部に敲打痕があるほか，

上部にもわずかに敲打痕が認められる。 18は上下に敲打痕が認められる。 19は下部にかるい敲打痕が認め

られるほか，中央に敲打による浅い凹みがみられる。 20は両面にはげしい敲打痕が認められるほか，下部

にもかるい敲打痕が認められる。 21は3分の 1ほど欠損しているが，中央と反対側やや上部に敲打痕が認

められる。石材は， 17はチャート， 18はホルンフェルス， 19はメノウ， 20が砂岩， 21は凝灰岩である。 22

は砂岩である。器種は不明であるが，全体的に摩滅しており，よく使われていたことがわかる。剥離面に

は横から円筒状に削られた部分が明瞭に残っている。また上下にくぼみをつけたような剥離痕があり，石

錘の可能性も考えられる。 23-31は楔形石器である。 23・24・26・27・30・31は自然面を残している。石

材は23-27がチャートで， 28が緑色凝灰岩， 29-31が安山岩である。 32・33は石核である。 32はホルンフ

ェルス， 33はチャートである。 34-38は剥片である。 35・37・38は自然面が残っている。石材は， 34・35
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第21表縄文時代石器観察表

挿図番号 遺物番号 器種 石材
最大長 最大幅 最大厚 重量

備 考(mm) (mm) (mm) (g) 
85図— l R7-68-19 石鏃 チャート 20 12 3 0. 5 
85図ー 2 S 5-41-1 石鏃 チャート 25 16 4 1. 1 
85図ー 3 012-1 石鏃 チャート 25 16 4 1. 3 
85図ー 4 RB-16-298 石鏃 チャート 25 13 4 l. 0 
85図ー 5 R9-95-2 石鏃 チャート 40 20 4 2. 4 
85図ー 6 S 7-43-20 石鏃 メノウ 20 14 5 l. l 
85図ー 7 015-4-8 石鏃 黒曜石 15 13 4 0. 7 
85図ー 8 RS-07-16 石鏃 安山岩（トロトロ石） 22 15 5 1. 0 
85図ー 9 S 7-73-98 石錐 安山岩 25 17 7 2. 5 
85図ー10 T 10-97-1 打製石斧 ホルンフェルス 68 56 18 76. 2 
85図ー11 015-20 打製石斧 ホルンフェルス 39 38 8 11. 8 12と接合の可能性有り
85図ー12 015-2-3 打製石斧 ホルンフェルス 61 48 14 50. 4 11と接合の可能性有り
85図ー13 Tl0-99-1 打製石斧 ホルンフェルス 93 31 18 74. 0 
86図ー14 RS-16-8 局部磨製石斧 ホルンフェルス 42 17 6 3. 7 
86図ー15 T 11-21-1-2 局部磨製石斧 ホルンフェルス 52 33 11 22. 6 
86図ー16 T 11-62-101 打製石斧 不明（変成岩） 85 65 14 93. l 
86図ー17 015-1-1 敲石 チャート 90 58 34 264. 5 
86図ー18 R 10-05-2 敲石 ホルンフェルス 100 60 54 388. 7 
87図ー19 017-1-1 敲石 メノウ 81 59 45 299. 7 
87図ー20 S 5-61-1-1 敲石 砂岩 57 39 32 115. 0 
87図ー21 T 11-62-143 敲石 凝灰岩 53 49 35 111. 4 
87図ー22 R5-39-21 （不明） 砂岩 65 61 25 ll8. 9 
88図ー23 012-1-2 楔形石器 チャート 32 16 6 5. 9 
88図ー24 012-1-3 楔形石器 チャート 29 14 6 2. 5 
88図ー25 S 7-52-5 楔形石器 チャート 31 14 7 4. 7 
88図ー26 Tl0-98-1-2 楔形石器 チャート 26 13 8 3. 0 
88図ー27 R6-84-l 楔形石器 チャート 64 37 24 78. 3 
88図ー28 014-1-35 楔形石器 緑色凝灰岩 24 22 8 3. 8 
88図ー29 Tll-62-156 楔形石器 安山岩 22 15 6 1. 6 
88図ー30 S 7-83-160 楔形石器 安山岩 36 15 6 4. 2 
88図ー31 S 7-63-31 楔形石器 安山岩 32 15 14 8. 0 
88図ー32 R 10-06-22 石核 ホルンフェルス 105 62 43 325. 2 
89図ー33 RB-15-215 石核 チャート 46 27 19 24. 1 
89図ー34 Tll-52-15 剥片 安山岩 14 23 6 1. 7 
89図ー35 S 7-53-13 剥片 安山岩 33 20 11 9. 9 
89図ー36 S 7-83-198 剥片 凝灰岩 27 34 4 4. 7 
89図ー37 017-1-31 剥片 頁岩 77 40 31 117. 1 
89図ー38 S 6-70-1 剥片 ホルンフェルス 91 69 18 129. 7 
39 003-1-2-2 剥片 頁岩 24 15 8 2. 2 
40 003-1-2-3 剥片 安山岩 20 18 6 1. 5 
41 003-18 剥片 安山岩 21 13 5 1. 0 
42 006-3 剥片 メノウ 20 13 7 1. 5 
43 015-1-12 剥片 黒曜石 13 13 3 0. 3 
44 015-2-9 剥片 頁岩 22 13 16 2. 7 
45 R9-96-5 剥片 流紋岩 25 24 15 7. 5 49と接合
46 R9-96-6 剥片 不明（火成岩） 55 48 17 44. 7 48. 53と接合
47 R9-96-7 剥片 砂岩 33 17 8 3. 2 
48 R9-96-8 剥片 不明（火成岩） 75 62 33 124. 0 46. 53と接合
49 R9-96-9 剥片 流紋岩 38 36 14 17. 6 45と接合
50 R 9-96-11 剥片 ホルンフェルス 39 25 6 5. 8 
51 R9-96-13 剥片 砂岩 23 11 6 1. 0 
52 Rl0-06-5 剥片 砂岩 52 28 21 26. 4 
53 Rl0-06-6 剥片 不明（火成岩） 99 83 66 672. 3 46. 48と接合
54 Rl0-06-8 剥片 砂岩 24 17 6 1. 9 
55 Rl0-06-28 剥片 砂岩 25 17 8 3. 3 
56 S 7-62-29 剥片 ホルンフェルス 25 27 5 3. 6 
57 S 7-63-40 剥片 ホルンフェルス 27 24 4 3. 0 
58 S 7-63-123 剥片 凝灰岩 17 31 7 3. 4 
59 S 11-78-1 剥片 ホルンフェルス 86 68 42 395. 7 
60 T 11-44-1 剥片 チャート 18 13 4 0. 6 
61 Tll-57-1 剥片 チャート 25 17 4 1. 1 
62 T 11-61-1 剥片 チャート 29 19 6 3. 4 
63 Ul0-80-1 石核 ホルンフェルス 59 50 33 102. 6 
64 S 5-60-60 剥片 黒曜石 13. 6 12. 3 11 0. 2 
65 S 5-70-4 剥片 黒曜石 8. 3 11. l 29 0. 2 
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が安山岩， 36が凝灰岩， 37はチャート， 38はホルンフェルスである。

3 礫群

本遺跡からは， 6か所で焼礫の集中分布が確認された。それらの礫の集中分布に対して，通例の名称で

ある礫群と呼称する。各礫群の出土層位は，大部分が第2層（黒色土層）に属し，縄文土器，石器とともに

出土しており，縄文時代の礫群と考える。しかし，ともなって出土した土器が縄文時代の早期から中期に

わたっていることと，住居跡等の遺構が検出されていないため，それ以上の時代の特定は困難である。こ

こでは，それぞれの群ごとの礫の属性分類にあたっては，器種，母岩，遺存度，復元度，被熱による赤化，

付着物，計測（最大長，最大幅，最大厚，重量）別に分類を行った。分類の基準は次の通りである。

器種 赤化完形礫，赤化破損礫，自然礫（無赤化完形礫），破損礫（無赤化破損礫）の 4種類に分類

した。

石材 チャート，砂岩，流紋岩が大半を占め，少数ながらホルンフェルス，頁岩，メノウも見ら

れた。

遺存度 各礫の出土した遺存状態を完形あるいは極めてそれに近いもの(A),50%以上100%未満

(B), 50%未満(C)のランクに分類した。

復元度 各礫を接合により復元された状態を分類した。分類基準は遺存度と同様である。

赤化 被熱による赤化の度合いを，著しく赤化しているもの「極赤」 (A)' 赤化しているもの

「赤」 (B)'赤化はきわめてうすいが被熱の痕跡が見られるもの「微赤」 (C)' まった＜被

熱の痕跡の見られないもの「無（赤化）」 (D)のランクに分類した。また，接合した礫の破

片同士で明らかに赤化の度合いが違うものは，二次被熱として分類した。

付着物 スス状付着物について付着物の有無を観察した。なお，タール状付着物も観察したが，該

当するものはなかった。

(1) 礫群 1 (第90図，第22表）

調査区の最も北のR5-27・28・37・38・39・47・48・49・58・59・S5-40・41グリッドで検出された礫

群である。台地の最も先端部の斜面に位置する。礫点数は，完形数220点 (47.2%)10,529.6g (53.3%), 

破損数246点 (52.8%)9,212.6g (46.7%)合計466点， 19,742.2gである。平均重量は，完形礫47.9g,

破損礫37.4g, 総平均42.4gである。礫を最も多く検出したグリッドは， R5-48で196点（約42%),次は

R5-38で141点（約30%) 出土している。礫以外には，土器が縄文早期（条痕文系）を中心として39点，

S5-41グリッドから石鏃を 1点出土している。分布範囲は南北約llm,東西約15mである。特に集中する

地点は， 1 mX1.2mの範囲である。礫の重量は，完形礫で最大226.8g,最小1.lg, 破損礫で最大200g,

最小1.8gである。重量分布は，完形礫は25g-40gが68点（約31%),破損礫では15g-30gが77点（約31%)

と比率が一番高い。石材は，チャート183点 (39.3 %) 6,920. 9g(35. 0%), 砂岩167点 (34.6 %) 7,420. 9g 

(37 .6%), 流紋岩77点 (16.5%)3,566.3g (18.1%), その他45点 (9.6%)1,834.1 g (9.3%)である。遺

存度は，完形が一番多く220点(47.2%) 10,529.6 g (53.3%), 次に50%以上が137点 (29.4%)6,415.lg 

(32.5%), 50%未満は109点 (23.4%)2797.5g (14.2%)である。赤化度は， Cランク（微赤）が一番多

く200点 (42.9%)8,363.lg (42.4%), 次に Bランク（赤）156点(33.5 %) 7,354. 8g (37. 2 %)と続き， A
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ランク（極赤）83点 (17.8%)2, 756.0g (14.0%), Dランク（無赤化）は27点 (5.8 %) 1,268.3g (6.4%) 

であった。付着物は， スス状付着物が49点 (10.5 %) 2,280. 3g (11. 6 %)に認められた。接合は， 20個体44

点で， 二次被熱は10点確認された。

第22表 縄文時代礫群 1構成表 資料数 466個

資料数
平均重量 石材 遺存度 赤化度 付着物

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

完形点数 220 66 88 49 17 220 30 54 115 21 7 213 

％ 47 2% 14 2% 18.9% 10.5% 3.6% 47.2% 6 4% 11 6% 24 7% 4.5% 1 5% 45. 7% 

破損点数 246 95 95 28 28 137 109 53 102 85 6 42 204 

％ 52.8% 20 4% 20 4% 6.0% 6.0% 29.4% 23 4% 11.4% 21.9% 18 2% 1.3% 9.0% 43.8% 

総点数 466 161 183 77 45 220 137 109 83 156 200 27 49 417 

％ 100.0% 34 6% 39.3% 16.5% 9.6% 47.2% 29.4% 23.4% 17.8% 33.5% 42 9% 5.8% 10 5% 89.5% 

完形重量 10529.6 47 .9 3485. l 3674.8 2500.1 869.6 10529 6 1149 4 3132 1 5189 5 1058. 6 512. 7 10016.9 

％ 53 1% 17.6% 18 5% 12 6% 4.4% 53.1% 5.8% 15.8% 26.2% 5.3% 2 6% 50 5% 

破損重塁 9314 3 37 .9 3935.8 3338. 3 1066 2 974.0 6551.2 2763.1 1694.5 4222. 7 3217. I 180.0 1767 6 7546 7 

％ 46 9% 19.8% 16.8% 5.4% 4 9% 33 0% 13.9% 8.5% 21.3% 16 2% 0 9% 8.9% 38 0% 

総重量 19843.9 42.6 7420 9 7013.1 3566. 3 1843,6 10529 6 6551. 2 2763 I 2843.9 7354 .8 8406 6 1238.6 2280 3 17563.6 

％ 100 0% 37.4% 35 3% 18 0% 9 3% 53.1% 33 0% 13.9% 14 3% 37.1% 42.4% 6 2% 11.5% 88 5% 
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第90図 縄文時代礫群 1分布状況図

(2) 礫群2 （第91図， 第23表）

礫群 1より南束にほぽ隣接する R5-58・59・68・69・78・79・S5-50・51・61・70グリッドで検出され

た礫群である。礫点数は，完形数248点 (45.3%) ll,822.0g (50.0%), 破損数299点 (54.7%) 

11,801. 9g (50.0%) 

（約69%)

合計547点，

である。平均重量は，

23,623.9gである。出土礫点数が最も多いのは，

完形礫47.7g, 破損礫39.7g, 

R5-69グリッドで375点

総平均43.4gである。焼礫以外には， 土器

が165点出土しており，縄文中期が中心である。礫の分布範囲は，南北約llm, 東西約16mである。重量
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は，完形礫で最大230.8g, 最小2.9g,破損礫で最大138.3g, 最小は0.6gである。重量分布は，完形礫は

15g-35gが94点（約38%),破損礫では20g-45gが135点（約46%)と高い比率を示している。石材は，チャ

ート222点 (40.6%)9,065.0g(38.4%)が一番多く，次に砂岩188点 (34.4 %) 8,639. 4g (36. 6 %) , 流紋岩

109点 (20.0%)4,550.5g (19.2%), その他26点 (4.8%)l ,368.6g(5.8%)である。遺存度は，完形248

点(45.5%)11,822.0g (50.0%), 50%以上は， 166点 (30.5%)6,764.lg (28.7%) 50%未満は， 131点

(24. 0 %) 5,037. 4g (21. 3 %)である。赤化度は， Aランク（極赤）148点 (27.2 %) 6 , 253. 4g (26. 5 %) , B 

ランク（赤）241点(44.2%)10,917.4g (46.2%), Cランク（微赤）150点 (27.5 %) 6,022. 7 g (25. 5 %) , D 

ランク（無赤化）は 6点 (1.1 %) 430.4g (1.8%) であった。付着物は，スス状付着物が32点 (5.9 %) 

1,522.7g(6.4%)に認められた。接合は， 19個体38点で，二次被熱は 3点確認された。
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第91図 縄文時代礫群 2分布状況図

第23表縄文時代礫群2構成表 資料数 547個

資料数
平均重量 石材 遣存度 赤化度 付着物

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

完形点数 248 90 106 45 7 248 44 116 84 4 6 242 

％ 45.3% 16.4% 19.4% 8 2% 1.3% 45 3% 8.1% 21 2% 15.3% 0 7% 1.1% 44 2% 

破損点数 299 98 116 64 21 166 133 104 125 66 4 26 273 

％ 54 7% 18.0% 21.2% II 7% 2 8% 30.4% 24 3% 19 0% 22.9% 12 1% 0. 7% 4.8% 49.9% 

総点数 547 188 222 109 28 248 166 133 148 241 150 8 32 515 

％ 100 0% 34 4% 40 6% 19.9% 5.1% 45.3% 30.4% 24.3% 27.1% 44 1% 27 4% 1.4% 5.9% 94 1% 

完形重鼠 11822 0 47 7 4620.1 4832. 5 1996 6 372 8 11822.0 1856 1 6010 0 3574.3 381 6 260 5 11561.5 

％ 50.0% 19.6% 20 5% 8.4% 1.6% 50 0% 7.9% 25.4% 15.1% 1 6% 1.1% 48.9% 

破損重量 11801.9 39. 7 4019.3 4232 5 2553 9 996 2 6764.1 5037 8 4397 .3 4907 .4 2448.4 48 8 1262.2 10539 7 

％ 50 0% 17.0% 17 9% 10.8% 4.2% 28. 7% 21.3% 18.6% 20.8% 10.4% 0.2% 5.4% 44 6% 

総重最 23623 9 43.4 8639.4 9065 0 4550 5 1369 0 11822 0 6764 I 5037 .8 6253.4 10917 1 6022 7 430 4 1522 7 22101 2 

％ 100.0% 36.6% 38.4% 19 2% 5 8% 50 0% 28. 7% 21 3% 26 5% 46.2% 25.5% 1.8% 6.4% 93 6% 
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(3) 礫群 3 (第92図，第24表）

調壺区中央部のやや北よりの R7-57・58・59・67・69・77・78グリッドで検出された礫群で，礫群4の

西，礫群 5の北方向に位置する。礫点数は，完形数35点 (50.7%) 1,421.Zg (61.1 %) , 破損数34点

(49.3%) 905.9g (38.9%), 合計69点， 2,327.lgである。礫を最も多く出士したのは， R7-68グリッドで

16点（約23%)である。平均重量は，完形礫40.6g,破損礫26.6g, 総平均33.7gである。焼礫以外には，

石鏃のほか，縄文土器が18点出士している。礫の分布範囲は南北約10m, 東西約10mとなっている。重量

は，完形礫で最大494.4g, 最小0.7g,破損礫で最大120g,最小O.Zgである。石材は，砂岩39点 (56.5%)

1,570. 9g (67. 5 %) , チャート19点 (27.5%)232.4g(l0.0%), 流紋岩7点 (10.2%)448.0g (19.2%), そ
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第92図 縄文時代礫群 3分布状況図

第24表縄文時代礫群 3構成表 資料数 69個
平均重量 石材 遺存度 赤化度

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤

19 13 3 

゜
35 3 30 2 

27 5% 18 8% 4.4% 0.0% 50 7% 4.4% 43.5% 2.9% 

20 6 4 4 14 20 5 29 

゜29 0% 8 7% 5.8% 5 8% 20.3% 29 0% 7.2% 42 0% 0 0% 

39 19 7 4 35 14 20 8 59 2 

56 5% 27.5% JO 2% 5 8% 50.7% 20 3% 29.0% 11.6% 85.5% 2.9% 

40.6 1034 5 71.9 314.8 0.0 1421 2 175.5 1052 5 193 2 

44 5% 3 1% 13.5% 0 0% 61.1% 7.5% 45.2% 8.3% 

26.6 536.4 160.5 133.2 75 8 629 7 276.2 188 l 717 8 0 0 

23 0% 6 9% 5.7% 3.3% 27 0% 11.9% 8.1% 30.9% 0.0% 

33 7 1570.9 232.4 448.0 75 8 1421 2 629. 7 276.2 363.6 1770.3 193.2 

67.5% 10.0% 19.2% 3 3% 61.1% 27.0% 11.9% 15 6% 76 1% 8.3% 
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付着物

無 スス状 無
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0.0 411 5 1009 7 

0.0% 17.7% 43.4% 

0.0 449 5 456.4 

0.0% 19.3% 19.6% 

0 0 861.0 1466.1 

0.0% 37.0% 63.0% 



の他4点 (5.8%)75.8g(3.3%)である。遺存度

完形35点 (50.7%) 1,421.2g (61.1 %) , 

50%以上は， 14点 (20.3 %) 629. 7g (27. 0%), 

は，

50%未満は、 20点 (29.0%)276.2g (11.9%) 

である。赤化度は， Aランク（極赤）8点 (11.6%)

363.6g (15.6%), Bランク（赤）59点(85.5%)

1770.3g (76.1 %) , Cランク（微赤） 2点 (2.9%)

193.2g (8.3%), Dランク（無赤化）はなかった。

付着物は，スス状付着物が16点 (23.2%)861g 

(37 .0%)に認められた。接合は 1個体2点で，

二次被熱は確認されなかった。

(4) 礫群4 (第93・94図，第25表，図版3)

調査区中央部やや北寄りの東端のS7-22・32

・33・42・43・52・53・62・63・64・72・73・ 

7 4・82・83・84・92・93・94グリッドで検出さ

れた礫群である。台地北東部の谷に面した端で，

礫群5の北東方向に位置し，本遺跡中最多の礫

を検出した礫群である。礫点数は，完形数355

点 (33.7%)14,512.6g (37.3%), 破損数698

点 (66.3%)24,404.5g (62.8%)合計1,053点，

38,917.lgである。平均重量は，完形礫40.9g

破損礫35.0g, 総平均37.0gである。礫を最も

多く出土したのは，

（約23%)である。次に S7-83グリッドで175点

（約17%),S7-63グリッドが123点（約12%)

と続く。焼礫以外には，土器が147点出土して

おり，時期は縄文時代早期（条痕文系）が中心で

ある。礫の分布範囲は南北34.5m,東西約7m 

S7-73グリッドで240点

と極端に南北に長い分布状況を示している。重

量は，完形礫で最大464.6g,最小1.6g,破損礫

で最大241.5g,最小l.Ogである。重量分布は，

完形礫で10g-30gで165点，破損礫では5g-

25gが294点と高い比率を示している。石材は，

チャートが一番多く413点 (39.2%)11 ,028.0g 

(28.3%), 次に砂岩386点 (36.6%)16, 770.3g 

(43.1%), 流紋岩185点 (17.6%) 
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縄文時代礫群4分布状況図 (1)

8,297.2g 
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(21.3%), その他 69点 (6.6%) 2,821.6g 

(7. 3 %)である。遺存度は，完形355点(33.7%) 

14,512.6g(37.3%), 50%以上は， 298点 (28.3%)

13,813.3g (35.5%), 50%未満は， 400点

(38.0%) 10,591.Zg (27.2%) である。赤化度

は， Aランク（極赤） 136点 (12.9%) 4,059.4g 

(10.4%), Bランク（赤）826点(78.4%)31,570.Zg 

(81.1%), Cランク（微赤）91点 (8.7%)3,287.5g 

(8.5%), Dランク（無赤化）はなかった。付着

物は，スス状付着物が 336点 (31.9%) 

14,156.5g(36.4%)に認められた。接合は， 36

個体82点で，二次被熱は 2点確認された。
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第94図 縄文時代礫群4分布状況図 (2)

第25表縄文時代礫群4構成表 資料数 1053 個

資料数
平均重量 石材 遺存度 赤化度 付着物

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

完形点数 355 130 134 69 22 355 50 278 27 

゜
132 223 

％ 33. 7% 12.3% 12.7% 6 6% 2 1% 33.7% 4.7% 26.4% 2.6% 0.0% 12 5% 21.2% 

破損点数 698 256 279 116 47 298 400 86 548 64 

゜
204 494 

％ 66.3% 24.3% 26 5% 11 0% 4 5% 28.3% 38.0% 8 2% 52 0% 6.1% 0.0% 19.4% 46.9% 

総点数 1053 386 413 185 69 355 298 400 136 826 91 

゜
336 717 

％ 100.0% 36.6% 39.2% 17.6% 6.6% 33.7% 28.3% 38.0% 12.9% 78.4% 8.7% 0 0% 31.9% 68.1% 

完形重量 14512.6 40.9 5334 4 4558 7 3472 8 1146. 7 14512 6 1360. 7 11828.4 1323.5 0 0 5869.3 8643.3 

％ 37 3% 13. 7% II 7% 8.9% 3.0% 37.3% 3.5% 30.4% 3.4% 0 0% 15.1% 22.2% 

破損重量 24404. 5 35.0 11435. 9 6469. 3 4824.4 1674.9 13813.3 10591 2 2698. 7 19741.8 1964.0 0.0 8287 2 16117.3 

％ 62 7% 29.4% 16.6% 12.4% 4 3% 35 5% 27.2% 6.9% 50. 7% 5.1% 0.0% 21.3% 41.4% 

総重量 38917.1 37.0 16770.3 11028.0 8297 2 2821 6 14512.6 13813.3 10591.2 4059.4 31570. 2 3287. 5 0.0 14156.5 24760.6 

％ 100 0% 43.1% 28.3% 21.3% 7 3% 37.3% 35 5% 27.2% 10 4% 81.1% 8.5% 0.0% 36.4% 63.6% 

(5) 礫群 5 (第95図，第26表）

調査区中央部やや北側の， R8-02・05・06・07・15・16・17・25・26・27・28グリッドで検出された礫

群である。台地やや北寄りの中央に位置する。礫点数は，完形数341点 (42.1%)7,140.6g (43.3%), 破

損数468点 (57.9%)9,356.6g (56.7%)合計809点， 16,497.2gである。平均重量は，完形礫20.9g, 破

損礫20.0g, 総平均20.4gである。出土礫点数が最も多いのは， R8-16グリッドで310点（約38%), 次は

R8-15グリッドで240点（約30%),R8-17グリッドが185点（約23%) と続く。焼礫以外には，石鏃や局部

磨製石斧のほか，縄文時代早期（条痕文系）を中心とした土器が44点出土している。礫の分布範囲は，東

西約12m,南北約 6mのほぽ東西に長い楕円状に分布する。礫集中部は 2か所あり，西側は 1mX 1.4m, 

東側は 3mX2.4mの範囲である。東側集中部は，西側に比べやや散漫に分布している。重量は，完形礫

で最大218.4g,最小1.7g, 破損礫で最大643g, 最小0.2gである。重量分布は，完形礫で5g-25gが243点

（約71%)と高い比率を示す。破損礫ではOg-20gが306点（約65%)と比率が高い。石材は，チャート320点
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(39. 6 %) 5,504. 4g (33. 4 %) , 砂岩298点 (36.8%)6,494.3g(39.4%), 流紋岩107点 (13.2%)2,960.0g 

(17 .9%), その他84点 (10.4%) 1,538.Sg (9.3%)である。遺存度は，完形341点 (42.1%)7,140.6g 

(43.3%), 50%以上は， 228点 (28.2%)6,318.0g (38.3%), 50%未満は， 240点 (29.7%) 3,038.6g 

(18.4%) である。赤化度は， Aランク（極赤）226点 (28.0 %) 4,189. 5g (25. 4 %) , Bランク（赤）382点

(47.2%)7,954.7g (48.2%), Cランク（微赤）196点 (24.2 %) 4 , 223. 9g (25. 6 %) , Dランク（無赤化）は

5点 (0.6%)129. lg (0.8%) であった。付着物は，スス状付着物が143点 (17.7%)2,710.4g(l6.5%) 

に認められた。接合は， 12個体26点で，二次被熱は確認されなかった。
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第95図 縄文時代礫群 5分布状況図

第26表縄文時代礫群5構成表 資料数 809個

資料数
平均重量 石材 迫存度 赤化度 付着物

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

完形点数 341 123 141 47 30 341 92 119 125 5 42 299 

％ 42.1% 15.2% 17.5% 5 8% 3.7% 42 1% 11.4% 14 7% 15.4% 0.6% 5 2% 37.0% 

破損点数 468 175 179 60 54 228 240 134 263 71 

゜
IOI 367 

％ 57.9% 21.6% 22.1% 7.4% 6. 7% 28 2% 29.7% 16.6% 32 5% 8 8% 0 0% 12.5% 45.3% 

総点数 809 298 320 107 84 341 228 240 226 382 196 5 143 666 

％ 100.0% 36 8% 39 6% 13.2% 10.4% 42 1% 28 2% 29.7% 28.0% 47.2% 24 2% 0.6% 17.7% 82.3% 

完形重最 7140.6 20.9 2857 .3 2689.0 991. 7 602.6 7140.6 1760.6 2722 9 2528.0 129. I 917. I 6223. 5 

％ 43 3% 17.3% 16.3% 6.0% 3.6% 43 3% 10.7% 16.5% 15.3% 0.8% 5.6% 37. 7% 

破損重量 9356.6 20.0 3637 .0 2815.4 1968.3 935.9 6318.0 3038 6 2428.9 5231.8 1695.9 0.0 1793.3 7563. 3 

％ 56. 7% 22.1% 17.1% 11.9% 5.7% 38 3% 18.4% 14.7% 31. 7% 10.3% 0.0% 10 9% 45.8% 

総重量 16497. 2 20 4 6494. 3 5504.4 2960 0 1538 5 7140 6 6318.0 3038 6 4189 5 7954 7 4223. 9 129.1 2710.4 13786 8 

％ 100.0% 39.4% 33 4% 17.9% 9.3% 43.3% 38 3% 18.4% 25.4% 48 2% 25.6% 0 8% 16.5% 83.5% 
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(6) 礫群6 (第96図，第27表）

調査区の南東部， Tll-52及び62グリッドで検出された礫群であり，調査区内では最も標高の高い地点

である。礫点数は，完形数86点 (34.8%)3,079.4g(41. l %) , 破損数161点 (65.2%)4,414. 7g (58.9%) 

合計247点， 7,494.lgである。平均重量は，

完形礫35.8g,破損礫27.4g, 総平均30.3gで

ある。礫の約90%は， Tll-62グリッドから

の出土であった。礫以外には，縄文早期（条

痕文系）の士器を中心に55点出土している。

礫の分布範囲は，南北約5.5m, 東西約 4m

であるが，礫集中部は， 0.8mX0.8mの範囲

である。重量は，完形礫で最大177.Og, 最小

1.8g, 破損礫で最大208.4g, 最小O.lgであ

る。重量分布は，完形礫は25g-35gが36点

（約15%)と比率が一番高く，破損礫ではOg-

5gが44点（約22%)で比率が高い。石材は，

.・ 
． . . 

Tll-52••• 0.-. •• • ● 0 • ． 
＋ ""' . ふ'(gll..• ..0 

Tll-62• 0屑~.: :゚・... : ・ ． 
~"•··~ 屯·~. . 

• • ,,. 0 

ぷ
. ． ．． . . .. ． ． ．． 
.,. ． .、．．

゜
． 
・疇.. .。
、-: 0~ .. . 

・。•\"· ・

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 
．．
 ▲
 

R 

• + 
Tll-63 

o礫完形

•礫破損
•石器
•土器

。
5m 

(1/120) 

+ + 

第96図 縄文時代礫群 6分布状況図

第27表縄文時代礫群6構成表 資料数 247個

資料数
平均重量 石材 遺存度 赤化度 付着物

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

完形点数 86 32 30 14 10 86 26 51 ， 
゜

31 55 

％ 34 8% 13.0% 12.2% 5 7% 4.0% 34.8% 10 5% 20. 7% 3.6% 0 0% 12.5% 22.3% 

破損点数 161 73 36 42 10 51 110 37 112 12 

゜
23 138 

％ 65 2% 29.5% 14.6% 17 0% 4.0% 20 7% 44.5% 15.0% 45 3% 4.9% 0.0% 9.3% 55.9% 

総点数 247 105 66 56 20 86 51 110 63 163 21 

゜
54 193 

％ 100.0% 42.5% 26.8% 22.7% 8 0% 34 8% 20.7% 44 5% 25.5% 66.0% 8.5% 0.0% 21 8% 78 2% 

完形重嚢 3079.4 35 8 1106. 7 1106.1 443. l 423 5 3079.4 1231 7 1621 5 226.2 0.0 1113.4 1966.0 

％ 41.1% 14.8% 14.8% 5.9% 5 6% 41.1% 16.4% 21. 7% 3 0% 0.0% 14.9% 26 2% 

破損重量 4414. 7 27.4 2165 5 647 .9 1332.3 269 0 2359. 0 2055. 7 1031 2 2865.4 518 1 0.0 871 6 3543 I 

％ 58.9% 28.9% 8.6% 17.8% 3.6% 31 5% 27.4% 13.8% 38 2% 6.9% 0.0% 11 6% 47 3% 

総重量 7494.1 30.3 3272.2 1754.0 1775 4 692.5 3079.4 2359 .0 2055. 7 2262. 9 4486. 9 744.3 0.0 1985.0 5509 I 

％ 100.0% 43. 7% 23 4% 23.7% 9 2% 41.1% 31.5% 27.4% 30.2% 59 9% 9 9% 0.0% 26.5% 73.5% 

砂岩105点 (42.5%) 3,272.Zg (43.7%), チャート 66点 (26.8 %) 1,754. Og (23. 4 %) , 流紋岩56点

(22. 7 %) 1 , 775 .4g (23. 7 %) , その他20点(8.0 %) 692. Og (9. 2 %)である。遺存度は，完形86点 (34.8%)

3,079.4g (41.1%), 50%以上は51点 (20.7 %) 2, 359g (31. 5 %) , 50 %未満は110点 (44.5%)2,055.7g 

(27.4 %)である。赤化度は， Aランク（極赤）63点 (25.5 %) 2,262. 9g (30. 2 %) , Bランク（赤） 163点

(66.0%) 4,486.9g (55.9%), Cランク（微赤）21点 (8.5%) 744.3g (9. 9%), Dランク（無赤化）はなか

った。付着物は，スス状付着物が54点(21.8 %) 1 , 985. Og (26. 5 %)に認められた。接合は， 14個体31点で，

二次被熱は 4点確認された。

(7) その他の礫（第28表）

確認調査及び遺構内， 礫群以外の地点で出土した礫をまとめた。礫点数は，完形数193点(31.8 %) 

7,571. 5g (35. 8%), 破損数413点(68.2%)13,568.2g(64.2%)合計606点， 21,139.7gである。平均重量は，
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完形礫39.2g,破損礫32.9g,総平均34.9gである。重量分布は，完形礫・破損礫ともに5g-l0gが最も多

く，完形礫29点(14.4%)破損礫79点(17.3%)であった。石材は，砂岩281点(46.4%) 10,534. 3g(49. 8%), チ

ャート 218点 (36.0%)4,526.6g (21.4%), 流紋岩62点 (10.2%)3,690.5g (17.5%), その他45点 (7.4%) 

2,388.3g (11.3%)である。遺存度は，完形193点 (31.9%) 7,571. 5g (35. 8%), 50%以上は122点 (20.1%)

7 ,485.5g(35.4%), 50%未満は291点(48.0%) 6,082. 7g (28. 8%)である。赤化度は， Aランク（極赤）79点

(13.0%)2,526.9g(ll.9%), Bランク（赤）403点(66.5%)14,515.9g(68. 7%), Cランク（微赤）124点(20.5%)

4,096.9g(l9.4%), Dランク（無赤化）はなかった。付着物は，スス状付着物が182点(30.0%)6,913.8g 

(32. 7%)に認められた。

第28表縄文時代その他の礫構成表 資料数 606個

資料数
平均重量 石材 遣存度 赤化度 付着物

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 5暉以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

完形点数 193 61 93 25 14 193 38 121 34 

゜
46 147 

％ 31.8% 10.1% 15.4% 4.1% 2.3% 31.9% 6.3% 20.0% 5.6% 0.0% 7.6% 24.3% 

破損点数 413 220 125 37 31 122 291 41 282 90 

゜
136 277 

％ 68.2% 36.3% 20.6% 6.1% 5.1% 20.1% 48.0% 6.8% 46.5% 14.8% 0.0% 22.4% 45.7% 

総点数 606 281 218 62 45 193 122 291 79 403 124 

゜
182 424 

％ 100.0% 46.4% 36.0% 10.2% 7.4% 31.9% 20.1% 48.0% 13.0% 66.5% 20.5% 0.0% 30.0% 70.0% 

完形重量 7571.5 39.2 2713. 7 2052.8 1688.5 lll6.5 7571.5 1113.0 4904.0 1554.5 0.0 2601.6 4969.9 

％ 35.8% 12.8% 9.7% 8.0% 5.3% 35.8% 5.3% 23.2% 7.3% 0.0% 12.3% 23.5% 

破損重量 13568.2 32.9 7820.6 2473.8 2002.0 1271.8 7485.5 6082. 7 1413.9 9611. 9 2542.4 0.0 4312.2 9256.0 

％ 64.2% 37.0% 11.7% 9.5% 6.0% 35.4% 28.8% 6.7% 45.5% 12.0% 0.0% 20.4% 43.8% 

総重量 21139. 7 34.9 10534.3 4526.6 3690.5 2388.3 7571.5 7485.5 6082. 7 2526.9 14515.9 4096.9 0.0 6913.8 14225.9 

％ 100.0% 49.8% 21.4% 17.5% 11.3% 35.8% 35.4% 28.8% 11.9% 68.7% 19.4% 0.0% 32.7% 67.3% 

第29表縄文時代礫群別個体数構成表

資料数
完形数 石材 遣存度 赤化度 付着物

破損数 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

礫群1
466 220 161 183 77 . 45 220 137 109 83 156 200 27 49 417 

100.0% 246 34.6% 39.3% 16.5% 9.6% 47.2% 29.4% 23.4% 17.8% 33.5% 42.9% 5.8% 10.5% 89.5% 

礫群2
547 248 188 222 109 28 248 166 133 148 241 150 8 32 515 

100.0% 299 34.4% 40.6% 19.9% 5.1% 45.3% 30.4% 24.3% 27.0% 44.1% 27.4% 1.5% 5.9% 94.1% 

礫群3
69 35 39 19 7 4 35 14 20 8 59 2 

゜
16 53 

100.0% 34 56.5% 27.5% 10.2% 5.8% 50.7% 20.3% 29.0% 11.6% 85.5% 2.9% 0.0% 23.2% 76.8% 

礫群4
1053 355 386 413 185 69 355 298 400 136 826 91 

゜
336 717 

100.0% 698 36.6% 39.2% 17.6% 6.6% 33.7% 28.3% 38.0% 12.9% 78.4% 8.7% 0.0% 31.9% 68.1% 

礫群5
809 341 298 320 107 84 341 228 240 226 382 196 5 143 666 

100.0% 468 36.8% 39.6% 13.2% 10.4% 42.1% 28.2% 29.7% 28.0% 47.2% 24.2% 0.6% 17.7% 82.3% 

礫群6
247 86 105 66 56 20 86 51 110 63 163 21 

゜
54 193 

100.0% 161 42.5% 26.8% 22.7% 8.0% 34.8% 20.7% 44.5% 25.5% 66.0% 8.5% 0.0% 21.8% 78.2% 

その他
606 193 281 218 62 45 193 122 291 79 403 124 

゜
182 424 

100.0% 413 46.4% 36.0% 10.2% 7.4% 31.9% 20.1% 48.6% 13.0% 66.5% 20.5% 0.0% 30.0% 70.0% 

第30表縄文時代礫群別重量分布表

総重量
平均重量 石材 遺存度 赤化度 付着物

g 砂岩 チャート 流紋岩 その他 完形 50%以上 50%未満 極赤 赤 微赤 無 スス状 無

礫群1
19843.9 7420. 9 7013.1 3566.3 1843.6 10529.6 6551.2 2763.1 2843.9 7354.8 8406.6 1238.6 2280.3 17563.6 

100.0% 42.6 37.4% 35.3% 18.0% 9.3% 53.1% 33.0% 13.9% 14.3% 37.1% 42.4% 6.2% 11.5% 88.5% 

礫群2
23623.9 8639.4 9065.0 4550.5 1369.0 11822.0 6764.1 5037.8 6253.4 10917.4 6022. 7 430.4 1522. 7 22101.2 

100.0% 43.4 36.6% 38.4% 19.2% 5.8% 50.0% 28.7% 21.3% 26.5% 46.2% 25.5% 1.8% 6.4% 93.6% 

礫群3
2327 .I 1570.9 232.4 448.0 75.8 1421.2 629. 7 276.2 363.6 1770.3 193.2 0.0 861.0 1466.1 

100.0% 33. 7 67.5% 10.0% 19.2% 3.3% 61.1% 27.0% 11.9% 15.6% 76.1% 8.3% 0.0% 37.0% 63.0% 

礫群4
38917.1 16770.3 11028.0 8297.2 2821.6 14512.6 13813.3 10591.2 4059.4 31570.2 3287.5 0.0 14156.5 24760.6 

100.0% 37.0 43.1% 28.3% 21.3% 7.3% 37.3% 35.5% 27.2% 10.4% 81.1% 8.5% 0.0% 36.4% 63.6% 

礫群5
16497.2 6494.3 5504.4 2960.0 1538.5 7140.6 6318.0 3038.6 4189.5 7954. 7 4223.9 129.1 2710.4 13786.8 

100.0% 20.4 39.4% 33.4% 17.9% 9.3% 43.3% 38.3% 18.4% 25.4% 48.2% 25.6% 0.8% 16.5% 83.5% 

礫群6
7494.1 3272.2 1754.0 1775.4 692.5 3079.4 2359.0 2055. 7 2262.9 4486. 9 744.3 0.0 1985.0 5509.1 

100. 潤 30.3 43.7% 23.4% 23.7% 9.2% 41.1% 31.5% 27.4% 30.2% 59.9% 9.9% 0.0% 26.5% 73.5% 

その他
21139. 7 10534.3 4526.6 3690. 5 2388.3 7571.5 7485.5 6082. 7 2526.9 14515.9 4096.9 0.0 6913.8 14225.9 

100. 牒 34.9 49.8% 21.4% 17.5% 11.3% 35.8% 35.4% 28.8% 11.9% 68.7% 19.4% 0.0% 32.7% 67.3% 
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第4章 弥生時代後期から古墳時代前期

第1節概観

本遺跡からは，弥生時代後期の竪穴住居跡が8軒，床面のみではあるが竪穴住居跡の可能性が高い遺構

が1か所，古墳時代の竪穴住居跡 1軒が検出されている。弥生時代の住居跡は，いずれも調査区内南東部

の台地の縁辺に位置し， 70mX40mの限定された範囲に集中している。古墳時代の住居跡 l軒は，やや内

側に位置している。この地区は，調査区内でも他よりやや標高が高く，微高地となっている。遺物は，弥

生土器及び焼礫等が数軒の住居跡から出土しているが，いずれも破損あるいは磨滅がひどく脆い状態での

出土で，完形のものはない。

第2節遺構と出土遺物

1 弥生時代後期の竪穴住居跡と出土遺物

0 0 2号住居跡（第97図，図版4)

本遺構は， S 11-38グリッド周辺に位置する。床面での標高は約47.6mである。周辺には，約 8m北方

向に001号住居跡が所在する。遺構の規模は， 3.ZmX3.lmの隅丸方形で，床面積は，約8.5m2である。

住居の主軸方向は西方向に約38゚ 傾いている。遺構の掘り込みは，ソフトローム層の遺構検出面からの深

さで最深15cmから最浅 2cmで，壁は斜めに立ちあがっている。床面は，北に向かってやや傾斜し，南北

の壁直下では15cmほどの差がある。炉の東，南，西側に踏み固めによるとみられる硬化面が4か所検出

された。覆土は， 1 層—黒褐色土でロームブロック(¢, 2 mm-5 mmの粗い粒で，これ以下の微細な粒子

はローム粒とする。以下同じ），ローム粒ともやや多い， 2 層—暗褐色土でローム粒をやや含む。

主柱穴になるとみられるピットは 4本検出された。柱穴の覆土は，地山の土とよく似ている黄褐色土で

ある。柱穴の直径は平均約25cm, 深さは19cm-26cmであった。柱穴は， P3を除いて，主軸に対して直

行Z.Om, 平行1.0mと横長の整然とした配置である。出入口施設に伴うと思われる柱穴は，検出されなか

った。壁溝はなく，貯蔵穴も検出されなかった。炉は，主軸上のやや北寄り，柱穴間中央に検出され，規

模は50cmX36cmほどであったが，掘り込みはわずかで焼土の残存量も少量であった。出土遺物は，時期

不明の土器片3個，焼礫1個であり，図示できるものはなかった。

0 0 3号住居跡（第97図，図版5・30)

本遺構は， Tll-22グリッド周辺に位置する。床面での標高は約48.lmである。周辺には，約 5m南方

向に005号住居跡が近接している。遺構の規模は， 5.2mX4.6mの小判形である。床面積は，約20.4m2あ

り，本遺跡弥生住居中最大である。主軸方向は西方向に約42゚ 傾いている。遺構の掘り込みは，ソフトロ

ーム層の遺構検出面からの深さで最深47cmから最浅17cmほどで，壁は斜めに立ちあがっている。床面は，

ほぼ平坦で，炉の両脇にはともに0.9cmX0.4cmの狭い範囲に踏み固めによるとみられる硬化面が2か所

検出された。覆土は， 1 層—黒色土， 2層ー黒褐色土でロームブロック・ローム粒ともやや多い。 3層ー暗

褐色土でローム粒やや多く，焼土・炭化粒を若干含む層，また，壁付近全体に焼土と炭化物が多量に混入

した土層が見られ，人為的な埋没状況を示している。
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主柱穴になるとみられるピット Pl-P4のほか，南東の壁周辺にP5・P 6が検出された。主柱穴の直

径は平均28cm, 深さ平均64cmである。柱穴間は東西2.5m, 南北1.9mのきわめて整然とした横長の配置

である。また，南東壁のP5・P 6は，直径43cmと40cm, 深さは18.8cmと17.4cmで，主軸からみると東

寄りであるが，形状から判断して出入口の施設に伴うものとみられる。壁溝はなく，貯蔵穴も検出されな

かった。炉は，主軸上の北寄り，柱穴間の中央に検出された。規模は， 5lcmX38cmほどで，焼土の厚さ

は中央部で約 5cmであった。

炉上及びその周囲から， 3個体以上の弥生土器をはじめ，縄文士器片が多く出土した。 3-1は，大型壺

の胴部下位から底部にかけての部分である。肩の張らない，最大径が胴部中央からやや下位にくる器形と

思われる。表面はヨコヘラミガキ，さらに赤彩を施したと思われる痕跡が残る。内側はヨコナデで，部分

的にヘラミガキの痕がみえる。底径8.4cm, 残存高は15.0cm, 最大径27.6cmである。内面はくすんだ黄

褐色，外面は明るい黄褐色を呈する。胎土は緻密で長石粒子がH立つ。 3-2は，大型の壺の胴部から底部

で， 3-1と同じ器形であると考える。表面は胴上部に斜めにヘラミガキ，下位はタテヘラミガキを施して

おり，底部付近に赤彩の痕跡がみられる。内面はヨコヘラミガキで，底の部分はナデを施す。内外面とも

暗い黒褐色を呈する。胎土はやや粗く長石微細粒を多く含む。また，表面にはススが付着しており，二次

的な被熱の可能性がある。底径8.3cm,残存高15.0cm,最大径28.0cmである。 3-3は，大型の鉢で，口唇

部分は摩耗していて不明であるが，ほぼ全体の器形がわかる。口縁部は帯状に肥厚しており，結節回転文

が巡っている。その下端に細いヘラ状工具による刻み目を施す。表面はヨコヘラミガキの後ナデ，文様部

分を除いて赤彩を施す。内面もヨコヘラミガキ後ナデ，底の部分は一方向にミガキをかけ，赤彩を施して

いると思われるが，器面が荒れているため両面ともにはっきりしない。底径6.6cm, 残存高10.8cm,最大

径24.0cmである。この 3個体が炉の上に集中して置かれていた。 3-4は，無頸壺の破片である。摩耗のた

め口縁部の文様がはっきりしないが，胴部にかぶせるような形で口縁を接合した後，口縁外側に無節の縄

文を施し，その下に刻み目を巡らしている。口径は8.0cmと推測する。

縄文土器は，本遺構に伴うものではない。

0 0 4号住居跡（第98図）

本遺構は， Tl0-97グリッド周辺に位置する。床面での標高は約48.5mである。周辺には，約Um南方

向に012号住居跡が所在している。遺構の規模は， 4.3mX4.3mで，北東隅部分が張り出す不整隅丸方形

で，床面積は，約17.4m2である。住居の主軸方向は西方向に約 8゜傾いている。遺構の掘り込みは，ソ

フトローム層の遺構検出面からの深さで最深21.5cmから最浅10.8cmほどで壁は斜めに立ちあがっている。

踏み固めによるとみられる硬化面が炉の周辺に 2か所，住居南側のやや東寄りに 1か所検出された。覆土

は， 1 層ー黒褐色土でロームブロックがやや多い。 2 層—暗褐色土， 3 層—褐色土でローム粒が多く，全体

に自然堆積の状況を示す。

ピットは全部で13本検出されたが，どれを主柱穴とするかは判断できなかった。ピットの直径の最大は

35.0cm, 最小は20.0cm, 平均は約26.5cm, 深さの最大は30.1cm, 最小は6.0cm, 平均は15.2cmであった。

仮に図の Plから P4を主柱穴とする柱穴間は各1.8mの不整な方形となり，南壁際のP5, P 6は位置的

には出入口施設，貯蔵穴に相当することとなる。壁溝はなかった。炉は，主軸上のやや北寄りに検出され，

規模は， 90cmX52cmほどで，焼土が約 3cm堆積していた。
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遺物は，縄文土器，焼礫，弥生土器が少量出土している。なお，北東部の張り出し部分からは遺物が全

く出土していないことを付記しておく。

0 0 5号住居跡

本遺構は， Tll-41グリッド周辺に位置する。硬化面のみであり，標高は約48.9mである。周辺には，

約 lm南方向に006号住居跡が近接している。硬化面の規模は，南北2.5mX東西2.3mである。硬化面の

みであるが住居の床面である可能性が高い。主軸方向，形態は不明である。柱穴になるとみられるピット

は検出されなかった。硬化面中央部に 2か所の焼化部分がみられたが，窪みは不明瞭で，やや濃い目に焼

土粒が散っている程度であった。出土した遺物はない。

0 0 6号住居跡（第98図，図版5)

本遺構は， Tll-51グリッド周辺に位置する。床面での標高は約48.9mである。周辺には，約 lm北方向

に005号住居跡が近接している。遺構の規模は， 3.3mX3.2mの南東隅がやや張り出す隅丸方形で，床面

積は，約9.5面である。住居の主軸方向は東方向に約 6゚ 傾いている。遺構の掘り込みは，ソフトローム

層の遺構検出面からの深さで最深48.6cmから最浅2.3cmほどで壁はなだらかに立ちあがる。踏み固めに

よるとみられる硬化面は，検出されなかった。

柱穴になるとみられるピットは 4本検出された。 Plは直径30.0cm,深さ9.1cmであり，以下 P2は，

直径26.0cm,深さ22.8cm,P3は，直径40.0cm,深さ13.8cm,P4は，直径30.0cm,深さ7.2cmである。出

入口施設に伴うと思われる柱穴，壁溝，貯蔵穴は検出されなかった。炉は，中央よりやや北西にずれた位

置に検出された。規模は， 51cmX40cmほどで，中央部で焼土が約1.5cm堆積していた。遺物は，本遺構

に伴うものではないが，縄文土器，焼礫を出土している。

0 1 0号住居跡（第98図，図版5)

本遺構は， Tll-91グリッド周辺に位置する。床面での標高は約48.4mである。周辺には，約16m北西

方向にOll号住居跡が近接している。遺構の規模は， 3.6mX3.5mのほぼ円形で，床面積は約10.4m2であ

る。住居の主軸方向は西方向に約32゚ 傾いている。遺構の掘り込みは，ソフトローム層の遺構検出面から

の深さで最深38.4cmから最浅22.9cmほどで壁は斜めに立ちあがっている。床面にば炉の周辺や出入口付

近を中心に踏み固めたとみられる硬化面が検出された。覆土は， 1層ー黒褐色土で黒色の土塊を多く，焼

土粒，ローム粒を少量含む。 2層ー黒褐色土でローム粒を含む。 3層ー暗褐色土でローム粒が多い。 4層ー

暗褐色土（壁の崩落）。

ピットは 1本検出された。直径32.0cm,深さ22.8cmである。出入口施設に伴う柱穴の可能性がある。

壁溝はなく，貯蔵穴も検出されなかった。炉は，主軸上のやや北寄りに検出され，規模は53cmX32cmほ

どであった。焼土の厚さは約 5cmだったが，熱により地山が約10cmの厚さで赤化していた。出土した遺

物はない。

0 1 1号住居跡（第99図，図版6・30)

本遺構は， Sll-07グリッド周辺に位置する。床面での標高は約48.7mである。周辺には，約llm南東
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方向に010号住居跡が所在している。遺構の規模は， 3.9mX3.7mの隅丸方形で，床面積は，約12.lm2で

ある。住居の主軸方向は西方向に約39゚ 傾いている。遺構の掘り込みは，ソフトローム層の遺構検出面か

らの深さで最深16.4cmから最浅3.2cmで，壁はなだらかに立ちあがっている。床面には，踏み固めによ

るとみられる硬化面がわずかにみとめられる。

主柱穴や出入口施設になるとみられるピット，壁溝，貯蔵穴も検出されなかった。炉は検出されなかっ

たが，住居内北東部から厚さ約1.5cmほどの焼土が検出された。住居内に壁に並行して不整長方形にめぐ

る幅広の溝が検出された。溝の幅は，上端で43cm~2lcm,下端で34cm~7 cmで，床面からの深さは，約

14cm~ 4 cmである。使途は不明だが，床下構造上の何らかの施設であったろうと考えたい。

11-1は飾り壺の頸部で，器形は，肩部があまり張らず，最大径が胴部中央からやや下位にくるものと思

われる。口縁を折り返しており，その端部をヨコナデした後，刻み目を巡らしている。表面はタテヘラミ

ガキの後ナデ，赤彩を施す。内側はヨコヘラミガキの後ナデ，赤彩を頂部から 5cm下まで施している。

口径は14.2cm,残存高は7.4cmである。

0 1 2号住居跡（第99図，図版6・30)

本遺構は， Tll-26グリッド周辺に位置する。床面での標高は約48.6mである。周辺には，約llm北方

向に004号住居跡が近接している。遺構の規模は， 4.2mX3.5mの隅丸長方形で，床面積は約13.0m2であ

る。住居の主軸方向は西方向に約27゚ 傾いている。遺構の掘り込みは，ソフトローム層の遺構検出面から

の深さで最深30.0cmから最浅21.5cmで，壁は斜めに立ちあがっている。床面には，踏み固めによるとみ

られる硬化面が3か所検出された。覆土は， 1層ー黒褐色土で，大きめのロームブロックをやや多く含む。

2 層—暗褐色土でロームブロックを含み，焼土や炭化物粒が少量みとめられる。 3 層ー暗褐色土でローム粒

を多く含む。

ピットは 2本検出されたが，主柱穴は検出されなかった。 Plの直径は54.0cm,深さ18.5cm, 出入口施

設に伴うものであろう。 P2は，直径22.0cm,深さ21.8cmであり，貯蔵穴の可能性がある。炉は検出さ

れなかったが，北壁付近の硬化面の間はわずかに窪んでいるようにみえる。

住居北側中央の床面近くから弥生土器を 2個体出土している。 12-1は，飾り壺の頸部である。＜びれ

た部分に縄文 (LRとRLの羽状の間に結び目）を巡らし，その上下に結節回転文を回している。表面は

タテヘラミガキの後ナデ，さらに赤彩を施している。内面も，ヨコヘラミガキの後ナデ，半分ほど赤彩を

施す。残存高は10.4cm,最小径は7.5cmである。 12-2は小型の甕形土器である。口縁端部はヨコナデの

後交互に押捺してできた波状押捺文が巡らされている。口頸部と胴部の接合が段になっていて，口頸部

側からかぶせるようにつなぎ，接合直上に刻み目を巡らしている。表面はヨコヘラケズリの後ナデ，さら

に赤彩を施している。内面もヨコヘラケズリの後ナデ，上から 3cmほど赤彩を施す。口径16.1cm,残存

高は11.7cmである。

0 1 6号住居跡（第100図，図版6)

本遺構は， Tll-63グリッド周辺に位置する。床面での標高は約48.9mである。 014号方墳と重複してお

り， 014号のほうが新しい。周辺には，約 8m北西方向に006号住居跡が近接している。遺構の規模は，

4.6mX4.4mの隅丸方形で，床面積は約17.5面である。住居の主軸方向は東方向に約33゚ 傾いている。遺
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構の掘り込みは，ソフトローム層の遺構検出面らの深さで最深21.7cmから最浅11.0cmほどで壁は斜めに

立ちあがっている。踏み固めによるとみられる硬化面は検出されなかった。覆土は， 1層ー黒褐色土， 2 

層—暗褐色土でロームブロックを含み，短期間に自然堆積したと思われる。

柱穴になるとみられるピットは 4本検出された。 Plは直径20.0cm, 深さ28.0cmで，以下 P2は直径

25.0cm, 深さ17.Ocm, P 3は直径28.0cm,深さ26.4cm,P 4は直径24.0cm, 深さ17.lcmである。柱穴間

の距離は1.6mから2.0mで一定しない。出入口施設に伴うと思われる柱穴，壁溝，貯蔵穴，炉も検出され

なかった。遺物は，本遺構に伴うものではないが，少量の縄文土器片のみが出土している。

遺構外の土器（第101図，図版30)

1は5-6条の櫛描平行線を少なくとも 3段，内面はミガキを施してあり，破片の厚さから大型の壺の

頸部と考えられる。表面は橙色で胎土は緻密，長石粒• 石英粒を含む。内面に煤の付着があるが，破片に

なってから何らかの原因によって被熱したものと推測される。 2は同じく 4条の櫛描平行線が施され，や

や小型の壺の肩部と考えられる。表面は橙色で胎土は緻密である。

3は櫛目の幅が1mm, 波の高さが2cmほどの 5条の櫛描波状文が施されている。表面はにぶい黄橙色

で胎土は緻密，長石粒を含む。壺もしくは甕の頸部と推測される。 4は櫛目の幅が1mmほどの 3条の櫛

描波状文が少なくとも 2段施されている。表面は淡黄色で胎土は黒く緻密で，長石粒を含む。壺もしくは
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甕の頸部から口縁部と考えられ，口唇部は平たい。ともに朝光寺原式土器の特徴を持っているが，微少な

破片であくまで可能性として捉えておきたい。

2 古墳時代前期の竪穴住居跡

0 0 1号住居跡（第102図，図版7)

本遺構は， Sll-08グリッド周辺に位置する。床面での標高は約46.7mである。周辺には， 8m南方向

001号

O↓ 

A
 

ca! 

A
 

coi 
A
 

工・

A' 
I 

゜
3m 

(1/60) 

第102図古墳時代001号住居跡

―-131-



に002号住居跡が所在している。遺構の規模は， 5.6mX5.6mの四隅にやや丸みを残す方形で，床面積は，

約31.9記である。住居の主軸方向は西方向に約32゚ 傾いている。遺構の掘り込みは，ソフトローム層の

遺構検出面からの深さで最深48.6cmから最浅2.3cm,壁はほぼ垂直に立ちあがっている。踏み固めによ

るとみられる硬化面は，住居東壁に沿う形で一部分のみ検出された。覆士は， 1層ー黒褐色土でロームブ

ロックを少量含む。 2層.3層ー暗褐色土でローム粒・ ロームブロックを含むが，下層ほど混入度を増す。

比較的長期間の自然堆積を示す。 4 層—褐色土でロームブロックが多い。

主柱穴および出入口施設に伴うと思われる柱穴は検出されなかった。また，壁溝，炉，貯蔵穴も検出さ

れなかった。焼礫が数点出土しているが本遺構に伴う遺物ではない。その他の遺物もないが，形態からみ

て（財）市原市文化財センター調査区にあった古墳時代前期のものと共通する。
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第 5 章奈良•平安時代

第1節概観

奈良• 平安時代の遺構としては，方墳が5基検出されている。そのうち 3基は調査区南東部の台地の縁

辺に， 1基はこれらの一群より 100mほど北西に離れて調査区中央に他の 1基は西端の突出した狭い台地

上に位置する。小さいものは 1辺約4mから，大きいもので12mを超えている。当該期に比定される遺物

は017号遺構以外からは出土していないが，（財）市原市文化財センターの調査に際して検出された「方形

周溝」との類似から，奈良時代を中心とした遺構と判断した。また，県内各地で発見される同種の遺構に

関する最近の見解に基づき，前時代からの系譜を引く墳墓の一形態と考え，これらを方墳として捉えるこ

ととした。

第2節遺構と出土遺物
0 1 3号方墳 （第103図，図版8)

本遺構は， Tll-83グリッド周辺に位置している。周溝は全周しており，規模は外形で一辺4.2m-4.5m

の隅丸正方形で，内側では3.0m-3.2mと極めて小型である。主軸方向は西へ約35゚ 傾く。遺構全体は，北

から南への削平が著しく，両端において検出面に30cmの差が生じている。北辺は幅73cm,検出面からの

深さ32cm, 東辺は幅67cm, 深さ42cm,南辺は幅84cm, 深さ32cm, 西辺は幅56cm, 深さ27cmほどである。

溝は，ほぼ逆台形状に掘り込まれている。溝内の覆土は，基本的に 2層（暗褐色土で，ローム粒がやや多

い）と 1層（黒褐色土）に分かれる。周溝内側には盛土の痕跡はなく，また土坑等の遺構も認められず，

主体部等の施設も検出されなかった。周溝の中にも土坑等の施設は認められなかった。遺物は出土してい

ない。

0 1 4号方墳（第103図，図版8)

本遺構は， Tll-74グリッド周辺に位置している。周溝は全周しており，規模は一辺7.4m-8.3mのやや

東西に長い隅丸方形である。主軸方向は西へ約59゚ 傾く。各辺中央での幅と深さは北で98cm・66cm,東で

128cm・7 4cm, 南で132cm・78cm,西では100cm・66cmである。溝は，ほぼ逆台形状に掘り込まれている。

覆土は基本的には 2層に分けられる。下層は，ローム粒の多い暗褐色土(5)であるが，周辺からの褐色土

（特にロームブロックが多い）の流れ込み層(4・6)が認められる。上層は，中位に黒色土または黒褐色土(2

• 3)が分厚くたまり，最上部に暗褐色土（ロームブロックが多い）層(1)がある。このように，少なくと

も4回にわたって比較的短期間に繰り返し堆積したことがわかる。周溝内側には盛土の痕跡はなく，また

土坑等の遺構も認められず，主体部等の施設も検出されなかった。周溝の中にも土坑等の施設は認められ

なかった。遺物は，縄文土器及び焼礫を出土しているが，遺構に伴うものではない。

0 1 5号方墳 （第103図，図版9)

本遺構は， Tll-28グリッド周辺に位置している。周溝は全周しており，規模は一辺9.7m-10.3mの隅

丸正方形である。主軸方向は西へ約50゚ 傾く。検出面はソフトローム面で，南辺の一部が削平されている

-133-



013号 ill! ④ in! 

A
 

A
 

coi 
A' 
cai 

。

2 

4m 

(l/80) 

A
 冑

A" 

l
[） 

＇ A
 ．
 3
 

2
 

5
 

ー

4
 

＇ 

．
 

＇ A
-

B B" 

・`
B"'B'  

A
 

冒

A
 

014号 OJ! 

＠ 

|
1虞

,8 

＇ A-．
 

A亨
c:a i 

い
炉
—IllIA ▽ 

015号
CO I 

。
80m 

(1/160) 

A 
-• 3 1 A" ， ． 

〗喜厚万
8 10 

A
 

A
↑
 

A
 

aJj 

A' 

B" 

~ 
゜

8m 
(1/100) 

(1/160) 

A"' 
-・15  A' 

胃
B
 

c
 

b
 

a 

（約1/450)

第103図奈良• 平安時代013号 ・014号 ・015号方墳

134-



が，全体としてはほぼ平坦である。本遺構は，周溝が埋まった後に 2度掘り直しており，外側に行くにし

たがい新しくなっている。遺構の記述にあたり，便宜的に外側から順に a• b• cとする。

aは外形で9.7m-10.3m, 西側がやや膨らみ加減の隅丸方形である。周溝の各辺中央での幅と深さは図

の上を北辺として148cm・76cm,東140cm・86cm,南120cm・76cm,西160cm・95cmである。底面は基本

的にはほぼ平坦で，幅63cm-70cmである。上部でややロート状に開<U字形の断面形を呈し， bと比較

すると20cm以上深く掘り込まれている。溝内の覆土は各辺とも自然堆積を示す（一部拡大図参照）。基本

土層は，最下層は外側からの流れ込みによるローム粒の多い褐色土の 6・7層，中層は暗褐色土の 4・5

層である。上層にはロームブロックを多く含む褐色土の 3層が内側から流入している状況が全体に認めら

れ，さらに長期間にわたって堆積したと思われる黒色土の 1・2層が最上部全体を覆う。

bは，内形で5.2m-5.3mのほぼ正方形である。周溝の深さは，各辺の中央付近で北で56cm, 東で

68cm, 南で58cm,西で76cmである。底面の幅は一定しないが，かなりの幅の平坦面を有し，断面形は典

型的な逆台形である。覆土は，褐色土または暗褐色土でローム粒が多い10・11層，暗褐色土の 9層が互層

を成してくり返し堆積する。全体的に aに比べ，堅く締まった状態である。

Cは，内形の一辺が4.7mの正方形であるが，西辺にやや丸みがある。 Bとの重複により，外形を捉え

ることはできなかった。周溝の深さは，中央付近で北56cm,東70cm,南66cm,西62cmである。覆土は，

暗褐色土の12層と黒色土または黒褐色土の13・14層に分かれる。また，東や西側の断面には， bの掘削の

際の内壁の崩落防止のためか，ロームを含む褐色土(15層）により，壁表面に塗り込んだような痕跡がみら

れる。第103図に周溝の変遷を示す模式図を載せてある。

いずれの段階においても内側平坦面には盛土の跡はなく，また土坑や主体部等の施設も認められない。

周溝の中にも土坑等の施設は認められなかった。遺物は縄文土器，焼礫が出土したが，本遺構に直接伴う

ものではない。

0 1 7号方墳 （第104図，図版9)

本遺構は， Rll-30グリッド周辺に位置する。全体の規模は溝の外形上端で一辺12.8m-11.4m,北側に

やや膨らんだ方形を呈する。方位は南北方向から約15゚ 西へ傾く。溝は全周しており，溝の内側に最初に

作られた溝の痕跡が残り，覆土は人為的に埋め戻された可能性が高い。掘り直し後の溝は．古い溝より明

らかに深い。検出面での周溝の幅は，東辺が約 1m, 北辺が約 Zmと一定せず，検出面からの深さも40cm

-80cmほどである。周溝内側には盛土の痕跡はなく，また土坑等の遺構も認められず＿，主体部等の施設

も検出できなかった。ここで改めて新しい方を a• 内側のものを bとして詳述を試みる。

aは，外形で北辺12.8m,南辺11.4m, 東辺12.0m,西辺12.6mとやや歪んだ隅丸方形である。内形で

は南北10.0m, 東西10.5mを測り，四隅とも外形に比べて丸みが強い。また，各辺の中央部分の溝の幅と

検出面からの深さを示すと，北で115cm・57cm, 南で135cm・73cm, 東で80cm・57.5cm, 西で80cm・

68cmとなり．南に向かって深さを増す。底面はほぽ平坦で逆台形を呈し，底幅は40cm-45cmと平均し

ている。溝内の覆土は大きく 3層に分けられる。下層は，埋没初期の内側からの崩落を示す暗褐色土でロ

ーム粒・ロームブロックを多量に含む 5層と，その直後の外側からの流れ込みを示す褐色土でロームブロ

ックを多量に含む 4層が堆積し，中層は．暗褐色土に褐色土粒子が混在する 2・3層と，一部炭化物を含

む6層がある。その上層に黒褐色土の 1層が認められる。
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bは，内形で南北9.6m,東西9.4mのほぼ正方形で，外形については全く不明である。溝の深さは aょ

り20cm-30cm浅<.底面は平坦で典型的な逆台形の掘り方である。溝の覆土は，各々ローム粒・ローム

ブロックを多く含む褐色土の 9層・黒褐色土で褐色土粒を含む 8層，そして上層に暗褐色土の 7層があり，

いずれも堅く踏み締められた状態である。第104図に模式図を示した。

遺物は，西辺中央aの溝内中位からまとまって出土した。須恵器長頸壺で，口縁部の1/6,肩部1/6,胴

部から底部1/3弱が遺存するが，各々は接合しない。口径12.0cmで，口唇はつまみ上げられ，口縁は幅

1.0cmの帯状に肥厚する。肩部は径16.1cm前後で，稜線を成して張り出す。胴部は全体に丸みが少なく，

底部はわずかに出尻となり，八字に開いた高台は鋭利さを欠く。底径9.0cm, 高台最大径9.8cm,屑部ま

での推定高13.0cm以上と思われる。器面の整形，調整は全体的に回転ナデで，口縁帯はヨコナデ，胴下

部から底部にかけて回転ヘラケズリ，高台底面も同様でその後ナデ仕上げしている。底部切離しは不明で

ある。胎土は緻密で赤色の微細粒が目立つ。堅く焼き締められ，還元も良好，口縁内外・肩部外全面・胴

部の一部や底内面にオリーブ色がかった降灰釉がかかる。地肌の色調は外面褐色気味の灰色，内面及び器

肉は灰黄色を呈す。

0 1 8号方墳 （第104図，図版8)

本遺構は， S9-45グリッド周辺に位置する。周溝は全周しており，規模は一辺約5.2-5.5mの隅丸方形

である。主軸方向は西へ約20゚ 傾く。各辺中央付近での幅と深さは，北で72cm・45cm,東で72cm・40cm,

南で62cm・32cm,西では69cm・40cmである。溝は，ほぽ逆台形状に掘り込まれている。覆土は下位から

褐色土でロームブロックが多い 3層，暗褐色土で同じくやや多い 2層，黒褐色土の 1層の順に堆積してい

る。周溝内側には盛土の痕跡はなく，また土坑等の遺構も認められず，主体部等の施設も検出されなかっ

た。遺物は出土しなかった。
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第6章まとめ

今回調査した調査区からは，旧石器時代から奈良・ 平安時代にかけての遺構・遺物が検出された。いず

れの時代も断続的にかつ比較的短期間に営まれ，本台地上は空白の時代（時期）が永らく続いていたこと

が窺える。また，昭和59-61年度に（財）市原市文化財センターによって調査・報告された南半部につい

ても，今回と同様の傾向が認められている。この章では，検出された遺構の時代ごとの調査成果を取りま

とめるとともに，下鈴野遺跡の南・北の各遺構の性格を比較しながらその全体像を明らかにしたい。（本

章では（財）市原市文化財センター調査区を南半部，今回調査区を北半部と仮称する。）

第1節旧石器時代
旧石器時代は，立川ローム層第 2黒色帯上半部 (VII-IX層上部）とm層の 2つの文化層が認められてい

る。第 1文化層はA-Eの5地点に分かれている。石器としては，ナイフ形石器・ 楔形石器・削器・敲石

などがあり，剥片類を含む素材としては，珪質頁岩が最も多く43%,次に流紋岩15%, 黒曜石10%, 頁岩

9%と続く。この内黒曜石は栃木県高原山産，頁岩類は北関東方面に由来すると考えられる。第 2文化層

は， a-dの4ブロックに分かれている。石器としては，ナイフ形石器・楔形石器・彫器・掻器・削器な

どがあり，剥片類を含む素材としては，メノウが最も多く64%,次に頁岩16%,珪質頁岩9%, チャート

4%と続く。この内珪質頁岩は嶺岡産，黒曜石は信州産，頁岩は北関東から東関東に由来するものと考え

られる。またこの層では礫が多く出土し，文化層出土の遺物全体の49%を占めている。素材は，砂岩がも

っとも多く 72%,次にチャート13%,流紋岩 5%と続く。礫の出土状況については図を掲げておいたので

参考にされたい。さらにこの層の特色として，ナイフ形石器に石刃素材による斜め整形の 2側縁調整のも

のが，また彫器に上ゲ屋型が含まれること，さらに同一母岩が複数のブロックにまたがって分布するケー

スが多いことがあげられるだろう。本文にも示した 3通りの母岩のあり方から，旧石器時代の各ブロック

間の時期的なものも含めた関係，さらに石器製作作業の状況等を考えていく上での参考となるだろう。

第2節縄文時代

縄文時代の遺構としては，今回は陥穴と考えられる遺構が2基検出された。 020号は底面にピットを 2

本もち， 021号に比べて深さは半分ほどであるが，相模台地や千葉県北東部によく見られる逆茂木を立て

て獲物を捕えた陥穴と考えられる。また， 021号からは礫が出土したのみで，時期を特定できるような遺

物は出土していない。形状も楕円形で，当時の地表からの深さは 2m以上はあったと考えられる。南半部

では合計43基の陥穴が確認された。報告書では平面形を基に 4分類しているが，北半部から検出された遺

構は Ab類 (020号跡） . B類 (021号跡）に相当する。ともに調査区南端の東・西に位置するが，南半部

では Ab類3基， B類7基が台地北端斜面部に東西に連なって設置されており，北半部では数は少ないも

のの，配置に若干の共通性が認められる。

遺物としては，直接遺構に伴うものではないが，早期の撚糸文系・沈線文系・条痕文系をはじめとして，

前期の関山式・黒浜式・諸磯式・浮島式・中期の阿玉台式・中峠式・加曽利 E式と，幅広い時期にわた

って土器が出土している。また，時期は特定できないが，石鏃・石斧．敲石などの石器及び石核・剥片類
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も出土している。もう一つの特徴は，礫の出土である。 6か所の礫群及びその他の部分から総数3,797個

の礫が出土しており，総重量は129,843gにも及ぶ。いずれも小礫がほとんどであり，赤化度は微赤も含

むとほぼ100%に近く，これらの礫が炉などの調理関係の施設で多く使用されたものであることが推測さ

れる。これと類似するものが南半部では，集石土坑 (2基で構成される 1か所）として検出されている。

集石密度は散漫で極めて小範囲に過ぎない点で違いはあるが，そのほとんどが被熱していることから，北

半部の礫群（土坑は確認されなかった）との関連性が窺える。

第3節 弥生時代後期から古墳時代前期

弥生時代の住居跡は，床面のみのものも含めて 9軒検出されており，旧石器時代を除けば，本遺跡の中

で最も栄えた時代といえる。形状は，隅丸方形または隅丸長方形が5軒，不整隅丸方形，小判形，円形，

不明がそれぞれ 1軒ずつ，大きさも約3.lmX3.3mから約4.7mX5.5mまでの範囲となっていて，舌状台

地の付け根の部分に集中している。 002・003・006・016号については，主柱穴が4本検出され， 003号は

その他に出入口の施設に伴うと考えられるピットが2本検出されている。 004号は13本のピットが検出さ

れ，どれが主柱穴か判断するのが困難である。また，出入口の施設（梯子穴か）に伴うピットと考えられる

ものが， 010号では 1本， 012号では 2本検出され， 011号ではピットはなかった。炉は， 002・003・004・

006・010号の各住居跡で検出された。

完形の遺物の出土はなかったが，主なものとして003号から大型壺が2個体，大型鉢が 1個体，いずれ

も炉の上に集中して置かれていたほか，小型の無頸壺の破片が出土した。また， 011号では飾り壺の頸部，

012号ではやはり飾り壺と推測される土器の口縁部と小型の甕形土器が出土している。大型壺や飾り壺は，

最大径が胴部中央からやや下位にくる器形と考えられ， 1個体を除いては赤彩が施されている。これらの

遺構の形状や遺物の器形から，おおむね弥生時代後期の集落と考えられる。

南半部では，調査区中央付近の東西に広がる台地上約80mの範囲に合計35軒の集落が展開する。中でも

弥生末期から古墳初期に比定される 8軒で構成されるグループは，東端の南縁部分に集中して営まれ始め

る。これは東南隅に約80mの範囲に集中する北半部の集落立地と一致する（ともに，第104図の赤線網点

内）。住居跡の形態を比較してみると，北半部では隅丸傾向の強い方形または円形に近い平面形が主体で

あるのに対し，南半部ではやや隅の丸い正方形が主体である。

出士した土器は当該期のものは両調査区ともにきわめて少ない。図化できたものは，北半部からは 3遺

構からわずかに 7個体にすぎない。器種には壺（長頸の大型壺か） ・甕（台付甕か）の他に無頸壺や大型

鉢などがあり，文様要素として羽状縄文+s字結節文で赤彩を施す壺 (a)や，輪積痕跡を残し文様帯下

端に刻目を施すもの (b), 口縁に押捺を施す甕 (C) などがある。後期久ケ原式の系譜を引きながら，

弥生町式の新しい要素も混在する。南半部の上記東南端のグループには (a) ・ (b) とともに甜・高杯

・小椀といった器種も加わる。報告書では，久ケ原式系統の相模の終末期（鴨居上ノ台式から五領古式）

としている。

古墳時代と想定される住居跡は 1軒のみである。遺構は遺跡の南側，舌状台地の付け根部分やや東側に

位置している。住居跡の形状は，約5.6m四方のほぼ隅丸の正方形である。柱穴及び炉等の検出はなく，

遺物の出土もなかったため，はっきりした時代の特定は困難である。本遺跡の周辺には古墳群が多く，中

でも隣接している中潤ヶ広遺跡では， 30基以上の古墳が確認されており，それらとの関連に注意する必要
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があろう。また，南半部の台地全体に展開する五領式期の集落との一体性についても考慮しなければなら

ないだろう。

このような下鈴野集落の構成・変遷を弥生後期からまとめると，

(1)弥生後期中葉～終末：北半部東南隅グループ

(2)弥生終末～古墳初期：南半部東南端グループ

(3)古墳前期：南半部全体グループ

となり， (1)以前には草刈遺跡・大厩遺跡といった村田川本流沿いの拠点集落が， (2)段階は支流への

小集落展開期で，本遺跡を含め中潤ヶ広遺跡（現在整理中）などが， (3)以降では本遺跡から1.5km北

の西山遺跡などにさらに展開していくこととなる。

第 4 節奈良•平安時代

奈良• 平安時代の遺構としては，方墳が5基検出されている。規模は小さいもので一辺が4.2m-4.5m,

大きいものでll.4m-12.8mである。いずれも主体部は検出されていない。 015・017号遺構の周溝の覆土

を観察すると，内側の方台部から流入したロームプロックを多く含む褐色土が堆積することで，盛土の存

在に関する傍証と考えられる。また， 017号の東側の新しく掘り直された周溝の覆土から 7世紀末から 8

世紀初にかけてのものと比定される須恵器（長頸壺）の破片が出土している。遺物がやや底から浮いた状

態で出土したこと，主体部が検出されていないことから直ちに遺構の時期にあてることはできないが，参

考となるだろう。

南半部との比較から，いくつかの共通点が認められた。ともに台地東側の南縁にほぼ一直線に集中して

占地しながら，両部とも最大規模のものは，ともに主となるグループ端より100m以上離れた台地の張り

出し部分に単独で造営されている。

次に主となるグループの構成をみると，

北半部：大型 1' 中型 1'小型2 (うち 1基は北へ100m離れる）

南半部：大型 1' 中型2'小型4 (うち 1基は南西へ50m離れる）

となり，基数の多少はあるが，構成要素や性格に共通性が感じられる。

最後に方墳の年代観について考えてみる。両部を通して唯一の伴出遺物は北の017号aから一括出土し

た長頸壺であり， 8世紀初頭を下らない。即ち017号bはこれより古い時期であり， 7世紀後半から地下

式城を伴って採用されたと思われる方形の古墳（盛土を持つ）との直接的な関連が窺われる。またその上

限を平安時代に求め得る例として， 9世紀中葉の墨書土器が発見された草刈遺跡B区や喜多仲台遺跡な

どが周辺にもあるため，奈良• 平安時代の遺構（古墳終末期を含む）として取り扱うこととした。
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第105図 下鈴野遣跡（北半部・南半部）
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第31表 F地点ブロック間母岩共有関係一覧

訂 a b C d 

プロック プロック プロック プロック 計 盆 a b C d 

プロック ブロック プロック ブロック 計

Ob 2 1 1 Sh 11 5 5 

Ob 3 3 1 4 Sh 12 2 1 1 4 

Ob 4 2 2 Sh 13 3 2 5 

Ry 6 2 1 1 4 Sh 14 6 2 8 

Ry 9 6 1 7 Sh 15 1 2 3 

Ry 10 4 4 Sh 16 2 2 

Ry 11 2 1 3 Sh 17 1 1 

Ry 12 1 1 2 Sh 18 1 1 

Ry 13 2 2 Sh 19 1 1 

Ry 14 1 1 Sh 20 12 1 1 14 

Ry 15 1 1 Sh 21 1 1 

Ry 16 1 1 Sh 22 2 2 

Ry 17 1 1 Sh 25 5 5 

Ry 18 I 1 Csh 18 1 2 4 7 

Ry 19 1 1 Csh 19 1 3 4 

Ry 20 1 1 Csh 20 2 2 

Ry 21 1 1 Csh 21 1 1 

An 8 2 2 Csh 22 21 2 1 3 '27 

An 9 1 1 Csh 23 2 1 1 4 

An 10 1 1 2 Csh 24 2 2 

An 11 1 1 Csh 25 1 1 

An 12 1 1 Csh 26 1 1 

An 13 3 1 4 Sa 6 3 21 14 38 

Tu 10 1 1 Sa 7 14 2 16 

Tu 11 4 4 Sa 8 11 2 13 

Tu 12 3 3 Sa ， 20 1 21 

Tu 13 2 2 Sa 10 19 5 I 1 26 

Tu 14 1 1 2 Sa 11 12 1 13 

Tu 15 2 2 Sa 12 4 8 12 

Tu 16 1 2 3 Sa 13 11 4 2 17 

Tu 17 3 3 Sa 14 ， ， 
Tu 18 1 1 Sa 15 ， ， 
Tu 19 1 1 Sa 16 10 3 1 14 

Ch 8 1 1 2 Sa 17 2 3 5 

Ch 9 1 1 Sa 18 6 6 

Ch 10 1 2 4 7 Sa 19 5 1 6 

Ch 11 4 3 7 Sa 20 1 3 4 

Ch 12 3 2 1 6 Sa 21 2 8 10 

Ch 13 I 1 Sa 22 7 7 

Ch 22 4 3 7 Sa 23 8 2 2 12 

Ch 23 2 2 4 Sa 24 3 3 
Ch 24 7 7 Sa 25 7 7 
Ch 25 1 1 6 8 Sa 26 3 3 
Ch 26 3 13 16 Sa'27 3 3 
Ch町 3 3 Sa 28 3 3 

Ch 28 3 3 Sa 29 1 1 2 

Ch 29 2 2 Sa 30 2 2 

Ch 30 4 4 Sa 31 1 1 2 

Ch 31 4 4 Sa 32 2 2 

Ch 32 2 2 Sa 33 3 3 

Ch 33 1 1 2 Sa 34 2 2 

Ch 34 1 1 Sa 35 2 2 
Ch 35 1 1 Sa 36 2 2 
Ch 36 1 1 Sa 37 4 4 
Ch 37 1 1 Sa 38 5 5 
Ch 38 1 1 Sa 39 2 2 4 

Ch 39 1 1 Sa 40 5 5 

Ch 40 1 1 Sa 41 1 1 1 3 

Ch 41 1 1 Sa 42 3 3 
Sh 8 12 12 Sa 43 2 2 

Sh 9 1 7 1 ， Sa 44 2 2 
Sh 10 16 3 19 Sa 45 1 5 6 
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Sa 46 2 1 3 Sa 83 1 1 

Sa 47 1 1 7 ， Sa 84 1 1 

Sa 48 2 2 Sa 85 1 1 

Sa 49 1 1 2 Sa 86 1 I 

Sa 50 3 2 5 Sa 87 1 1 
Sa 51 2 2 Sa 88 1 1 

Sa 52 2 2 Sa 89 1 1 

Sa 53 1 2 4 7 Ho 9 4 4 

Sa 54 2 2 Ho 10 1 1 

Sa 55 1 1 2 Ho 11 4 4 

Sa 56 1 1 2 Ho 12 4 4 

Sa 57 2 2 Ho 13 4 4 

Sa 58 1 1 Ho 14 1 1 

Sa 59 I 1 Ho 16 8 8 

Sa 60 1 1 Ho 17 1 1 2 

Sa 61 1 1 Ho 18 3 3 

Sa 62 1 1 Ho 19 2 2 

Sa 63 1 1 Ho 20 1 1 

Sa64 1 1 Ho 21 1 1 

Sa 65 1 1 Ho 22 1 1 

Sa 66 1 1 Ag 4 2 13 10 48 73 

Sa 67 1 1 Ag 5 4 3 5 48 60 

Sa 68 1 1 Ag 6 1 3 1 3 8 

Sa 69 1 1 Ag 7 4 1 5 

Sa 70 1 1 Ag 8 1 1 3 5 

Sa 71 1 1 Ag 9 2 2 

Sa 72 1 1 Ag 10 1 1 

Sa 73 1 1 Ag 11 1 1 

Sa 74 1 1 Ag 12 13 26 17 27 83 

Sa 75 1 1 Ag 13 2 4 1 4 11 

Sa 76 1 1 Ag 14 ， 1 3 13 

Sa 77 1 1 Ag 15 1 4 2 7 

Sa 78 1 1 Ag (その他） 16 22 21 23 82 

Sa 79 1 1 Ag (K) 7 7 

Sa 80 1 1 Qu 1 1 1 

Sa 81 1 1 Qu 2 1 1 

Sa 82 1 1 計 41 103 19 112 275 
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第32表 旧石器時代礫母岩別接合表

母岩No 遺物番号 地点 母岩No 遺物番号 地点 母岩No 遣物番号 地点

Ry 8-a Rll-55-6 A RlZ-17-48 Sa 8-a Rll -88-63 F 

RU-65-2-1 Ch 26-a Rl2-07-24 F Rll-88-94 

Rll-65-5 Rl2-<Y7-28 Rll-88-97 

Rll-65-6 Rl2-17-80 Rll-88-98 

RU-65-32 Ch 26-b RlZ-08-16 F Rll-88-lll 

Ry 9-a Rll-99-35 F Rl2-17-38 Rll-88-122 

Rll-99-36 Ch切ー a Rll-89-15 F Rll -88-135 

Ry 9-b R 11-99-90 F Rll-99-319 R 11-88-137 

Rll-99-65-1 Ch 28-a Rl2-08-27 F Rll-89-6 

Ry 10-a Rll-99-55 F Rl2-17-7 Rll-99-20 

Rll-99-78 R 12-17-12 R 11 -99-84 

Rll-99-172 Ch 29-a R 11 -99-93 F Rll-99-3 

Rll-99-261 R 11-99-276 Rll -99-19 

Ry 11-a R 11 -88-99 F Sa 6-a Rll-89-7 F Rll-99-52 

Rll-98-5 Rll-99一切 R 11 -99-57 

Ry 12-a Rl2-17-57 F Rll-99-59 Rll-99-62 

R12-08-59 Rll-99-61 Sa 9-a Rll-99-72 F 

Ry 13-a RlZ-08-95 F Rll-99-80 Rll-99-148 

RlZ-18-26 Rll -99-112 Rll -99-180 

Tu 11-a Rll-99-44 F Rll-99-117 Rll-99-230 

Rll-99-76 Rll -99-162 Rll-99-240 

Rll-99-94 Rll -99-165 Rll-99-241 

Rll-99-167 Rll -99-166 Rll-99-245 

Rll-99-231 Rll-99-188 RU-99-252 

Tu 12-a Rll -99-160 F Rll-99-222 Rll-99-260 

Rll-99-265 Rll-99-224 RH-99-266 

Rll-99-337 Rll-99-262 Rll-99一切2

Tu 13-a Rl2-08-21 F Rll-99-264 Rll-99-324 

Rl2-08-74 Rll-99一切4 Rll-99-334 

Tu 14-a Rll-88-69 F Rll-99-292 Rll-99-349 

Rll-99-313 Rll-99-299 Sa 10-a Rll-88-1-2 F 

Tu 15-a Rll-88-7 F Rll-99-331 Rll -88-15 

Rll-88-9 Rll-99-354 Rll -88-33 

Tu 16-a RI2-08-53 F Rll-99-357 Rll-88-42 

RlZ-08-56 Rl2-W-75 Rll-88-53 

Rl2-08-77 Rl2-W-86 Rll-88-54 

Tu 17-a Rll-99-77 F RlZ-08-5 Rll-88-55 

Rll-99-1切 Rl2-08-70 Rll-88-71 

Rll-99-290 Rl2-17-2 Rll-88-72 

Sh 23-a Rl2-07-62 F Rl2-17-25 Rll-88-75 

Rl2-17-70 Rl2-17-36 Rll-88-78 

Rl2-18-28 Rl2-17-77 Rll-88-102 

Ch 22-a R 11 -98-75 F R 12-18-21 Rll -88-139 

Rll-98-117 R 12-18-22 Rll-88-140 

Rll-98-ll8 Sa 6-b Rll-88-1-3 F Rll-88-147 

Ch 22-b Rl2-W-lll F Rll-88-32 Rll-88-149 

Rl2-17-28 Sa 7-a R 11-99-8 F Rll-98-4 

Rl2-17-29 Rll-99-10 Rll-98-13 

Ch 23-a Rll-88-67 F Rll-99-26 Rll-98-21 

Rll-88-79 R 11 -99-40 Rll-98-22 

Rll-99-73 R 11 -99-41 Rll -98-36 

Rll-99-74 Rll -99-86 Rll-99-118 

Rll-99-85 Rll-99-113 R 11 -99-361 

Rll-99-171 R 11-99-169 Rl2-W-71 

Ch 24-a Rll-99-163 F Rll-99-176 Sall-a Rll-88-41 F 
Rll-99-234 Rll-99-210 Rll-88-56 

Rll-99-236 Rll-99-225 Rll-88-81 

Ch 24-b Rll-99-219 F Rll-99-280 Rll-88-90 

RU-99-343 Rll-99-288 Rll-88-91 

Ch 25-a Rl2-町-89 F Rll-99-3切 R 11 -88-110 

RI2-17-92 Sa 8-a Rll-88-1-5 F Rll-88-146 

Ch 25-b Rll -98-16 F R 11-88-30 R 11 -98-19 

RlZ-17-3 Rll-88-59 Rll-98-23 
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Sa 11-a Rll-98-78 F Sa 18-a Rll-99-286 F Sa 37-a Rll-99-326 F 

Rll-98-79 Rll-99-309 Sa 38-a Rll-99-30 F 

R 11 -98-120 Rll-99-318 Rll-99-92 

Sa 12-a RH-88-22 F Rll-99-329 Rll -99-291 

RU-88-26 Sa 19-a Rll-99-54 F Rll-99-3岱

Rll-88-66 Rll-99-173 Rll-99-355 

RU-88-125 Rll-99-296 Sa 39-a R 11-99-247 F 

Rll-99-81 Rll-99-297 Rll-99-322 

R 11 -99-158 Sa 20-a Rll-98-81 F Sa 40-a Rl2-W-47 F 

RU-99-232 Rl2-17-9 R 12-W-102 

Rll-99-268 Rl2-18-6 R 12-fYl-103 

R 11 -99-295 Sa 20-a R 12-18-'27 F R 12-fYl-104 

Rll -99-316 Sa 21-a Rll-99-71 F Sa 41 -a Rll-97-4 F 

R 11 -99-341 R 11 -99-79 Rll-99-289 

RlZ-09-3 Rll-99-83 Sa 42-a Rll-98-114 F 

Sa 13-a Rll-88-1-4 F Rll -99-116 RU-98-115 

Rll-88-1-6 RH-99-164 Rll-98-116 

Rll-88-62 Rll-99-238 Sa 43-a Rll-99-2 F 

Rll-88-64 Rll-99-298 Rll -99-123 

Rll -88-65 Sa 22-a RlZ-W-4 F Sa 44-a RlZ-08-9 F 

R 11 -88-96 RlZ-W-30 RlZ-08-71 

Rll-88-112 RlZ-08-68 Sa 45-a Rll-98-63 F 

Rll-88-134 RlZ-08-90 Rl2-07-35 

Rll-98-7 RlZ-17-98 Sa 46-a Rll-98-65 F 

Rll-98-11 Sa 23-a Rll -88-45 F RlZ-08-61 

Rll -98-15 Rll-88-50 Sa 47-a R 12-07-109 F 

Rll-98-45 Rll -98-44 Rl2-17-4 

Rll-98-92 Rl2-08-99 Sa 48-a R 12-17-64 F 

Rl2-07-136 Sa 23-b Rll-88-40 F RlZ-17-76 

Rl2-08-54 Rll-88-47 Sa 53-a RU-99-ll9 F 

Rl2-08-84 Sa 24-a Rll -89-5 F Rl2-07-42 

Sa 14-a Rll-99-17 F Rll-89-16 RlZ-07-90 

Rll-99-29 Rll-89-17 Ho 16-a Rll-99-258 F 

Rll-99-179 Sa 25-a Rl2-07-ll F Rll -99―町8

Rll-99-226 Rl2-17-19 Rll-99-301 

Rll-99-235 Rl2-17-71 Rll -99-303 

RU-99―町9 Sa 26-a R 12-08-6 F Rll -99-304 

Rll-99-315 R 12-08-19 Rll-99-336 

Rll-99-330 RlZ-08-72 Rll-99-347 

Rll-99-346 Sa 勿— a RlZ-07-30 F Rll-99-352 

Sa 15-a Rll-87-3 F Rl2-08-43 Ho 17-a Rll-98-43 F 

Rll-88-20 Rl2-08-81 R 12-18-32 

Sa 15-a Rll-88-21 F Sa 28-a Rll-99-5 F Ho 18-a RlZ-07-117 F 

Rll-88-48 Rll -99-259 RlZ-08-75 

R 11-88-76 Rll-99一切0 Ho 19-a Rll-99-63 F 

Rll-88-86 Sa 29-a Rl2-08-67 F R 11-99-184 

R 11 -88-104 Rl2-08-69 Ho 25-a 17-2-25 G 

R 11-98-76 Sa 30-a Rll-99-95 F 17-2-26 

Rll-98-77 Rll-99-134 

Sa 16-a Rll-88-83 F Sa 31 -a Rll-88-2 F 

R 11 -88-119 RIZ-17-26 

Rll-88-138 Sa 32-a Rll-99-174 F 

Rll-98-14 Rll-99-189 

Rll-98-69 Sa 33-a Rll-99-106 F 

Rll -98-82 Rll -99-183 

Rll-98-84 Rll-99-196 

Rll-99-82 Sa 34-a Rll-99-237 F 

Rl2-09-2-1 Rll-99-239 

Sa 17-a Rll-88-ll F Sa 35-a Rl2-07-ll0 F 

Rll -88-107 Rl2-07-137 

Rll-99-56 Sa 36-a RlZ-07-93 F 

Rll-99-138 RlZ-18-33 

RU-99-320 Sa 37-a Rll-99-170 F 

Sa 18-a Rll-89-2 F Rll-99-2町

Rll-99-131 Rll -99-243 
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第33表 旧石器時代石器属性表 A 地点 213個（石器196,礫17)

測量値

図版No グリッド プロック 器種 石材 母岩No長(cm)幅(cm) 厚(cm)重量(g) 打面 背面構成 遺存度被熱 折れ面 使用痕 備考

18 RS-2-2 b F Tu 3 5.94 4.05 1.46 29.05 複 I+N 

Rll-35-2 a F Csh 13 2.35 1.80 0.58 1.18 複 I+V T 

Rll-35-3 a F Csh 1 1.61 1.70 0.48 0.59 平 I T 

Rll-35-4 a F Csh 1 1.62 1.93 0.27 0.58 平 I+ II T 

6 Rll-35-5 a B Csh 1 6.50 3.18 1.02 11.45 複 I+V 

Rll-35-6 a F Csh 1 2.14 2.22 0.95 2.93 平 N 

Rll-35-7 a B Csh 1 2.41 2.28 0.80 2.91 複 I T 

゜15 Rll-哀 a F Csh 1 3.60 220 0.70 3.11 平 I+fil+N 

Rll-35-9 a F Tu 2 2.64 2.05 0.64 1.99 平 I 

5 Rll-35-10 a F Csh 13 4.50 5.00 0.90 13.19 複 I + II + m 

Rll-35-11 a F Csh 1 3.41 2.75 0.95 5.21 平 I+ill+N 

Rll-35-12 a C Csh 13 0.75 0.50 025 0.02 

7 Rll-35-13 a Uf Ry 2 7.58 4.00 2.50 41.62 複 II 

14-1 Rll-35-14 a F Csh 1-a 4.45 3.25 1.30 18.67 複 I+ II十W

12-1 Rll-35-15 a F Sh 1-a 4.80 2.31 1.00 7.95 平 I+N+V 

14-2 Rll-35-16 a Rf Csh 1-a 3.61 4.80 1.11 23.07 複＋自 I+ID+N 

1 Rll-35-17 a F Tu 7 4.18 3.50 1.00 9.91 複 I 

11 Rll-35-18 a F Sh 4 5.90 5.00 1.30 22.35 平 I+V 

2 Rll-35-19 a B Csh 13 4.78 1.60 0.80 4.41 複 I+m T 

Rll-35-20 a F Tu 1 2.91 2.31 0.97 5.19 平 I 

Rll-35-21 a F Tu 7 2.18 2.19 0.32 0.98 複 I+ IV 

9 Rll-35-22 a F Sh 2 428 4.08 1.15 11.35 平 I+ II十W

4 Rll-35-23 a F Tu 7 4.60 5.91 1.10 16.84 平 I + II + ill 

14-3 Rll-35-24 a F Csh 1-a 5.55 3.15 2.25 34.92 平 1+n+m+w+v 

3 Rll-35-25 a B Csh 13 5.38 3.01 0.85 8.92 平 I+Il+ill+N 

Rll-35-26 a F Csh 13 1.38 1.04 0.39 0.22 平 I 

17-2 Rll-35-27 a F Csh 6-a 2.90 4.90 1.30 10.63 平 I+II+ill+IV+V 

Rll-35-28 a F Csh 1 0.90 1.34 0.38 0.21 平 I T 

16-1 Rll-35-29 a B Csh 1-b 5.51 2.25 1.15 8.86 平 I+ II十皿 +V

゜12-2 Rll-36-2 a F Sh 1-a 4.15 2.02 0.90 7.58 複 I+V 

Rll-36-3 a F Sh 1 1.92 1.41 0.35 0.71 複 II 

Rll-36-4 a 礫 不明 1.84 C 

゜12-3 Rll-36-5 a F Sh 1-a 4.45 4.00 1.10 11.00 複＋自 I+V 

Rll-36-6 a F Sh 1 2.68 1.16 0.43 0.76 点 I+V 

8 Rll-36--7 a F Csh 3 1.35 1.10 0.40 0.26 細 I T 

゜13 Rll-36-8 a F Sh 1 3.70 2.31 0.75 4.42 欠 I 

Rll-36-9 a 礫 Ch 21 1.55 C 

゜Rll-36-10 a F Tu 1 l.ll 1.78 0.52 0.98 平 V 

Rll-36-11 a F Sh 1 1.41 1.60 0.39 0.47 複 I 

Rll-36-12 a 礫 Tu 4 0.94 C 

゜Rll-36-13 a F Sh 7 2.15 3.30 0.78 3.28 平 I+N 

10 Rll-36-14 a F Tu 1 2.50 1.90 0.85 3.08 欠 I+V H, T 

Rll-36-15 a F Tu 1 2.39 1.75 0.62 2.12 欠 I+II+ill+N 

Rll-36-16 b F Ch 2 1.21 1.70 0.45 0.56 平 III+N 

21-3 Rll-36-17 b F Csh 11-a 2.30 1.56 0.60 1.59 平 I+ill+N 

21-4 Rll-36-18 b Uf Csh 11-a 5.30 4.20 1.08 17.29 複 I+IV+V T 

゜21-1 Rll-36-19 b F Csh ll-a 2.50 1.50 0.58 1.32 平 I 

Rll-36-20 a F Ho 4 2.60 2.13 0.88 3.78 平 I+N 

Rll-36-21 a 礫 Tu ， - 73.51 B 

Rll-36-22 a F An 1 3.33 2.47 0.65 4.45 平 !+ID 

12-4 Rll-36-23 a F Sh 1-a 6.85 225 1.30 15.56 平 1+m+v 

12-5 Rll-36-24 a F Sh 1-a 2.20 1.42 0.51 1.40 平 I+V 

21-2 Rll-36-25 b F Csh 11-a 4.10 2.70 0.60 4.00 平 I T 

Rll-36-26 b F Csh 11 1.68 4.22 0.58 2.81 平 m+v 

23 Rll-37-2 b F Csh 12 2.35 3.00 0.85 4.36 欠 r+m+v 

20 Rll-37-3 b F Sh 5 2.05 1.74 0.50 0.76 平 I+ II +N T 

28 Rll-37-4 C F Csh 3 3.85 2.15 0.75 4.99 平 I+ID+N 

Rll-37-5 b F Ch 2 3.28 3.68 0.64 3.33 平 I+ II +N 

22-1 Rll-37-6 b F Csh 12-a 4.45 320 0.90 7.17 平 I+N+V 

Rll-37-7 b F Sh 5 2.64 3.45 0.69 2.34 複 I 

19 Rll-37-8 b F Tu 3 3.85 3.40 1.15 9.38 複 I+ II 

Rll-37-10 b F Sh 5 1.92 3.05 0.64 1.49 線 I 
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Rll-37-11 b F Tu 5 1.33 1.10 0.32 0.23 線 N+V 

゜Rll-37-12 b F Sh 5 1.42 0.82 0.59 0.44 複 I+N T 

17-1 Rll-45-2 a F Csh 6-a 3.00 2.25 8.00 3.27 細 I+V 

Rll-45-3 a F Tu 7 3.90 6.05 2.50 51.27 欠 I+ III+ N 

Rll-45-4-1 a F Csh 13 2.24 1.38 0.35 0.68 平 I 

Rll-45-4-2 a B Csh 13 1.12 1.45 0.38 0.26 I+N H,T,R 

゜Rll-45-5 a F Csh 13 2.02 2.01 0.60 1.67 平 I+N 

27 Rll-45-6 C Rf Csh 13 2.50 2.15 0.60 2.03 平 I+ II 

34-5 Rll-45-7 C F Csh 2-a 1.10 2.25 0.60 1.02 欠 I+ III +N 

34-8 Rll-45-8 C F Csh 2-a 2.85 2.71 0.75 2.52 平 l+N 

34-9 Rll-45-9 C Co Csh 2-a 355 3.72 3.85 5184 

Rll-45-10 C F Ry 4 1.69 1.19 0.72 1.14 平 I十皿 T 

30-5 Rll-45-11 C F Ry I-a 3.27 1.04 0.78 1.32 平 I + II 

31 Rll-45-12 C B Ry 1 2.00 141 0.54 1.06 線 I T 

30-4 Rll-45-13 C F Ry 1-a 3.30 363 0.71 7.90 平 I+N 

33 Rll-45-14 C Uf Ry 1 1.94 2.92 063 2.63 平 I + II T 

゜34-4 Rll-45-15 C F Csh 2-a 4.50 3.96 1.72 14.71 節 I +皿 +V

34-7 Rll-46-2 C Rf Csh 2-a 3.00 1.80 0.98 2.49 複 皿+N

Rll-46-3 C B Csh 3 1.29 0.82 0.34 0.19 平 I T 

30-14 Rll-46-4 C F Ry 1-a 1.34 0.80 0.18 0.17 I H 

Rll-46-5 C F Csh 3 0.78 112 0.36 0.20 I H 

30-8 Rll-46-6 C Uf Ry 1-a 4.02 5.31 1.37 19.85 複 I 

゜25 Rll-46-7 C B Sh 1 5.20 2.12 0.90 5.34 平 I+ II +N T 

゜34-1 Rll-46-8 C F Csh 2-a 2.42 4.69 093 9.34 自 V 

30-13 Rll-46-9 C F Ry 1-a 9.40 5.58 2.59 87.34 平 I+ III+ N 

30-2 Rll-46-10 C F Ry 1-a 3.00 1.73 0.52 1.49 複 I 

30-16 Rll-46-11 C Co Ry 1-a 8.94 5.96 3.40 132.91 平 I+N 

36 Rll-46-12 C B Ch 3 2.24 1.31 0.49 1.20 平 I T 

゜30-7 Rll-46-13 C F Ry I-a 5.39 4.20 1.27 17.03 複 I+ II +N 

Rll-46-14 C F Ry 1 2.20 1.90 0.64 1.94 平 I T,L,R 

29 Rll-46-15 C B Tu 2 6.94 3.95 0.86 23.21 複 I+ II +N T 

24 Rll-46-16 C B Sh 6 2.68 1.88 0.62 2.61 I H 

゜Rll-46-17 C F Csh 10 1.67 1.72 0.38 0.61 点 r+m 

゜
T 

34-6 Rll-46-18 C F Csh 2-a 3.15 1.85 1.21 4.63 平 I十皿 +N

34-3 Rll-46-19 C Co Csh 2-a 4.70 4.64 2.65 39.10 複 I+N 

30-15 Rll-46-20 C F Ry 1-a 2.11 2.92 0.50 1.52 平 I L 

30-9 Rll-46-21 C F Ry 1-a 2.22 1.82 0.72 2.27 平 I + IV 

30-11 Rll-46-22 C Uf Ry 1-a 4.02 4.00 1.97 17.46 平 I+N 

゜34-1 Rll-46-23 C F Csh 2-a R 11-46-8に記載

Rll-46-24 C F Csh 3 1.27 1.01 0.30 0.22 平 I + II 

Rll-46-25 C F Csh 3 138 1.05 0.58 0.57 複 I L,R 

Rll-46-26 C F Csh 3 2.15 1.00 0.31 0.44 平 I 

30.6 Rll-46-27 C F Ry 1-a 3.61 3.30 0.87 6.38 平 I 

30-12 Rll-46-28 C F Ry 1-a 5.30 2.36 1.80 13.18 平 I +IV+ V 

Rll-46-29 C F Csh 3 1.50 1.29 0.30 0.40 平 I + II 

30-3 Rll-46-30 C B Ry 1-a 4.64 3.00 0.55 5.67 複 I+N T 

゜35 Rll-46-31 C Uf Csh 2 4.06 2.18 0.90 6.18 複 I+ II+ V 

゜26 Rll-46-32 C F Sh 1 3.71 2.10 0.77 2.63 平 I + II 

Rll-46-33 C F Ag 1 1.70 1.60 0.77 1.68 複 II +N 

Rll-46-34 C Rf Csh 3 1.71 1.54 0.30 0.44 平 I 

Rll-46-35 C F Ry 1 1.18 2.21 0.27 0.39 I H 

Rll-46-36 C Rf Ry I 105 2.82 0.48 069 欠 I 

Rll-46-37 b F An 2 1.50 1.95 0.60 1.68 複 I トロトロ石

Rll-46-38 b F Sh 5 2.28 1.90 0.47 0.85 複 I 

30-1 Rll-46-39 C Uf Ry 1-a 3.80 2.09 0.55 2.46 欠 I 

゜30-10 Rll-46-40 C F Ry 1-a 5.78 3.94 2.12 28.50 平 I+N 

Rll-46-41 C F Csh 3 1.30 2.25 0.42 0.45 複 I 

32 Rll-46-42 C F Ry 1 3.15 3.10 1.15 5.15 複 I 

Rll-46-43 C F Ry 1 0.98 1.27 0.43 0.30 線 l+N R 

34-2 Rll-46-44 C Ssc Csh 2-a 2.45 1.50 1.02 2.34 欠 I+N+V 

34-4 Rll-46-45 C F Csh 2-a R 11-45-15に記載

34-4 Rll-46-46 C F Csh 2-a R 11-45-15に記載

Rll-47-2 b F Sh 6 1.02 1.10 0.38 0.28 複 I 

Rll-47-3 b F Sh 4 2.60 1.90 0.68 1.83 平 I+N 

Rll-47-4 b F Sh 3 1.50 1.70 0.40 0.50 細 I 

22-2 Rll-47-5 b F Csh 12-a 4.28 3.48 0.70 5.89 複 I 
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Rll-55-2 d F Ho 1 1.90 2.78 0.82 429 平 1 + n +m T 

Rll-55-3 d Pi Sh 3 3.30 1.47 1.08 3.91 平 I+m 

45-2 Rll-55-4 d F Ho 1 1.92 1.81 0.58 1.10 平 I 

Rll-55-5-1 d F Ch 5-a 3.70 1.05 0.77 4.11 平 V 

Rll-55-5-2 d 礫 Ho 3 4.53 C 

Rll-55-6 d 礫 Ry 8-a 1.53 C 

゜44 Rll-55-7 d 敲石 Ho 5 4.28 1.61 1.12 8.16 R 

゜Rll-55-8 d 礫 Ch 17 11.59 C 

Rll-55-9 d F Csh 5 1.90 1.81 0.58 1.02 複 I L 

Rll-55-10 d F Tu 1 1.44 1.31 0.59 0.77 欠 I+ Il T 

45-1 Rll-55-11 d Co Ch 5-a 4.50 3.30 2.82 46.19 欠 I+V 

Rll-55-12 d 礫 Ho 6 19.73 A 

Rll-56-2 d F Ry 5 3.15 1.65 0.97 2.84 平 I L 

Rll-65-2-1 d 礫 Ry 8-a 1.21 C 

RU茄 2-2 d 礫 Ry 8 0.37 C 

Rll-65-3 d 礫 Ho 3 28.71 B 

46-1 Rll-65-4 d F Ho 7-a 2.24 4.40 1.50 14.06 自 I + II 

RU茄 5 d 礫 Ry 8-a 71.08 C 

゜Rll-65-6 d 礫 Ry 8-a 187.28 C 

゜Rll-65-7 d F Ch 4 2.45 2.54 0.61 3.47 平 V T 

Rll-65-8 d F Sh 3 1.61 1.43 0.50 0.72 平 I+V 

40 Rll-65-9 d F Tu 6 7.55 6.52 1.94 57.14 欠 II +V T 

゜46-2 Rll-65-10 d F Ho 7-a 3.50 4.40 2.43 31.33 自 V 

Rll-65-11 d F Ch 4 1.30 1.20 0.21 029 平 I+V T 

Rll-65-12 d 礫 Ch 18 3.59 2.71 2.68 32.32 A 

Rll-65-13 d F Ho 3 2.42 1.82 0.78 3.03 線 I 

41 Rll年 14 d F Tu 1 2.02 2.02 0.19 3.12 複 I+N T 

Rll-65-15 d 礫 Ch 19 4.21 2.06 2.08 26.14 A 

Rll-65-16 e B Csh 12 2.74 2.05 0.76 220 I H 

Rll-65-17 d F Csh 7 Rll括 18に記載

58 R11茄 18 e B Csh 12 4.55 1.80 0.82 5.44 平 I+N+V 

゜Rll-65-19 e Rf Csh 9 5.97 3.20 1.80 33.48 V H 

Rll-65-20 e F Csh 7 4.00 2.15 0.46 1.68 平 I+ill T 

56-4 Rll-65-21 e F Csh 12-d 2.58 1.78 0.78 1.31 複 I+N+V 

5邸 Rll-65-22 e F Csh 12-d 1.48 0.90 0.40 0.39 平 II +V L 

Rll-65-23 e F Csh 12 0.92 1.58 0.92 0.31 平 I 

Rll茄 24 e F Sh 1 1.37 1.00 0.18 0.24 I T,L 

Rll-65-25 e B Ho 2 421 2.18 0.72 4.67 平 I+W T 

゜53 Rll-65-26 e Co Ch 1 2.16 1.82 1.39 4.52 

50 Rll-65-27 e F Csh 3 1.02 1.46 0.45 0.47 複 I R 

Rll-65-28 d 礫 Sa 4 5.20 2.42 2.13 37.52 A 

Rll-65-29 d F Tu 1 1.42 1.02 0.68 0.64 平 I+ Il +N 

42 Rll-65-30 d F Tu 1 2.61 1.51 0.52 1.35 平 II +N T 

46-3 Rll岳 31 d Co Ho 7-a 4.06 3.13 3.29 57.25 

Rll-65-32 d 礫 Ry 8-a 1.31 C 

゜37 Rll-65-33 d Pi Csh 5 1.72 1.66 0.70 1.87 線 I+ill 

39 Rll茄 34 d Pi Ho 1 3.29 2.71 0.96 7.43 線 I T 

61 Rll括 36 e F Csh 12 4.30 4.30 1.03 12.40 複 I T,L 

57-2 Rll-65-37 e B Csh 12-e 6.41 3.15 1.50 20.02 複 I+W 

Rll-65-38 d 礫 Sa 5 7.23 3.80 2.52 67.14 A 

Rll-65-39 d 礫 Ch 20 5.12 3.00 2.32 43.41 A 

55-2 Rll-65-40 e F Csh 12-c 2.20 1.11 1.00 1.42 I+N H 

Rll知 l e F Csh 12 0.98 1.63 0.19 0.27 I H,L 

56-2 Rll-65-42 e F Csh 12-d 2.32 2.41 0.57 1.45 I+V 

43 Rll-65-43 d 敲石 An 3 6.78 4.11 3.20 112.18 

゜
H 

゜Rll-65-44 e F Csh 12 3.31 5.18 0.81 11.69 複 I T,R 

38 Rll-65-45 d Pi Csh 5 2.40 2.64 0.76 3.72 線 I+m 

Rll茄 2 d C Sh 1 0.03 

Rll-66-3 e F Csh 12 2.16 2.06 0.77 2.95 平 I+V T,L 

Rll-66-4 e F Csh 12 0.61 1.10 0.18 O.Dl 平 I + II T 

16-2 Rll-66-5 e B Csh 1-b 4.89 2.10 0.84 6.39 平 1+11+m+v T 

54-2 Rll茄 6 e Co Csh 12-b 4.21 4.43 1.58 26.93 平 I+ II+ V 

註 lRll-66-7 e Rf Csh 12-b 2.05 2.40 0.69 2.99 平 I+ II十皿 +N

60 Rll-66-8 e F Csh 12 1.48 1.16 0.30 0.36 線 I T 

Rll-66-9 e F Csh 7 Rll-65-20に記載

55-1 Rll-66-10 e F Csh 12-c 2.33 2.55 0.89 3.42 複 N+V 
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Rll-66-11 e B Ry 3-a 3.01 1.46 0.70 2.13 複 I 

Rll-66-12 e F Csh 12 1.82 1.22 1.15 0.78 平 V 

51 Rll-66-13 e F Ag 2 1.60 2.10 0.56 1.34 線 I 

゜57-1 Rll-66-14 e B Csh 12-e 2.70 1.52 0.60 2.44 複 I 

Rll-66-15 e F Csh 12 1.91 1.06 0.44 0.46 平 I+N 

47 Rll-66-16 e B Csh 13 7.39 2.74 1.60 21.19 平 I T 

゜55-3 Rll-66-17 e F Csh 12-c 4.92 5.40 2.21 48.04 複 I + II + V 

Rll-66-18 d F Csh 7 3.35 2.28 0.98 3.62 平 I L 
59 Rll-66-19-1 e B Csh 12 3.60 1.44 0.58 2.13 平 I + II T 

Rll-66-19-2 e F Ry 3-a 2.03 1.81 0.89 2.33 平 I+W T 

Rll-66-20 e F Csh 12 1.18 1.66 0.28 0.30 平 I+W 

48 Rll-66-21 e F Csh 7 1.60 1.82 0.38 0.79 線 I + IV T 

゜52 Rll-66-22 e F Csh 4 3.81 2.22 1.05 6.41 線 I+N 

49 Rll-66-23 e F Csh 8 2.18 1.53 0.43 1.00 複 I T 

゜56-5 Rll-66-24 e F Csh 12-d 4.11 2.60 1.34 6.18 平 皿+N

56-3 Rll-66-26 e Uf Csh 12-d 3.00 2.63 0.58 3.02 平 I+V 

゜Rll-66-27 e F Csh 7 R 11-65-20に記載

Rll-66-28 e F Csh 12 1.92 2.66 0.69 2.28 複 II +V R 

Rll-66-29 e F Csh 12 1.80 2.49 0.86 2.70 複 I+N T 

B 地点 24個

測量値

図版No 避 器種 石材 母岩No 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重量(g) 打面 背面構成 被熱 折れ面 使用痕 備考

4 S 11-30-2 Uf Csh I 4.55 5.00 1.30 19.89 自 IV 

゜8-1 S 11-30-3 F Csh 14-c 1.50 2.00 0.20 0.74 平 I+N 

9 S 11-31-2 F Csh 14 1.70 1.95 0.40 1.45 平 I+N T 

1 S 11-40-2 Kn An 4 3.95 1.30 0.80 3.57 平 III T 

S 11-40-3 F Ry 3 1.30 0.85 0.20 0.11 線 I 

6-1 S 11-40-4 F Csh 14-a 4.49 2.20 0.90 4.68 V T, L 

S 11-40-5 F Csh 14 2.00 2.70 0.30 1.29 平 I + II 

7-1 S 11-40-6 F Csh 14-b 5.30 3.49 1.05 9.14 平 I+II+N+V 

8-2 S 11-40-7 F Csh 14-c 1.74 1.65 0.48 0.75 平 I+ II十W

S 11-40-8 F Csh 13 1.30 2.50 1.20 3.69 平 I 

S 11-40-9 F Ry 3 2.17 2.80 0.50 2.15 I + II H 

7-4 S 11-40-10 F Csh 14-b 4.40 4.30 1.10 10.05 複 I +IV+ V 

S 11-40-11 C Ry 3 0.15 

3 S 11-40-12 B Csh 7 3.45 0.95 0.55 1.06 複 I十皿 +N T 

7-3 S 11-40-13 F Csh 14-b 2.85 3.41 1.00 4.10 複 I十皿 +N

5-1 S 11-40-14 F Ry 3-b 2.75 3.20 1.20 5.64 平 I+ III +N  

S 11-41-2 F Ry 3 2.35 2.60 0.50 2.38 平 I十皿 T 

S 11-41-3 F Ry 3 2.15 1.90 0.20 0.87 複 II T 

5-2 S 11-41-4 F Ry 3-b 1.80 1.75 0.40 1.01 I十皿 H 

S 11-41-5 F Ry 2 1.55 1.80 0.50 0.68 細 I+N T, R 

2 S 11-41-6 B Ry 2 2.80 1.08 0.10 3.93 平 I T 

゜7-1 S 11-41-7 F Csh 14-b S 11-40-6に記載

6-2 S 11-41-8 F Csh 14-a 2.75 2.00 0.40 1.23 I+V H 
不明 F Ry 3 0.81 1.03 0.30 0.15 複 I T 

C 地点 4個

測量値

図版No 選 器種 石材 母岩No 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重量(g) 打面 背面構成 被熱 折れ面 使用痕 備考

1 S 11-54-2 F An 5 1.30 1.15 0.50 0.64 平 I T 

4 S 11-55-2 C Ch 1 0.90 080 2.10 0.13 I T 

2 S 11-64-2 F Ch 6 1.90 1.75 0.50 0.75 平 I T, L 

3 S 11-65-2 C Ch 6 1.00 0.72 0.24 0.15 複 I+ID T 

D 地点 54個

測量値

図版No 遺 器種 石材 屈岩No 長(cm) 幅(cm} 厚(cm) 重量(g) 打面 背面構成 被熱 折れ面 使用痕 備考

10 S 12-14-2 F Csh 16 5.90 2.60 2.80 23.41 平 I 

S 12-14-3 F Ob 1 1.95 1.75 0.65 1.31 乎 I + II T 

13-19 S 12-14-4 Co Ob 1-a 4.30 4.25 2.70 44.48 

11 S 12-14-5 F Csh 16 4.20 3.95 1.10 13.12 平 I+ III+ N 

13-16 S 12-14-6 F Ob 1-a 3.40 2.50 1.00 4.88 点 I 

4-1 S 12-14-7 Kn Csh 13-a S 12-14-14に記載

13-18 S 12-14-8 F Ob 1-a 4.75 2.65 1.60 11.84 平 I + II十 W T 
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S 12-14-9 C Ob 1 0.70 0.75 0.20 0.01 

13-10 S 12-14-10 F Ob 1-a 3.95 3.00 1.10 9.86 複 I+ II 

13-4 S 12-14-11 Kn Ob 1-a 5.60 2.30 1.30 12.95 複 I+ II十W

5-2 S 12-14-12 F Csh 16-a 1.90 2.35 0.50 1.43 平 I + II十N+V

13-8 S 12-14-13 F Ob 1-a 4.25 5.15 1.50 27.37 複 I十皿 +V

4-1 S 12-14-14 Kn Csh 13-a 5.00 2.45 1.10 10.33 平 I+ II 

゜S 12-14-15 C Ob 1 0.70 0.45 0.10 0.00 

S 12-14-16 C Ob 1 0.50 0.55 0.10 0.00 

5-1 S 12-14-17 F Csh 16-a 1.75 2.15 0.20 1.01 平 I + II + V 

13-17 S 12-14-18 F Ob 1-a 3.60 3.30 1.40 10.90 欠 I+ II+ N 

S 12-14-19 F Csh 15 1.05 1.20 0.35 0.24 平 I 

13-2 S 12-14-20 F Ob 1-a 1.51 1.28 0.34 0.25 複 I+V R 

1 S 12-14-21 Kn Csh 15 4.20 2.00 1.05 9.09 平 I+ II T 

13-7 S 12-14-22 F Ob 1-a 1.65 1.05 0.35 0.36 平 I+ II R 

13-11 S 12-14-23 F Ob 1-a 2.25 2.35 1.75 5.37 複 I+N 

S 12-14-24 F Ob 1 1.00 1.20 0.20 0.18 平 I 

13-9 S 12-23-2 F Ob 1-a 3.50 3.00 1.10 8.48 複 I T 

S 12-24-2 F Csh 16 1.65 1.10 0.20 0.43 平 I 

9 S 12-24-3 Rf Csh 16 4.65 2.40 0.65 4.36 平 I十皿

7 S 12-24-4 B Csh 16 6.00 3.50 1.20 18.30 I+ Ill H 

゜13-14 S 12-24-5 F Ob 1-a 0.70 1.25 0.30 0.14 平 N T,L,R 

13-13 S 12-24-6 F Ob 1-a 1.20 1.65 0.50 0.76 I +ID +N H.L.R 

6 S 12-24-7 Kn Csh 16 3.40 1.60 0.80 3.39 細 I + II T 

S 12-24-8 F Csh 15 1.50 1.50 0.40 0.77 平 I + II T 

S 12-24-9 F Ob 1 0.90 1.20 0.25 0.17 平 I+ II +N 

S 12-24-10 F Ob 1 1.40 1.10 0.90 0.95 平 I T 

13-4 S 12-24-11 Kn Ob 1-a S 12-14-11に記載

8 S 12-24-12 B Csh 16 3.70 2.10 0.50 2.23 乎 I 

S 12-24-13 C Ob 1 0.70 0.75 0.10 0.06 

S 12-24-14 B Ob 1-a S 12-24-22に記載

8 S 12-24-15 B Csh 16 S 12-24-12に記載

S 12-24-16 Rf Csh 15 0.83 1.12 0.25 0.10 線 I + II 

2 Sl2-24-17 Uf Csh 15 4.27 2.45 1.00 7.14 複 I+ill+N 

゜13-5 S 12-24-18 F Ob 1-a 1.18 2.00 0.55 0.81 平 I+ II 

12 S 12-24-19 Co Csh 16 4.00 4.70 4.75 47.97 

13-16 S 12-24-20 F Ob 1-a 2.82 2.20 0.60 2.55 平 I+ II T,L,R 

13-2 S 12-24-21 F Ob 1-a S 12-14-20に記載

13-12 S 12-24-22 B Ob 1-a 7.55 2.80 2.80 31.18 平 I+ffi+N+V 

S 12-24-23 F Ob 1 l.ll 0.95 0.15 0.09 平 I十皿

4-2 S 12-24-24 F Csh 13-a 1.00 1.15 0.20 0.23 平 I 

13-16 S 12-24-25 F Ob 1-a 5.70 4.20 1.30 17.95 平 I+II十皿+IV+V T.L 

13-1 S 12-24-26 B Ob 1-a 6.05 1.90 1.75 16.25 平 I+ III T 

゜S 12-24-27 F Csh 15 1.30 120 0.30 0.35 平 I 

S 12-24-28 C Ob I 0.90 0.60 0.25 0.08 

13-15 S 12-24-29 F Ob 1-a 1.95 1.45 0.65 0.98 平 I 

S 12-24-30 F Csh 15 1.32 1.15 0.30 0.26 平 I 

3 S 12-25-2 敲石 Ho 8 0.69 0.34 0.32 118.91 

゜E 地点 11個

測量値

固版No 遺 器種 石材 母岩No 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重櫨(g)打面 背面構成 被熱 折れ面 使用痕 備考

6 T 11-61-2 F Sh 4 0.49 0.30 0.15 14.70 複 I+ III +IV+ V 

Tll-61-3 F Tu 8 4.70 4.60 1.30 18.43 平 II+ IV 

5 Tll-62-2 F Tu 8 4.50 2.40 1.05 7.60 平 I+V 

2 Tll-62-3 Uf Sh 2 3.50 3.30 0.80 9.15 平 I+V 

゜1 Tll-62-4 B Ag 3 4.00 2.00 0.90 6.10 複 I 

3 T 11-62-5 F Csh 17 3.00 1.75 0.80 3.77 平 I+V 

9 Tll-62-6 敲石 Ry 7 9.00 5.90 4.50 290.19 H 

゜8 T 11-62-7 Co Ch 7 4.10 2.10 1.40 16.00 

Tll-62-8 F An 2 2.30 2.15 0.80 2.02 平 I 

゜4 Tll-62-9 F An 6 2.10 3.95 1.20 5.30 平 I + II トロトロ石

7 Tll-62-10 Co An 7 4.10 2.90 1.40 17.85 平 I +III+IV T 
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単独出土 1個

測量値

図版NoI 細和f I器種 1石材 1母岩Nol長(cm)I幅(c五］厚(cm)I重量(g)I打面 1 背面構成 1被熱 1折れ面1使用痕
R 11-88-152 礫 Ry 8 0.84 C 0 

備考

F 地点 1081個（石器551,礫530)

測量値

図版No グリッド カック 器種 石材 母岩No長(cm)幅(cm) 厚(cm)重量(g) 打面 背面構成 遺存度 被熱 折れ面 使用痕 備考

R 11-87-2 a 礫 Sa 23 1.04 C 

゜R 11-87-3 a 礫 Sa 15-a 48.50 C 

゜R 11-88-1-1 a 礫 Sa 6 2.05 C 

゜Rll-88-1-2 a 礫 Sa 10-a 3.80 C 

゜R 11-88-1-3 a 礫 Sa 6-b 3.70 C 

゜R 11-88-1-4 a 礫 Sa 13-a 11.63 C 

゜R 11-88-1-5 a 礫 Sa 8-a 1.83 C 

゜Rll-88-1-6 a 礫 Sa 13-a 8.62 C 

゜6 R 11-88-1-7 a Uf Ch 11 2.70 1.80 0.30 1.09 線 I+ II+ N 

゜R 11-88-1-8 a F Ag 7 1.60 2.35 0.35 0.61 乎 II 

R 11-88-1-9 a Rf Csh 22 1.20 0.95 0.30 0.30 平 II L 

R 11-88-1-10 a C Csh 22 O.D7 

R 11-88-1-11 a C Csh 22 0.04 

14-2 R 11-88-1-12 a B Csh 22-a 3.14 1.91 0.61 2.84 I +IV+ V H 

R 11-88-1-13 a F Ag 不明 1.01 1.00 0.38 0.15 平 I + IV 

R 11-88-1-14 a F Ag 不明 1.24 1.30 0.38 0.47 複 I 

R 11-88-1-15 a F Ag 13 0.90 1.33 0.27 0.23 平 I 

Rll路 1-16 a B Ag 12 1.38 0.81 0.28 0.21 平 I 

゜
T 

゜R 11-88-1-17 a F Ag 12 2.80 2.04 0.76 2.58 平 I 

゜R 11-88-2 a 礫 Sa 31 -a 57.70 B 

゜R 11-88-3 a 礫 Ch 34 1.68 B 

16 R 11-88-4 a B Csh 22 3.40 1.30 0.30 0.77 I+ II H 

R 11-88-5 a 礫 Sa 16 0.47 C 

゜R 11-88--6 a 礫 Sa 21 3.97 C 

゜R 11-88-7 a 礫 Tu 15-a 3.91 C 

゜7&-1 R 11-88-8 a B Ag 5b 4.72 1.78 1.40 7.87 平 I+ III T 

゜
dプロックで接合

R 11-88-9 a 礫 Tu 15-a 144.58 B 

゜R 11-88-10 a Rf Ag 不明 1.66 1.80 0.42 1.10 欠 JI H 

R 11-88-11 a 礫 Sa 17-a 7.15 C 

゜20 Rll槌 12 a F Csh 22 2.70 3.30 0.60 2.84 複 I 

R 11-88-13 a F Ag 7 2.90 2.95 1.50 9.70 平 I + II十 III+N

R 11-88-14 a F Csh 22 1.50 1.25 0.10 0.22 平 I 

R 11-88-15 a 礫 Sa 10-a 36.13 C 

゜15-2 R 11-88-16 a F Csh 22-b 4.20 4.30 0.70 7.33 複 I + IV 

Rll-88-17 a F Ag 不明 1.73 1.80 0.61 1.31 欠 I+V T 

R 11-88-18 a 礫 Ch 41 5.40 3.30 2.60 6820 A 

゜R 11-88-19 a F Ag 不明 2.38 1.65 0.40 0.96 平 I+W 

R 11-88-20 a 礫 Sa 15-a 3.69 C 

゜R 11-88-21 a 礫 Sa 15-a 22.36 C 

゜Rll-88-22 a 礫 Sa 12-a 18.16 C 

゜R 11-88-23 a F Ag 7 1.60 1.90 0.95 1.65 平 N 

Rll-88-24 a 礫 Sa 23 2.94 C 

゜Rll-88-25 a 礫 Sa 23 3.70 C 

゜R 11-88--26 a 礫 Sa 12-a 28.21 C 

゜17 Rll—路27 a B Csh 22 2.20 1.95 0.40 1.57 平 I+ II +N T 

゜Rll路 28 a F Ag 7 1.70 1.85 0.30 0.86 欠 I +皿

R 11-88-29 a F Ag 12 2.25 2.11 0.70 2.35 複 I 

゜
T 

R 11-88-30 a 礫 Sa 8-a 19.61 C 

゜10-2 R 11-88-31 a F Ho 13-a 6.49 5.34 2.70 94.86 

R 11-88-32 a 礫 Sa 6-b 3.48 C 

゜R 11-88-33 a 礫 Sa 10-a 1.62 C 

゜R 11-88-34 a 礫 Ch 40 44.35 B 

゜Rll-88-35 a F Ag 15 2.14 2.00 1.08 3.33 複 I T 

Rll-88-36 a 礫 Sa 47 0.90 C 

゜R 11-88-37 a F Sh 21 2.00 1.70 0.60 1.43 平 I + IV T 

R 11-88-38 a B Csh 22 1.90 0.80 0.30 0.40 平 I T 

R 11-88-39 a F Ag 8 1.20 1.23 0.30 0.28 線 I T 
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R 11-88-40 a 礫 Sa 23-b 3.02 C 

゜R 11-88-41 a 礫 Sa ll-a 3.31 C 

゜R 11-88--42 a 礫 Sa 10-a 6.71 C 

゜R 11-88-43 a 礫 Sa 69 7.30 4.20 3.70 164.44 A 

7 R 11-88-44 a Co Ag 11 3.45 3.45 3.63 55.81 

Rll-88--45 a 礫 Sa 23-a 1.85 C 

゜8-2 Rll-88-46 a B Csh 23-a 3.03 122 0.68 1.01 平 I 

R 11-88-47 a 礫 Sa 23-b 2.02 C 

゜R 11-88-48 a 礫 Sa 15-a 21.85 C 

゜R 11-88-49 a Rf Ag 12 2.02 1.84 0.78 1.96 平 I 

R 11-88-50 a 礫 Sa 23-a 18.17 C 

゜R 11-88-51 a F Ag 不明 1.63 1.95 0.68 1.25 平 V 

2 R 11-88-52 a B Ag 5 3.25 2.82 0.57 3.63 複 I T 

゜Rll-88-53 a 礫 Sa 10-a 13.65 C 

゜R 11-88--54 a 礫 Sa 10-a 22.59 C 

゜R 11-88-55 a 礫 Sa 10-a 8.47 C 

゜Rll-88--56 a 礫 Sa 11-a 1.87 C 

゜R 11-88-57 a F Ag 12 4.50 2.91 0.98 7.80 欠 V 

゜R 11-88-58 a F Ag 不明 2.72 2.30 0.61 2. 侶 複 I 

R 11-88-59 a 礫 Sa 8-a 7.87 C 

゜R 11-88-60 a 礫 Sa 70 6.60 4.70 3.50 129.95 A 

゜R 11-88-61 a F Sh 12 1.10 1.60 0.40 0.50 線 I+Il+N+V 

R 11-88-62 a 礫 Sa 13-a 36.15 C 

゜Rll槌 63 a 礫 Sa 8-a 58.21 C 

゜Rll総 64 a 礫 Sa 13-a 40.43 C 

゜R 11-88-65 a 礫 Sa 13-a 29.02 C 

゜R 11-88-66 a 礫 Sa 12-a 118.84 C 

゜R 11-88-67 a 礫 Ch 23-a 18.09 C 

゜R 11-88-68 a F Csh 22 1.70 2.00 0.40 0.80 複 I + VI 

R 11-88-69 a 礫 Tu 14-a 34.10 C 

゜9-2 R 11-88-70 a B Ag 4-f 3.89 2.04 0.68 4.24 平 I T 

゜R 11-88-71 a 礫 Sa 10-a 4.51 C 

゜Rll総 72 a 礫 Sa 10-a 1.60 C 

゜R 11-88-73 a 礫 Sa 21 0.72 C 

゜Rll総 74 a 礫 Sa 53 0.70 C 

Rll-88-75 a 礫 Sa 10-a 3.59 C 

゜R 11-88-76 a 礫 Sa 15-a 14.02 C 

゜Rll-認 77 a Rf Ch 11 2.50 1.55 0.50 1.10 平 I+ III 

R 11-88-78 a 礫 Sa 10-a 823 C 

゜R 11-88-79 a 礫 Ch 23-a 11.84 C 

゜Rll-88-80 a 礫 Ho 20 74.37 B 

゜R 11-88-81 a 礫 Sa 11-a 39.31 C 

゜R 11-88-82 a 礫 Qu 1 1.80 1.10 1.00 2.74 A 

゜Rll-88-83 a 礫 Sa 16-a 8.35 C 

゜Rll-88-84 a F Ag 不明 2.41 2.23 0.51 2.42 複 I +N+VI 

RU撻 85 a F Ag 不明 2.60 2.92 0.74 3.00 自 I+V 

R 11-88-86 a 礫 Sa 15-a 15.10 C 

゜Rll-88-87 a B Ag 12 3.29 1.50 0.79 2.51 平 I+N 

゜ ゜Rll-88-88 a F Ch 11 1.20 1.10 0.20 0.31 平 I T 

R 11-88-89 a 礫 Sa 71 4.90 4.00 2.85 78.14 A 

゜Rll-88-90 a 礫 Sa 11-a 19.49 C 

゜R 11-88-91 a 礫 Sa 11-a 11.10 C 

゜Rll-88-92 a 礫 Sa 67 83.97 C 

゜Rll-88-93 a 礫 Sa 72 7.00 4.10 2.80 100.14 A 

゜Rll-88-94 a 礫 Sa 8-a 9.84 C 

゜R 11-88-95 a F Csh 22 0.70 1.15 0.30 0.08 複 I 

R 11-88-96 a 礫 Sa 13-a 119.61 C 

゜R 11-88-97 a 礫 Sa 8-a 36.94 C 

゜R 11-88-98 a 礫 Sa 8-a 16.24 C 

゜R 11-88-99 a 礫 Ry 11-a 68.48 C 

゜10-2 R 11-88-100 a Co Ho 13-a R 11-88-31に記載
18 R 11-88-101 a B Csh 22 6.45 2.10 0.90 8.13 複 I+N+V T 

゜R 11-88-102 a 礫 Sa 10-a 2.05 C 

゜14-4 R 11-88-103 a B Csh 22-a 4.11 3.10 0.60 7.81 複 I+N 

R 11-88-104 a 礫 Sa 15-a 24.28 C 

゜Rll-88-105 a F Ag 不明 2.00 3.40 0.71 3.79 複 I 
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Rll路 106 a B Ag 12 2.44 1.69 0.88 2.73 平 I + II 

゜
T 

R 11-88-107 a 礫 Sa 17-a 44.83 C 

゜R 11-88-108 a F Ry 6 1.00 1.40 020 0.26 欠 I H 
5 R 11-88-109 a B Ag 不明 3.53 2.48 0.70 4.59 平 I+N 

R 11-88-110 a 礫 Sa 11-a 13.04 C 

゜R 11-88-111 a 礫 Sa 8-a 15.94 C 

゜R 11-88-112 a 礫 Sa 13-a 1.08 C 

゜12 R 11-88-113 a F Sh 9 4.15 2.65 0.80 6.78 細 I 

4 R 11-88-114 a B Ag 13 621 1.75 0.82 622 平 I + II 

Rll-88-115 a B Ag 12 1.70 1.08 0.38 0.52 欠 I 

゜
H,T 

R 11-88-116 a 礫 Sa 16 6.40 C 

゜77-8 R 11-88-117 a F Ag 5-d 3.84 3.40 1.14 14.09 平 I+V dプロックで接合

R 11-88-118 a F Ag 6 4.95 3.50 1.10 13.32 平 I+ID+IV 

R 11-88-119 a 礫 Sa 16-a 2.96 C 

゜10-1 R 11-88-120 a F Ho 13-a 4.00 3.45 1.68 14.90 平 I+V 

8-1 R 11-88-121 a B Csh 23-a 3.15 2.05 1.00 422 複 I+ II十W T 

R 11-88-122 a 礫 Sa 8-a 19.10 C 

゜R 11-88-123 a 礫 Sa 16 0.36 C 

゜14-1 R 11-88-124 a Kn Csh 22-a 3.70 2.20 0.65 3.96 欠 11+m+v T 

R 11-88-125 a 礫 Sa 12-a 58.85 C 

゜3 R 11-88-126 a B Ag 不明 3.00 1.30 0.77 2.48 欠 I H 

Rll槌 127 a F Ry 6 2.00 1.75 0.40 0.80 欠 II +m H 

R 11-88-128 a 礫 Sa 23 2.52 C 

゜R 11-88-129 a B Sh 12 1.50 1.40 0.40 1.78 複 II +N T 

Rll-88-130 a C Ag 12 0.15 

R 11-88-131 a F Ag 不明 1.62 2.00 0.50 1.57 節 I+ II T 

R 11-88-132 a F Sh 15 1.70 1.80 0.30 0.98 複 I+N T,R 

R 11-88-133 a B Ch 11 2.20 0.75 0.20 0.28 平 I 

R 11-88-134 a 礫 Sa 13-a 6.60 C 

゜R 11-88-135 a 礫 Sa 8-a 7.83 C 

゜R 11-88-136 a B Ag 不明 1.80 0.94 0.43 0.61 複 I+m T 

R 11-88-137 a 礫 Sa 8-a 56.31 C 

゜R 11-88-138 a 礫 Sa 16-a 54.66 C 

゜R 11-88-139 a 礫 Sa 10-a 7.22 C 

゜Rll-88-140 a 礫 Sa 10-a 13.05 C 

゜14-5 R 11-88-141 a F Csh 22-a 4.83 3.50 1.00 16.66 平 I十皿十N+V

R 11-88-143 a F Ag 不明 3.00 2.42 0.58 2.73 複 I+V T 

R 11-88-144 a F Csh 22 1.80 1.70 0.50 1.24 平 I+m 

Rll-88-145 a C Csh 22 0.07 

R 11-88-146 a 礫 Sa 11-a 3.88 C 

゜R 11-88-147 a 礫 Sa 10-a 35.38 C 

゜15-1 Rll-88-148 a F Csh 22-b 1.70 1.50 0.30 027 複 I 

R 11-88-149 a 礫 Sa 10-a 10.34 C 

゜Rll-88-150 a F Csh 22 1.25 1.20 0.25 028 欠 I T 

R 11-88-151 a B Ag 12 1.59 2.11 0.79 1.94 欠 II +m 

゜
H,T 

R 11-89-2 b 礫 Sa 18-a 31.73 C 

゜R 11-89-3 b Sc Ag 14 2.35 2.78 1.09 7.24 平 m+v 

Rll-89-4 b Co Sh 20-a 6.58 5.30 3.90 73.38 

゜Rll-89-5 b 礫 Sa 24-a 32.21 C 

゜R 11-89-6 b 礫 Sa 9-a 5.59 C 

゜Rll-89-7 b 礫 Sa 6-a 6.28 C 

゜32 Rll-89-8 b Pi Ch 13 2.75 1.20 120 3.88 複

Rll-89-9 b 礫 Sa 19 1.25 C 

゜Rll-89-10 b B Ag 15 3.00 2.93 0.94 5.91 I+II+N H 

゜Rll-89-11 b 礫 Ch 町 0.55 C 

゜R 11-89-12 b F Sh 10 2.70 2.75 0.70 3.56 平 I T,R 

35 R 11-89-13 b Uf Ch 12 3.20 1.75 0.90 2.57 平 I+ II +m 

゜Rll-89-14 b B Sh 10 1.85 1.50 0.30 0.59 平 I T,L 

゜R 11-89-15 b 礫 Ch 27-a l切.67 B 

゜Rll-89-16 b 礫 Sa 24-a 92.05 C 

゜R 11-89-17 b 礫 Sa 24-a 30.74 C 

゜Rll-97-2 C F Ag 不明 1.12 1.73 025 0.32 自 I 

R 11-97-3 C C Ag 12 0.04 

゜Rll-97-4 a 礫 Sa 41-a 60.48 C 

R 11-97-5 a 礫 Ch 22 4.41 C 

゜10-2 Rll-97-6 a F Ho 13-a R 11-88-31に記載
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1 R 11-97-7 a Gr Ag 5 321 2.75 0.87 6.87 平 I 

R 11-98-2 a 礫 Sa 50 1.73 

゜R 11-98-3 a 礫 Sa 50 0.34 

゜R 11-98--4 a 礫 Sa 10-a 18.76 

゜R 11-98-5 a 礫 Ry ll-a 49.94 

゜R 11-98-6 a 礫 Sa 50 0.72 

゜R 11-98-7 a 礫 Sa 13-a 6.32 

゜R 11-98-8 a 礫 Sa 58 87.34 

゜R 11-98-9 a Rf Ob 2 2.30 1.80 1.10 5.97 平＋節 I+N 

R 11-98-10 a B Ag 12 1.70 0.90 0.63 1.17 複 I 

゜
T 

R 11-98-11 C 礫 Sa 13-a 29.50 C 

゜R 11-98-12 b Rf Ag 不明 4.60 1.30 1.08 2.78 複 N 

Rll-98-13 b 礫 Sa 10-a 8.82 C 

゜R 11-98-14 a 礫 Sa 16-a 114.72 C 

゜R 11-98-15 a 礫 Sa 13-a 75.56 C 

゜Rll-98-16 a 礫 Ch 25-b 7.23 C 

゜R 11-98-17 a 礫 Ry 14 6.40 3.70 3.15 81.00 A 

゜R 11-98-18 a 礫 Sa 55 0.44 C 

゜R 11-98-19 a 礫 Sa ll-a 13.17 C 

゜R 11-98-20 a F Ag 12 1.20 0.90 0.47 0.43 点 III+N 

゜
T,L,R 

R 11-98-21 a 礫 Sa 10-a 22.49 C 

゜R 11-98-22 a 礫 Sa 10-a 15.45 C 

゜R 11-98-23 a 礫 Sa 11-a 5.30 C 

゜R 11-98--24 a F Csh 22 1.90 2.15 0.50 2.29 線 I+V T 

R 11-98--25 a F Ag 4-d 2.50 1.96 0.49 1.28 平 I 

58 R 11-98--26 C F Ag 4 2.33 3.32 0.80 4.89 細 I 

R 11-98-27 C B Ag 15. 1.70 1.58 0.68 1.31 平 I T 

R 11-98-28 C Uf Ag 不明 1.40 2.75 0.30 0.75 平 I 

゜R 11-98-29 C Uf Ag 不明 1.70 1.46 0.36 0.57 複 II +N T 

゜R 11-98-30 C Uf Ag 不明 1.38 1.24 0.49 0.29 欠 I 

゜R 11-98-31 C Uf Ag 不明 2.29 0.80 0.50 0.58 平 I+N 

゜R 11-98-32 C F Ob 3 1.50 1.00 0.30 0.15 点 I 

Rll-98--33 C F Ag 12 2.16 1.65 0.50 1.05 平 I 

゜R 11-98-34 C F Ag 4-d 1.53 1.20 0.41 0.46 平 I L 

R 11-98-35 C B Ag 12 1.92 1.24 0.46 0.91 欠 I+N 

゜
T 

Rll-98-36 C 礫 Sa 10-a 15.01 

゜R 11-98-37 C B Ag 12 2.12 1.71 0.58 1.63 複 I+V C 

゜
T 

R 11-98-38 C F Ag 不明 1.00 0.59 0.08 0.05 線 I 

56 R 11-98-39 C F Ag 5 2.62 1.92 0.53 2.03 複 II+ IV T 

R 11-98-40 C F Ag 4 3.82 3.90 0.95 6.61 平 I + II十W

R 11-98-41 C F Ag 6 1.20 1.10 0.50 0.54 平 I+N+V 

R 11-98-42 C F Ag 5-d 2.05 1.69 1.25 3.00 複 I 

Rll-9843 C 礫 Ho 17-a 97.08 B 

゜R 11-98-44 C 礫 Sa 23-a 10.48 C 

゜R 11-98-45 C 礫 Sa 13-a 7.55 C 

゜Rll-98-46 C 礫 Ry 15 30.60 B 

゜R 11-98-47 C B Ag 不明 2.02 1.22 0.49 1.23 複 I+N 

゜R 11-98-48 C F Ch 10 2.75 2.20 0.70 2.52 乎 I+N 

Rll-98-49 C F Ag 4 1.20 1.72 0.46 0.53 複 I 

R 11-98-50 C F Sh 20 2.05 0.90 1.30 1.07 欠 I+N+V 

R 11-98-51 C F Ch 12 1.20 0.80 0.10 0.09 平 I 

R 11-98-52 C B Ag 12 2.61 1.49 0.57 1.70 平 I+N 

゜
T 

R 11-98-53 C B Ag 12 1.80 1.32 0.34 0.47 平 I 

゜
T 

R 11-98-54 C F Ag 12 1.99 1.82 0.71 1.38 平 r + m+v 

゜R 11-98-55 C F Ag 4-c 2.32 2.59 0.68 2.40 平 I+ II +N 

R 11-98-56 C F Ch 10 1.45 2.20 1.00 2.55 平 I+II+IV 

41-2 R 11-98-57 C F Ag 14-a 4.40 2.70 1.89 15.89 複 I+V bプロックで接合

R 11-98-58 C F Ch 12 1.30 1.20 0.30 0.36 複 I+N 

R 11-98-59 C B Sh 19 1.95 1.50 0.70 0.97 複 I T 

R 11-98-60 C F Csh 18 1.80 1.40 0.50 0.66 複 I T,L 

53 R 11-98-61 C Kn Csh 22 3.10 1.20 0.80 2.05 点 I+ III 

R 11-98-62 C F Ag 5 1.09 2.10 0.48 0.82 欠 N 

R 11-98-63 C 礫 Sa 45-a 6.53 C 

゜R 11-98-64 C F Ag 不明 1.58 2.20 0.58 1.63 平 I 

Rll-98-65 C 礫 Sa 46-a 14.78 C 

゜R 11-98-66 C C Ag 12 O.Q7 
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R 11-98-67 C F Ag 4 1.49 1.42 0.41 0.38 線 V T 
R 11-98-68 a 礫 Sa 73 4.95 3.70 2.20 44.39 A 

゜R 11-98-69 a 礫 Sa 16-a 32.99 C 

゜R 11-98-70 C F Ag 4 2.45 1.16 0.50 0.95 線 I + II + V 

R 11-98-71 C F Ag 4 2.46 2.25 1.10 4.56 複 V 
Rll-98-72 C B Ag 不明 3.40 2.69 0.53 3.25 節 I 

゜57 R 11-98-73 C F Ag 不明 2.76 2.00 0.57 1.92 平 I 

55 Rll-98-74 C B Csh 26 3.30 1.15 0.30 1.03 平 I + II十III

゜R 11-98-75 a 礫 Ch 22-a 1.08 C 

゜R 11-98-76 a 礫 Sa 15-a 3.60 C 

゜R 11-98-77 a 礫 Sa 15-a 11.81 C 

゜R 11-98-78 a 礫 Sa 11-a 3.92 C 

゜R 11-98-79 a 礫 Sa 11-a 2.69 C 

゜R 11-98-80 a F Ag 不明 1.66 1.40 0.65 1.12 複 I T,R 

R 11-98-81 a 礫 Sa 20-a 12.65 C 

゜Rll-98-82 a 礫 Sa 16-a 39.83 C 

゜Rll-98-83 a Rf Ag 12 2.40 0.69 0.54 0.49 欠 II+ IV 

R 11-98-84 a 礫 Sa 16-a 43.08 C 

゜R 11-98-85 C F Ag 不明 2.12 2.28 0.58 2.59 複 I+ II T 

54 Rll-9~6 C Gr Ch 8 5.00 2.20 1.00 6.18 平 I + II十皿 +N H 

゜60 Rll-98-87 C Co Sh 17 2.50 2.70 2.70 12.60 

Rll-98-88 C 礫 Sa 59 11.05 C 

゜52 R 11-98-89 C Kn Ob 3 1.20 1.00 0.30 0.25 点 N H 

R 11-98-90 C C Ob 4 0.10 

R 11-98-91 C F Ag 12 1.21 1.98 0.31 0.42 平 I+ II 

゜R 11-98-92 a 礫 Sa 13-a 7.25 C 

゜R 11-98-93 C F Ag 15 3.72 3.08 1.30 10.59 複 JI+N+V 

R 11-98-94 C F Ag 不明 1.30 1.42 0.36 0.45 平 I+ II T 

Rll-98-96 C B Ag 12 1.08 0.85 0.28 0.14 線 I+ II 

゜
T 

゜R 11-98-97 C 礫 Sa 49 3.26 C 

゜R 11-98-98 C B Ag 5 2.79 1.69 0.36 1.18 複 I 

゜Rll-98-99 C F Ag 不明 1.90 2.20 0.75 2.13 複 I+N 

R 11-98-100 C F Ag 不明 3.70 2.22 0.54 2.72 平 I+ II +N 

Rll-98--101 C F Ag 12 2.45 2.32 0.62 3.05 自 I+V 

R 11-98-102 C F Ag 不明 0.90 1.61 0.23 0.19 平 I 

R 11-98-103 C F Ob 4 0.85 1.00 0.30 0.21 欠 I 

Rll-98-104 C F Ag 不明 0.72 1.36 0.33 0.20 I H,T 

R 11-98-105 C Uf Sh 18 1.41 1.42 0.79 0.80 I 

゜Rll-98-106 C F Ag 12 1.77 1.21 0.48 0.72 複 I 

゜
T,R 

R 11-98--107 C C Ag 不明 0.00 

Rll-98-108 C F Ag 12 1.01 1.21 0.37 0.34 欠 I + II 

゜
H,L,R 

Rll-98-109 C F Ob 3 1.70 0.90 0.20 0.16 平 I 

R 11-98-110 C F Ag 不明 1.60 1.33 0.38 0.55 複 I+ II 

Rll-98--111 C F Ag 13-b 3.00 1.59 0.69 1.89 自 I十皿 +N

R 11-98--112-1 b F Ag 5 4.81 3.80 0.80 5.97 複 I +IV 

R 11-98-112-2 b 礫 An 10 0.30 C 

゜R 11-98-113 a F Ag 12 2.12 1.50 0.77 1.82 欠 I + IV 

゜
H,T 

R 11-98-114 a 礫 Sa 42-a 23.08 C 

゜R 11-98-115 a 礫 Sa 42-a 22.49 C 

゜R 11-98-116 a 礫 Sa 42-a 4.71 C 

゜R 11-98-117 a 礫 Ch 22-a 6.22 C 

゜R 11-98-118 a 礫 Ch 22-a 15.57 C 

゜R 11-98-119 a 礫 Ch 35 30.92 C 

゜R 11-98-120 a 礫 Sa 11-a 40.20 C 

゜R 11-98-121 a 礫 Sa 60 51.35 C 

゜R 11-99-2 b 礫 Sa 43-a 28.25 C 。
Rll-99-3 b 礫 Sa 9-a 35.12 C 

゜R 11-99-4 b Co Sh 20-a Rll-89-4に記載

Rll-99-5 b 礫 Sa 28-a 41.62 B 

゜Rll-99-6 b 礫 Ch 26 3.06 C 

゜Rll-99-7 b 礫 Ch 36 2.28 C 

゜R 11-99-8 b 礫 Sa 7-a 12.62 C 

゜R 11-99-9 b 礫 Sa 68 19.64 B 

゜Rll-99-10 b 礫 Sa 7-a 13.47 C 

゜R 11-99-11 b F Sh 14 1.70 2.30 0.40 1.32 複 N 

31 R 11-99-12 b B Ag 4 6.60 2.75 1.70 25.51 複 I+ II +N T 
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46 R 11-99-13 b B Ag 15 2.82 1.80 1.01 5.79 複 I T 

゜Rllー吟14 b F Ho 10 0.80 1.50 0.60 0.60 平 I 

9-1 Rll-99-15 b B Ag 4-f 5.80 2.62 1.18 14.81 平 I T 

゜
aプロックで接合

R 11-99-16 b Uf Sh 10 4.59 4.05 0.45 6.55 複 I L 

゜R 11-99-17 b 礫 Sa 14-a 5.68 C 

゜R 11-99-18 b F Sh 14 1.05 1.70 0.20 0.57 欠 I 

R llー虹19 b 礫 Sa 9-a 5.63 C 

゜R 11-99-20 b 礫 Sa 8-a 29.70 C 

゜30 R 11-99-21 b B Sh 10 7.40 2.60 1.35 15.41 平 I + II T 

R 11-99-22 b 礫 Ch 25 0.15 C 

゜R 11-99-23 b F Ag 6 4.82 2.70 0.90 9.78 平 I + II十W

26 R 11-99-24 b B Ag 不明 3.70 2.30 0.88 4.48 複 I+ III 

R 11-99-25 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

R 11-99-26 b 礫 Sa 7-a 17.41 C 

゜Rll-99-27 b 礫 Sa 6-a 5.68 C 

゜R 11-99-28 b F Sh 10 2.50 2.20 0.90 3.75 平 I十皿+IV T 

R 11-99-29 b 礫 Sa 14-a 2.37 C 

゜Rll-99-30 b 礫 Sa 38-a 7.09 C 

゜Rll-99-31 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

R 11-99-32 b 礫 Ry ， 0.63 C 

゜61-1 R 11-99-33 b Kn Csh 19-a 5.74 1.86 1.32 11.55 欠 I+N dプロックで接合

39-2 Rll-99-34 b F Sh 8-a 1.82 1.92 0.60 1.08 細 I + II 

Rll-99-35 b 礫 Ry 9-a 23.85 C 

゜Rll-99-36 b 礫 Ry 9-a 5.80 C 

゜Rll-99-37 b F Ag 12 1.14 2.00 0.67 1.25 平 I+ VI 

゜
T 

Rll-99-38 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

36 Rll-99-39 b F Ag 10 4.70 2.50 1.25 10.25 複 I+ II +V 

Rll-99-40 b 礫 Sa 7-a 1.40 C 

゜R 11-99-41 b 礫 Sa 7-a 12.19 

゜Rll-99-42 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

11-2 Rll-99-43 b F Sh 9-a 2.70 2.25 0.70 3.55 複 I+ II +VI 

R 11-99-44 b 礫 Tu 11-a 1.30 C 

゜24 R 11-99-45 b B Ch 10 2.75 1.10 0.30 0.74 I H,T 

゜R 11-99-46 b F Sh 10 1.05 2.20 0.90 0.72 欠 I H 

22 R 11-99-47 b Gr Sh 15 3.10 1.30 0.50 1.87 平 I十皿 +N

Rll-99-48 b F Ag 5 1.93 2.65 1.19 3.87 平 I 

R 11-99-49 b F Ag 4 0.81 1.30 0.52 0.38 欠 VI H 

41-1 R 11-99-50 b F Ag 14-a 3.91 2.20 1.50 10.48 点 I+V 

R 11-99-51 b F Sh 22 2.00 3.30 1.10 2.77 平 II+ill+N 

R 11-99-52 b 礫 Sa 9-a 31.17 C 

゜R 11-99-53 b 礫 Sa 56 41.98 C 

゜Rll-99-54 b 礫 Sa 19-a 24.19 C 

゜R 11-99-55 b 礫 Ry 10-a 15.04 C 

゜R 11-99-56 b 礫 Sa 17-a 23.80 C 

゜R 11-99-57 b 礫 Sa 9-a 10.29 C 

゜Rll-99-58 b 礫 Sa 21 1.04 C 

゜R 11-99-59 b 礫 Sa 6-a 2.55 C 

゜Rll-99-60 b 礫 Ry ， 4.43 C 

゜R 11-99-61 b 礫 Sa 6-a 6.74 C 

゜R 11-99-62 b 礫 Sa 9-a 9.50 C 

゜R 11-99-63 b 礫 Ho 19-a 4.24 C 

゜R 11-99-64 b F Sh 10 1.65 1.50 0.50 0.67 欠 I+N 

R 11-99-65-1 b 礫 Ry 9-b 14.12 C 

゜45-1 R 11-99-65-2 b Kn Ag 15-a 1.83 2.30 0.60 2.05 平 I H 

R 11-99-66 b F Ag 4 2.50 1.75 0.70 2.40 平 I+ill T,R 

Rll-99-67 b 礫 Sa 10 1.49 C 

゜50 Rll-99-68 b 敲石 An 13 7.70 6.45 4.40 230.79 

゜Rll-99-69 b F Ag 4-e 3.41 3.52 1.01 7.79 複 I+N T,L 

Rll-99-70 b Uf Ag 13 2.85 1.79 0.60 1.74 平 I 

゜R 11-99-71 b 礫 Sa 21-a 11.47 C 

゜R 11-99-72 b 礫 Sa 9-a 16.42 C 

゜R 11-99-73 b 礫 Ch 23-a 16.94 C 

R 11-99-74 b 礫 Ch 23-a 16.75 C 

゜R 11-99-75 b F Ag 不明 1.90 1.71 0.48 0.93 欠 I+ Ill 

゜R 11-99-76 b 礫 Tu ll-a 92.48 C 

゜R 11-99-77 b 礫 Tu 17-a 26.54 C 
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R 11-99-78 b 礫 Ry 10-a 30.23 C 

゜R 11-99-79 b 礫 Sa 21-a 9.75 C 

゜Rll-99-80 b 礫 Sa 6-a 1.55 C 

゜R 11-99-81 b 礫 Sa 12-a 18.55 C 

゜Rll-99-82 b 礫 Sa 16-a 25.94 C 

゜R 11-99-83 b 礫 Sa 21-a 24.85 C 

゜R 11-99-84 b 礫 Sa 8-a 43.19 C 

゜Rll-99-85 b 礫 Ch 23-a 8.13 C 

゜Rll-99-86 b 礫 Sa 7-a 19.46 C 

゜Rll-99-87 b 礫 Sa 16 0.99 C 

゜42 R 11-99-88 b B Ag 14 3.23 1.31 0.75 2.76 複 I + II十W H,T 

゜Rll-99-89 b 礫 Ch 24 11.25 C 

゜Rll-99-90 b 礫 Ry 9-b 59.44 C 

゜R 11-99-91 b Uf Ag 13 3.42 2.15 0.99 6.12 乎 I+V 

゜Rll-99-92 b 礫 Sa 38-a 36.32 C 

゜R 11-99-93 b 礫 Ch 29-a 7.72 C 

゜Rll-99-94 b 礫 Tu 11-a 31.11 C 

゜R 11-99-95 b 礫 Sa 30-a 2.19 C 

゜Rll-99-96 b F Ag 不明 3.24 3.34 0.77 4.69 II +N 

゜R 11-99-98 b 礫 Sa 74 4.75 3.20 2.10 40.40 A 

゜R 11-99-99 b 礫 Sa 75 4.60 4.15 2.60 71.71 A 

゜39-3 Rll-99-100 b F Sh 8-a 2.30 1.73 0.81 2.58 平 I+V 

R 11-99-101 b F Ag 6 2.50 2.47 0.55 2.50 平 I 

Rll-99-102-2 b F Ag 不明 1.51 1.21 0.32 0.39 欠 I+N 

39-4 Rll-99-103 b F Sh 8-a 3.00 3.02 1.05 8.63 平 I + II + V 

Rll-99-104 b 礫 An 11 4.54 C 

゜Rll-99-105 b F Ag 不明 2.81 1.74 0.72 2.83 欠 I+N+V 

R 11-99-106 b 礫 Sa 33-a 71.85 B 

゜R 11-99-107 b F Ag 14 2.03 3.20 0.53 1.98 I+V H 

Rll-99-108 b F Ch 8 2.40 3.20 0.90 0.10 複 I 

43-1 Rll-99-109 b B Ag 14-b 4.27 3.22 1.33 7.20 複 I 

R 11-99-110 b Uf Ry 16 7.10 5.40 2.60 131.26 A 

゜ ゜R 11-99-111 b F Sh 13 2.20 2.45 0.70 2.41 複 I 

R 11-99-112 b 礫 Sa 6-a 1.29 C 

゜R 11-99-113 b 礫 Sa 7-a 7.62 C 

゜71-3 R 11-99-114 b F Ag 4-a 4.01 4.05 1.09 8.67 平 I+II+IV dプロックで接合

R 11-99-115 b Uf Ag 8 2.27 2.02 0.50 1.23 I T 

゜Rll-99-116 b 礫 Sa 21 -a 5.17 C 

゜R 11-99-117 b 礫 Sa 6-a 6.33 C 

゜R 11-99-118 b 礫 Sa 10-a 6.29 C 

゜R 11-99-119 b 礫 Sa 53-a 21.34 C 

゜R 11-99-120 b F Ag 4 1.21 1.52 0.50 0.52 平 I+ill 

59 R 11-99-121 C Co Sh 12 4.05 3.50 1.90 20.77 

R 11-99-122 b 礫 Sa 61 24.36 C 

゜R 11-99-123 b 礫 Sa 43-a 48.11 C 

゜R 11-99-124 b 礫 Sa 76 5.80 4.20 2.60 69.89 A 

゜R 11-99-125 b 礫 Tu 18 7.00 4.60 3.10 141.36 A 

゜R 11-99-126 b F Ag 12 2.02 3.55 1.10 6.15 線 I 

゜
T 

R 11-99-127 b 礫 Tu 17-a 36.68 C 

゜34 R 11-99-128 b Gr Sh 10 7.20 4.55 2.10 47.27 複 I+II+ill+N T 

14-3 R 11-99-129 b B Csh 22-a 5.80 1.90 0.65 5.42 複 I+Il+VI 

゜25 R 11-99-130 b B Csh 25 5.30 2.20 0.80 7.55 I+V H,T 

Rll-99-131 b 礫 Sa 18-a 0.69 C 

゜48 R 11-99-132 b Co Ch 11 3.30 2.50 2.70 17.21 

47-1 R 11-99-133 b F Ch ll-a 1.12 1.75 0.15 0.25 平 I 

R 11-99-134 b 礫 Sa 30-a 57.83 B 

゜R 11-99-135 b F Ag 12 0.94 1.00 0.41 0.24 平 I+N 

゜13 R 11-99-136 b F Sh 9 3.10 4.05 1.10 1.56 複 I 

R 11-99-137 b 礫 Sa 77 70.99 B 

゜R 11-99-138 b 礫 Sa 17-a 17.31 C 

゜R 11-99-139 b F Ag 不明 1.14 2.04 0.47 0.65 欠 I+V 

39-5 R 11-99-140 b F Sh 8-a 2.20 1.00 0.33 0.61 平 I 

R 11-99-141 b Rf Ag 不明 2.34 2.23 0.46 1.68 複 I + IV 

R 11-99-142 b F Sh 9 0.90 2.05 0.30 0.64 欠 I+ II 

11-1 R 11-99-143 b F Sh 9-a 1.95 2.40 1.00 3.61 平 I + JI 

R 11-99-144 b F Sh 9 1.20 1.05 0.52 0.49 平 I+N 

゜
R 
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R 11-99-145 b Uf Sh 9 2.35 2.20 0.50 1.42 平 I+N+VI 

゜Rll-99-146 b F Ag 12 1.20 1.22 0.53 0.38 平 I + IV 

゜
T 

Rll-99-147 b F Sh 11 0.82 1.03 0.30 026 複 I 

Rll-99-148 b 礫 Sa 9-a 1.33 C 

゜ ゜R 11-99-149 b F Ag 不明 1.15 1.25 0.18 0.13 平 I T 

R 11-99-150 b F Ag 不明 1.71 1.00 0.52 0.53 平 l+N 

R 11-99-151 b Uf Csh 21 1.90 4.30 0.90 4.77 複 II +N 

゜39-7 R 11-99-152 b F Sh 8-a 3.25 3.35 0.83 3.36 複 I+ II 

R 11-99-153 b 礫 Tu 19 4.80 4.30 1.90 57.82 A 

゜R 11-99-154 b F Sh 8 2.82 2.31 0.40 1.41 平 V R 

Rll-99-155 b 礫 Ho 21 6.40 4.80 2.10 95.29 A 

41-1 R 11-99-156 b F Ag 14-a 3.13 2.02 2.16 13.59 

Rll-99-157 b F Ag 不明 1.69 1.04 0.28 0.21 平 I 

R 11-99-158 b 礫 Sa 12-a 6.32 C 

゜39-6 R 11-99-159 b F Sh 8-a 4.35 3.20 1.21 16.75 複 I+II+III+IV 

R 11-99-160 b 礫 Tu 12-a 76.67 B 

゜R 11-99-161 b 礫 Sa 78 4.85 3.75 1.90 45.16 A 

R 11-99-162 b 礫 Sa 6-a 7.08 C 

゜Rll-99-163 b 礫 Ch 24-a 7.89 C 

゜R 11-99-164 b 礫 Sa 21-a 3.15 C 

゜Rll-99-165 b 礫 Sa 6-a 16.83 C 

゜R 11-99-166 b 礫 Sa 6-a 10.79 C 

゜R 11-99-167 b 礫 Tu 11-a 77.31 C 

゜40 R 11-99-168 b Uf Sh 8 3.10 1.75 0.60 1.82 平 I 

゜R 11-99-169 b 礫 Sa 7-a 13.43 C 

゜R 11-99-170 b 礫 Sa 37-a 13.10 C 

゜R 11-99-171 b 礫 Ch 23-a 5.85 C 

゜R 11-99-172 b 礫 Ry 10-a 56.15 C 

゜R 11-99-173 b 礫 Sa 19-a 42.86 C 

゜R 11-99-174 b 礫 Sa 32-a 3.86 C 

゜29 R 11-99-175 b B Ag 6 5.55 2.79 1.01 12.66 複 I+ill 

゜R 11-99-176 b 礫 Sa 7-a 4.42 C 

゜R 11-99-177 b F Sh 11 2.10 1.95 0.30 0.84 平 II +V 

R 11-99-178 b F Ag 12 0.80 1.75 0.20 022 I H,T 

R 11-99-179 b 礫 Sa 14-a 17.75 C 

゜R 11-99-180 b 礫 Sa 9-a 17.75 C 

゜R 11-99-181 b F Ag 不明 3.11 2.92 1.38 5.96 自 I+ II 

R 11-99-182 b 礫 Sa 79 51.45 B 

゜R 11-99-183 b 礫 Sa 33-a 1.71 C 

゜Rll-99-184 b 礫 Ho 19-a 19.63 C 

゜R 11-99-185 b F Ag 12 1.50 2.05 0.60 0.74 線 I+ II L 

30 Rll-99-186 b B Sh 10 R 11-99-21に記載

R 11-99-187 b 礫 Ch 26 1.04 C 

゜Rll-99-188 b 礫 Sa 6-a 11.59 C 

゜R 11-99-189 b 礫 Sa 32-a 41.44 B 

゜50 R 11-99-190 b 敲石 An 13 R 11-99-68に記載

21 R 11-99-191-1 b Kn Tu 10 5.40 1.90 0.70 5.00 点 I+N 

R 11-99-191-2 b C Ag 不明 0.10 

R 11-99-192 b F Ag 不明 3.12 2.23 0.92 2.78 複 I+II+VI 

49 R 11-99-193 b 敲石 An 12 8.80 7.80 2.65 229.28 

゜R 11-99-194 b F Sh 20 0.56 1.32 0.41 0.26 欠 V C T 

Rll-99-195 b B Sh 10 2.25 1.71 0.55 1.97 複 I+N T 

゜R 11-99-196 b 礫 Sa 33-a 23.79 C 

゜R 11-99-197 b F Ag 12 1.00 1.08 0.39 0.22 I + II 

゜
H 

R 11-99-198 b F Ag 不明 1.24 1.05 0.35 0.33 平 I + II 

41-1 R 11-99-199 b F Ag 14-a 3.40 3.09 1.96 17.58 複 I+N+V 

Rll-99-200 b F Sh 13 2.30 3.50 1.10 4.58 細 I+ Il 

R 11-99-201-1 b F Ag 5 1.05 1.08 0.40 0.38 欠 II +V 

45-2 R 11-99-201-2 b F Ag 15-a 5.70 5.14 1.78 35.78 複 I+W 

28 Rll-99-202 b Sc Ag 不明 5.00 2.74 1.06 7.33 複 I+Il+IV 

゜R 11-99-203 b F Ag 12 1.40 1.76 1.06 1.73 平 I 

゜R 11-99-204 b Rf Sh 14 2.60 1.50 0.60 1.48 複 I+N T 

R 11-99-205 b B Ag 12 2.20 1.53 0.55 1.51 欠 I 

゜
H,T 

゜R 11-99-206 b Rf Csh 24 3.00 2.05 0.40 1.84 平 I+V 

R 11-99-207 b F Ag 4 4.02 2.32 0.70 5.63 複 I 

37 R 11-99-208 b Co Csh 24 2.80 5.00 4.00 62.18 

゜
~158 



R 11-99-209 b F Ag 12 1.00 1.55 0.49 0.35 複 I 

R 11-99-210 b 礫 Sa 7-a 14.15 C 

゜R 11-99-211 b F Sh 10 2.10 2.40 0.40 1.74 平 II +N  T 

R 11-99-212 b F Ag 12 1.36 1.49 0.79 1.05 欠 I 

゜
H,R 

39-1 R 11-99-213 b F Sh 8-a 3.23 2.12 0.56 3.24 平 I+V 

R 11-99-214 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

R 11-99-215 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

R 11-99-216 b Uf Ag 4 4.61 3.42 1.08 10.80 複 I+N+V T 

゜R 11-99-217 b F Sh 22 5.30 5.45 1.80 35.66 複 I + II + V 

R 11-99-218 b F Sh 20 0.9. 1.20 0.50 0.37 I + II T 

R 11-99-219 b 礫 Ch 24-b 10.75 C 

゜38 R 11-99-220 b Uf Csh 18-a 4.30 3.54 1.33 19.65 細 I +III+IV 

゜Rll-99-221 b 礫 Sa 53 12.65 C 

゜R 11-99-222 b 礫 Sa 6-a 8.52 C 

゜27 R 11-99-223 b B Ag 不明 2.31 1.58 0.42 1.16 欠 I+m H,T 

゜R 11-99-224 b 礫 Sa 6-a 8.93 C 

゜R 11-99-225 b 礫 Sa 7-a 38.94 C 

゜R 11-99-226 b 礫 Sa 14-a 15.74 C 

゜Rll-99-227 b 礫 Sa 37-a 33.94 C 

゜50 Rll-99-228 b 敲石 An 13 Rll-99-68に記載

R 11-99-229 b F Ag 不明 3.73 2.82 0.73 5.33 平 I + II 

R 11-99-230 b 礫 Sa 9-a 10.68 C 

゜R 11-99-231 b 礫 Tu ll-a 14.44 C 

゜R 11-99-232 b 礫 Sa 12-a 17.75 C 

゜R 11-99-233 b 礫 Sa 62 85.61 C 

゜R 11-99-234 b 礫 Ch 24-a 7.42 C 

゜R 11-99-235 b 礫 Sa 14-a 22.84 C 

゜R 11-99-236 b 礫 Ch 24-a 9.45 C 

゜Rll-99-237 b 礫 Sa 34-a 11.21 C 

゜R 11-99-238 b 礫 Sa 21 -a 25.87 C 

゜R 11-99-239 b 礫 Sa 34-a 15.31 C 

゜R 11-99-240 b 礫 Sa 9-a 6.46 C 

゜R 11-99-241 b 礫 Sa 9-a 86.21 C 

゜R 11-99-242 b 礫 Sa 10 1.57 C 

゜R 11-99-243 b 礫 Sa 37-a 8.54 C 

゜R 11-99-244 b 礫 Sa 63 60.20 B 

゜Rll-99-245 b 礫 Sa 9-a 16.08 C 

゜33 R 11-99-246 b Ssc Sh 15 5.80 1.95 0.60 5.72 欠 I+ II +N  

゜R 11-99-247 b 礫 Sa 39-a 37.12 C 

゜R 11-99-248 b 礫 Ch 24 1.37 C 

゜39-8 Rll-99-249 b B Sh 8-a 3.50 1.55 0.50 1.67 複 I 

゜R 11-99-250 b C Ag 4 0.05 

43-2 R 11-99-251 b Co Ag 14-b 4.40 2.60 2.57 33.31 

R 11-99-252 b 礫 Sa 9-a 12.93 C 

゜R 11-99-253 b F Sh 8 Rll-99-154に記載

R 11-99-254 b F Ag 不明 1.48 1.13 0.21 0.26 点 I + III H 

44-2 R 11-99-255 b F Ag 13-a 6.01 4.55 1.69 30.30 I+ II +V 

44-1 R 11-99-256 b Uf Ag 13-a 6.24 2.60 1.60 15.84 複 I+ill+N 

゜Rll-99-257 b F Ag 12-a 3.45 2.55 1.72 9.91 自 I+II+III+N 

゜Rll-99-258 b 礫 Ho 16-a 44.41 C 

゜Rll-99-259 b 礫 Sa 28-a 5.83 C 

゜R 11-99-260 b 礫 Sa 9-a 6.74 C 

゜R 11-99-261 b 礫 Ry 10-a 64.36 C 

゜Rll-99-262 b 礫 Sa 6-a 15.25 C 

゜R 11-99-263 b F Ag 12 3.73 3.82 1.53 19.24 複 V 

゜R 11-99-264 b 礫 Sa 6-a 8.84 C 

゜R 11-99-265 b 礫 Tu 12-a 30.50 C 

゜R 11-99-266 b 礫 Sa 9-a 45.76 C 

゜Rll-99-267 b 礫 An ， 17176 B 

゜R 11-99-268 b 礫 Sa 12-a 21.02 C 

゜R 11-99-269 b F Ag 4 2.20 3.10 0.70 3.28 複 I+N T 

R 11-99-270 b 礫 Sa 28-a 5.83 C 

゜R 11-99-271 b Kn Ag 12 2.30 1.31 0.74 1.43 欠 I 

゜
T 

R 11-99-272 b 礫 Sa 9-a 16.23 C 

゜51 R 11-99-273 b 敲石 An 8 9.53 8.04 5.89 539.35 

゜Rll-99-274 b 礫 Sa 6-a 16.70 C 
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R 11-99-275 b F Sh 10 0.60 1.40 0.40 0.17 平 I 

Rll-99-276 b 礫 Ch 29-a 35.62 B 

゜R 11-99-277 b Kn Ag 12 2.10 1.81 0.96 2.72 欠 I 

゜
T 

R 11-99-278 b 礫 Ho 16-a 9.63 C 

゜Rll-99-279 b 礫 Sa 14-a 16.95 C 

゜Rll-99-280 b 礫 Sa 7-a 22.67 C 

゜Rll-99-281 b F Sh 11 1.80 1.70 0.70 1.85 欠 I+ II十 III H 

R 11-99-282 b F Ag 不明 1.32 0.70 0.39 0.21 欠 I 

Rll-99-283 b 礫 Sa 80 4.90 3.80 2.65 63.49 A 

゜R 11-99-284 b 礫 Ry 17 5.05 4.00 2.85 58.53 A 

゜R 11-99-285 b B Ag 4 2.68 1.32 0.66 1.57 欠 I T 

R 11-99-286 b 礫 Sa 18-a 20.18 C 

゜R 11-99-287 b F Ag 12 Rll-99-263に記載

R 11-99-288 b 礫 Sa 7-a 33.48 C 

゜Rll-99-289 b 礫 Sa 41-a 10.05 C 

R 11-99-290 b 礫 Tu 17-a 94.71 B 

゜R 11-99-291 b 礫 Sa 38-a 1.14 C 

゜Rll-99-292 b 礫 Sa 6-a 9.77 C 

゜Rll-99-293 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

Rll-99-294 b 礫 Ch 33 16.54 C 

゜R 11-99-295 b 礫 Sa 12-a 20.86 C 

゜Rll-99-296 b 礫 Sa 19-a 16.11 C 

゜R 11-99-297 b 礫 Sa 19-a 11.71 C 

゜R 11-99-298 b 礫 Sa 21-a 1.70 C 

゜R 11-99-299 b 礫 Sa 6-a 6.82 C 

゜23 Rll-99-300 b B Ry 6 325 1.70 0.60 3.82 複 I T 

゜R 11-99-301 b 礫 Ho 16-a 9.44 C 

゜Rll-99-302 b F Ag 12 2.60 2.28 0.94 3.93 平 II+ IV 

゜
T 

Rll-99-303 b 礫 Ho 16-a 27.21 C 

゜Rll-99-304 b 礫 Ho 16-a 0.70 C 

゜39-9 Rll-99-305 b F Sh 8-a 4.10 3.00 1.50 10.72 複 I+N 

Rll-99-306 b F Sh ・g 2.00 3.10 0.90 4.36 複 II+ffi+VI 

Rll-99-307 b F Ag 不明 1.50 1.91 0.80 1.25 複 I H 

R 11-99-308 b B Ag 4 3.95 2.30 0.62 4.48 平 I T 

゜Rll-99-309 b 礫 Sa 18-a 16.51 C 

゜51 R 11-99-310 b 敲石 An 8 Rll-99-273に記載

R 11-99-311 b Uf Sh 10 R 11-99-16に記載

R 11-99-312 b F Sh 10 1.70 1.40 0.30 0.45 平 I+N 

R 11-99-313 b 礫 Tu 14-a 143.24 B 

゜R 11-99-314 b F Ag 12 1.70 1.42 0.70 2.13 複 I 

゜
T,L 

R 11-99-315 b 礫 Sa 14-a 16.25 C 

゜R 11-99-316 b 礫 Sa 12-a 49.98 C 

゜Rll-99-317 b B Sh 11 2.10 1.00 0.50 0.60 複 I 

゜R 11-99-318 b 礫 Sa 18-a 35.34 C 

゜R 11-99-319 b 礫 Ch 27-a 1.03 C 

゜Rll-99-320 b 礫 Sa 17-a 3.77 C 

゜Rll-99-321 b F Ag 12 1.18 1.70 0.46 0.68 線 I 

゜Rll-99-322 b 礫 Sa 39-a 6.44 C 

゜Rll-99-323 b Co Sh 20-a R 11-89-4に記載

Rll-99-324 b 礫 Sa 9-a 0.41 C 

゜Rll-99-325 b F Sh 10 0.95 2.30 0.40 0.33 平 I 

Rll-99-326 b 礫 Sa 37-a 6.12 C 

゜RII-99-327 b 礫 Sa 7-a 24.97 C 

゜R 11-99-328 b F Ag 12 1.12 1.34 0.48 0.54 平 I 

゜Rll-99-329 b 礫 Sa 18-a 11.52 C 

゜R 11-99-330 b 礫 Sa 14-a 2.94 C 

゜R 11-99-331 b 礫 Sa 6-a 2.36 C 

゜Rll-99-332 b F Sh 14 1.05 1.31 0.20 0.19 平 I 

Rll-99-333 b F Ag 12 2.32 2.61 0.88 2.94 平 I 

゜Rll-99-334 b 礫 Sa 9-a 5.67 C 

゜R 11-99-335 b B Sh 10 R 11-99-195に記載

Rll-99-336 b 礫 Ho 16-a 2.24 C 

゜Rll-99-337 b 礫 Tu 12-a 6.12 C 

゜Rll-99-338 b B Sh 14 2.10 0.95 0.30 0.44 線 I + II T 

゜Rll-99-339 b F Sh 13 0.90 1.20 0.20 0.11 欠 m H,T 

R 11-99-340 b F Ag 12-a 0.63 2.05 0.58 0.44 線 I 

゜
R 11-99-257と接合
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R 11-99-341 b 礫 Sa 12-a 5.22 C 

゜Rll-99-342 b F Ag 12 0.70 1.50 0.33 0.22 欠 I 

゜
H,T 

Rll-99-343 b 礫 Ch 24-b 4.26 C 

゜Rll-99-344 b 礫 Ch 26 2.46 C 

゜Rll-99-345 b 礫 Sa 38-a 8.47 C 

゜Rll-99-346 b 礫 Sa 14-a 1.99 C 

゜R 11-99-347-1 b 礫 Ho 16-a 5.16 C 

゜R 11-99-347-2 b C Ag 不明 0.03 

47-2 Rll-99-348 b F Ch 11-a 3.19 1.60 0.55 1.48 線 II+N+V 

Rll-99-349 b 礫 Sa 9-a 3.94 C 

゜Rll-99-350 b F Ag 12 1.19 1.30 0.30 0.37 欠 I 

゜
H,R 

Rll-99-351 b F Ag 12 1.30 1.53 0.67 0.84 平 I + II 

゜
T 

Rll-99-352 b 礫 Ho 16-a 7.01 C 

゜Rll-99-353 b F Sh 14 0.80 1.15 0.30 0.25 

Rll-99-354 b 礫 Sa 6-a 2.62 C 

゜Rll-99-355 b 礫 Sa 38-a 10.71 C 

゜Rll-99-356 b F Ag 12 1.28 1.04 0.41 0.44 

゜
T 

R 11-99-357 b 礫 Sa 6-a 2.67 C 

゜Rll-99-358 b F Csh 23 1.25 1.50 0.50 0.79 H 

71-5 Rll-99-359 b Kn Ag 4-a 3.51 1.63 0.63 3.19 H 

゜
dプロックで接合

19 Rll-99-360 b F Csh 22 3.00 2.55 0.40 3.56 T aプロックへ

R 11-99-361 b 礫 Sa 10-a 6.86 C 

゜R 11-99-362-1 b F Ch 12 1.20 1.80 0.30 0.47 

R 11-99-362-2 b F Ch 12 1.10 1.20 0.60 0.48 

R 12-07-2 d F Ag 4-c 3.50 1.98 0.99 6.60 欠 I 

R 12-07-3 d 礫 Sa 27-a 29.61 C 

゜Rl2-07-4 d 礫 Sa 22-a 5.05 C 

゜Rl2-07-5 d 礫 Sa 45 2.93 C 

゜R 12-07-6 d 礫 Ch 32 7.15 C 

゜R 12-07-7 d F Ag 12 2.45 2.10 0.60 2.72 複 IV+ V 

R 12-07-8 d 礫 Sa 53 2.52 C 

゜Rl2-07-9 d B Ag 8 2.53 1.28 0.40 0.89 複 I + III T,L 

゜R 12-07-10 d F Ag 12 1.19 1.56 0.50 0.86 複 V 

゜
H 

R 12-07-11 d 礫 Sa 25-a 5.40 C 

゜R 12-07-12-1 d Rf Ag 4 2.95 1.60 0.90 3.46 細 I+ II +N  

R 12-07-12-2 d 礫 Sa 7 4.58 C 

゜R 12-07-13 d 礫 Sa 6 1.18 C 

゜74 Rl2-07-14 d B Ag 4 4.90 1.96 0.79 4.33 複 r+m 

゜R 12-07-15 d Rf Ag 5-a 2.20 3.50 0.78 3.11 複 I 

R 12-07-16 d F Ag 4 1.60 2.03 0.80 1.93 平 V L 

R 12-07-18 d F Ag 5 1.30 0.93 0.21 0.13 欠 I+N+V H 

R 12-07-19 d F Ag 12 0.94 1.20 0.32 0.21 欠 I 

゜
H,L 

R 12-07-20 d F Ag 不明 1.15 l.ll 0.16 0.o7 節 I T 

R 12-07-21 d Uf Ag 5 1.70 1.52 0.23 0.42 自 N T 

゜R 12--07-22 d F Ag 5 3.14 3.31 0.79 4.70 複 I + IV T 

84-3 R 12-07-23 d F Ho 11-a 6.89 3.56 2.36 64.58 自 V 

゜RlZ-07-24 d 礫 Ch 26-a 5.39 C 

゜Rl2-07-25 d F Ag 13-b 3.00 2.21 1.28 6.41 複 I + II十皿 +V

R 12-07-26 d F Ag 5 3.22 3.39 1.17 9.67 複 I + II十VI

Rl2-07-27 d F Ag 12 1.04 1.26 0.38 0.35 欠 I 

゜
H 

R12-07-28 d 礫 Ch 26-a 2.95 C 

゜Rl2-07-29 d 礫 Sh 25 13.14 C 

゜R 12-07-30 d 礫 Sa 22-a 15.93 C 

゜R 12-07-31 d 礫 Sa 51 1.95 C 

゜R 12-07-32 d Uf Ag 5-a 2.60 3.68 1.22 6.40 複 I + IV 

゜76 Rl2-07-33 d B Ag 4 3.28 5.25 0.80 9.49 欠 I+II+IV H 

゜R 12-07-34 d 礫 Ry 18 78.03 B 

゜Rl2-07-35 d 礫 Sa 45-a 3.37 C 

゜R 12-07-36 d F Ag 不明 2.10 1.20 0.28 0.53 点 I + III R 

R 12-07-37 d F Ag 5 1.20 1.20 0.50 0.95 複 I T,L 

R 12-07-38 d F Ch 10 5.20 3.20 1.70 19.36 複 I+ II十W

R 12-07-39 d 礫 Sa 52 137.24 B 

゜80-1 R 12-07-40 d Co Ag 5-c 4.55 3.92 1.40 16.95 複 l+N T 

R 12-07-41 d 礫 Sa 47 0.75 C 

゜R 12-07-42 d 礫 Sa 53-a 5.55 C 

゜R 12-07-43 d B Ag 5 2.69 1.60 0.89 2.50 欠 I+N T 
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77-7 R 12-07-44 d F Ag 5-d 1.50 1.94 0.88 2.13 複 I+N+VI 

38 RlZ-07-45 d F Csh 18-a 2.31 4.46 1.45 12.09 平 I bプロックで接合

R 12-07-46 d F Ag 5 1.66 1.80 0.68 2.16 複 I T 

R 12-07-47 d 礫 Sa 40-a 62.80 C 

゜69 R 12-07-48 d Co Ch 9 3.30 2.50 2.30 14.43 

R 12-07-49 d 礫 Sa 45 1.80 C 

゜Rl2-07-50 d F Ag 4-b 1.20 2.11 0.61 0.82 自 I+V 

゜Rl2-07-51 d B Ag 5 1.92 1.52 0.70 1.25 平 I十皿 T 

Rl2-07-52 d B Ag 5 2.28 0.90 0.27 0.40 平 I+ VI T 

Rl2-07-53 d 礫 Ag 17 6.81 C 珪化木

R 12-07-54 d 礫 Sa 45 5.67 C 

゜R 12-07-55 d F Ag 5 3.00 1.58 0.42 1.99 複 I + IV R 

Rl2-07-56 d 礫 Ch 32 7.18 C 

゜R 12-07-57 d F Ag 4 2.10 123 0.82 1.33 複 I+V 

71-1 Rl2-07-58 d B Ag 4-a 5.79 3.20 1.41 23.68 複 I十皿 +N T 

゜77-3 R 12-07-59 d B Ag 5-d 6.11 2.51 1.30 11.00 節 I + VI 

゜R 12-07-60 d B Ag 不明 2.08 0.71 0.30 0.29 平 I + II T,R 

R 12-07-61 d Uf Ag 不明 2.15 1.94 0.50 1.47 平 I+Il+III+IV 

゜R 12-07-62 d 礫 Sh 25-a 5.92 C 

゜R 12-07-63 d 礫 Ag 17 2.79 C 珪化木

R 12-07-64 d F Ag 不明 1.31 1.33 0.26 0.40 欠 I+N H.T.L 

R 12-07-65 d 礫 Sa 40 1.78 C 

゜Rl2-07-66 d B Ag 6 2.45 1.95 0.51 1.66 平 I T 

R 12-07-67 d 礫 Ch 37 2.89 C 

゜R 12-07-68 d F Ag 5 3.30 2.04 0.79 3.62 平 I 

R 12-07-69 d 礫 Ch 31 1.72 C 

゜R 12-07-70 d F Ag 4-g 3.84 4.75 1.41 26.54 複 l+V T,L 

R 12-07-71 d 礫 Sa 10-a 17.07 C 

゜RlZ-07-72 d F Ag 12 0.94 1.83 0.66 0.66 欠 I 

゜
T 

R 12-07-73 d F Ag 4 0.60 1.15 0.66 0.27 欠 I 

Rl2-07-74 d F Ho 12 1.00 1.24 0.28 0.26 複 I T,L 

Rl2-07-75 d 礫 Sa 6-a 15.37 C 

゜80-2 Rl2-07-76 d Co Ag 5-c・ 4.72 3.12 2.40 25.91 I+N H 

R 12-07-77 d F Ag 4 2.13 2.19 0.62 1.39 自 V 

R 12-07-78 d F Sh 16 2.10 1.50 0.75 1.32 点 I+V 

R 12-07-79 d F Ag 5 1.82 2.01 0.54 1.25 平 I T 

R 12-07-80 d F Ag 5 1.81 2.13 0.39 1.52 平 I T 

R 12-07-81 d B Ag 5-f 3.55 1.72 0.70 1.82 欠 I+ II+皿十N+VI T 

゜Rl2-07-82 d 礫 Ag 17 4.64 C 珪化木

R 12-07-83 d B Ag 12 1.50 1.91 0.38 0.94 I + IV H,T 

71-4 Rl2-07-84 d F Ag 4-a 3.92 4.90 0.88 11.78 複 I+N 

゜R 12-07-85 d 礫 Ch 31 0.77 C 

゜R 12-07-86 d 礫 Sa 6-a 2.00 C 

゜R 12-07-87 d B Ag 不明 2.20 1.29 0.46 1.19 平 I+ II T 

゜R 12-07-88 d F Ch 10 1.05 1.00 0.50 0.55 複 I + IV T 

R 12-07-89 d 礫 Ch 25-a 4.54 C 

゜R 12-07-90 d 礫 Sa 53-a 20.29 C 

゜78-2 R 12-07-91 d B Ag 5-b 3.95 1.84 0.48 1.38 線 I+ II 

Rl2-07-92 d 礫 Sa 39 0.65 C 

゜R 12-07-93 d 礫 Sa 36-a 83.12 B 

゜Rl2-07-94 d F Ag 4 1.50 1.52 0.48 1.03 複 I+ill 

Rl2-07-95 d F Ag 9 2.32 1.48 0.47 2.37 平 I T,L 

R 12-07-96 d 礫 Ry 11 32.41 C 

゜R 12-07-97 d C Ho ， 0.04 トロトロ石

71-2 R 12-07-98 d B Ag 4-a 7.78 3.90 2.00 42.52 平 I + II + V 

゜Rl2-07-99 d 礫 Sa 49 77.64 C 

゜R 12-07-100 d 礫 Sa 81 7.40 4.20 2.60 126.86 A 

゜66 R 12-07-101 d Uf Csh 22 3.10 355 0.50 3.33 複 I+ II T 

゜Rl2-07-102 d 礫 Sa 40-a 36.36 C 

゜R 12-07-103 d 礫 Sa 40-a 7.26 C 

゜R 12-07-104 d 礫 Sa 40-a 8.93 C 

゜R 12-07-105 d F Ag 4 1.10 1.62 0.50 0.68 平 I T 

R 12-07-106 d F Ag 不明 2.75 2.90 0.57 2.41 平 II + ill 

R 12-07-107 d F Ag 5-f 2.94 2.27 0.70 3.70 複 r+m+N T 

R 12-07-108 d 礫 Sa 25 1.91 C 

゜R 12-07-109 d 礫 Sa 47-a 1.58 C 
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R 12-07-110 d 礫 Sa 35-a 22.75 C 

゜R 12-07-lll d 礫 Ch 22-b 8.91 C 

゜R 12-07-112 d 礫 Sa 19 0.49 C 

゜R 12-07-113 d F Sh 14 0.92 1.50 0.20 0.12 欠 I + II 

R 12-07-114 d F Ag 不明 0.80 1.22 0.20 O.D7 複 I T 

R 12-07-115 d F Csh 18 1.00 0.92 0.40 0.24 欠 I H 

R 12-07-116 d F Ry 6 2.49 1.42 0.53 0.80 欠 I+II+IV 

R 12-07-117 d 礫 Ho 18-a 1.34 C 

゜77-4 R 12-07-118 d B Ag 5-d 6.10 3.20 0.98 14.23 自 I T 

゜74 R 12-07-119 d B Ag 4 R 12-07-14に記載

R 12-07-120 d F Ag 不明 1.92 2.70 0.80 2.30 節 I + II + V T,L 

R 12-07-121 d Rf Ag 5 4.00 3.02 1.05 6.38 複 I 

R 12-07-122 d F Sh 16 1.80 1.55 0.70 1.30 線 I+N 

78-3 R 12-07-123 d B Ag 5-b 2.14 1.31 0.62 1.52 欠 I H,T 

゜71-2 Rl2-07-124 d B Ag 4-a 

゜
R 11-07-98に記載

R 12-07-125 d 礫 Ry 19 65.20 B 

゜Rl2-07-126 d F Csh 23 0.73 1.42 0.60 0.49 複 I T,L,R 

R 12-07-127 d B Ag 不明 1.68 0.94 0.30 0.30 I+ II H,T 

R 12-07-128 d B Csh 18 1.55 1.40 0.40 0.79 欠 I + ID H 

68 R 12-07-129 d F Ag 不明 2.50 3.55 0.80 5.99 欠 I 

R 12-07-130 d F Csh 22 1.80 2.10 0.60 1.69 平 I+ II 

70 R 12-07-131 d Co Ag 不明 4.75 4.55 2.16 47.79 

67 R 12-07-132 d Uf Ch 10 4.20 2.10 0.80 4.81 平 r+m 

゜R 12-07-133 d F Ag 5 1.51 1.42 0.30 0.45 欠 I H,T 

72 R 12-07-134 d B Ag 4 6.70 2.50 2.00 15.13 複 l+N 

゜R 12-07-135 d F Ho 12 2.22 2.20 0.45 2.23 平 I+V 

R 12-07-136 d 礫 Sa 13-a 3.28 C 

゜R 12-07-137 d 礫 Sa 35-a 8.57 C 

゜R 12-07-138 d 礫 Ch 26 0.46 C 。
R 12-07-139 d F Ag 4 1.42 1.03 0.24 0.30 複 I+m R 

R 12-07-140 d 礫 Sa 52 1.08 C 

゜R 12-07-141 d F Ag 12 0.82 2.00 0.70 0.75 複 V 

゜R 12-07-142 d B Ag 不明 1.20 0.98 0.50 0.46 節 I T 

゜R 12-07-144 d F Ag 5 2.48 3.22 0.78 5.24 欠 I + II 

R 12-07-145 d C Sa 50 0.05 

゜77-1 R 12-07-146 d F Ag 5-d 1.90 1.94 0.38 0.65 平 I+W L 

R 12-07-147 d C An 13 0.04 

R 12-07-148 d 礫 Ch 31 7.00 C 

゜R 12-07-149 d F Ag 不明 1.20 1.64 0.26 0.30 III H 

78-4 R 12-07-150 d B Ag 5-b 2.44 2.51 0.70 3.22 複 I+V T 

゜R 12-07-151 d 礫 Ry ， 0.53 C 

゜R 12-07-152 d C Ho ， 0.12 

R 12-07-153 d C Ch 10 0.14 

R 12-07-154 d F Ag 5 1.52 1.22 0.31 0.28 平 I 

RlZ-08-2 d 礫 Sh 25 6.41 C 

゜R 12-08-3 d 礫 Sa 6 1.13 C 

゜R 12-08-4 d F Csh 18 4.80 3.40 1.40 11.75 細 I+ ill 

R 12-08-5 d 礫 Sa 6-a 13.83 C 

゜R 12-08-6 d 礫 Sa 26-a 260.23 B 

゜R 12-08-7 d 礫 Sa ， 0.47 C 

゜Rl2-08-8 d 礫 Sa 82 6.55 4.85 3.40 128.32 A 

゜R 12-08--9 d 礫 Sa 44-a 25.54 C 

゜Rl2-08-10 d 礫 Sa 83 4.60 3.25 2.80 61.18 A 

゜84-4 R 12-08-11 d Co Ho 11-a 5.23 5.44 3.10 79.76 

゜Rl2-08-12 d 礫 Sa 84 4.20 2.55 1.40 21.67 A 

゜R 12-08-13 d F Ag 4 3.45 2.24 1.18 5.58 欠 II 

R 12-08-14 d 礫 Sa 85 6.70 2.70 1.65 30.09 A 

゜R 12-08-15 d 礫 Ry 20 39.65 B 

゜R 12-08-16 d 礫 Ch 26-b 1.32 C 

゜R 12-08-17 d F Ag 4 1.81 1.80 0.64 1.08 平 I 

R 12-08-18 d F Ag 12 2.35 1.51 0.68 1.31 平 I 

゜R 12-08-19 d 礫 Sa 26-a 22.31 C 

゜R 12-08-20 d F Ag 4-g 4.40 3.21 1.36 12.70 複 V 

Rl2-08-21 d 礫 Tu 13-a 32.10 C 

゜R 12-08-22 d 礫 Ch 30 4.49 C 

゜R 12-08-23 d 礫 Ch 30 3.18 C 
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R 12-08-24 d 礫 Ch 30 1.53 C 

゜R12-08-25 d F Ho 12 4.60 3.58 1.78 18.63 平 I 

Rl2-08-26 d F Ag 6 1.92 1.40 0.38 0.71 複 I 

R 12-08-27 d 礫 Ch 28-a 70.68 B 

゜R12-08-28 d Uf Ag 4 3.45 3.50 0.69 5.75 平 I+ II 

゜Rl2-08-29 d B Ag 5 2.82 1.59 0.62 1.62 平 I 

゜R 12-08-30 d B Ag 5 2.22 1.50 0.49 1.10 欠 I H,T 

R 12-08-31 d Uf Ag 12 2.00 1.92 0.57 0.55 平 II 

゜
T 

゜R 12-08-32 d F Ho 9 1.40 1.50 0.30 0.65 平 r+m 

R 12-08-33 d 礫 Sa 86 5.60 3.75 3.10 84.81 A 

゜Rl2-08-34 d Co Ag 4 2.35 1.94 2.50 7.95 

75 RlZ-08-35 d Pi Ag 4 3.56 2.85 1.80 17.15 平 I+ II+ III 

R 12-08-36 d F Ag 4-g 3.69 4.87 1.68 18.13 I+V H 

77-6 R 12-08-37 d F Ag 5-d 3.82 3.29 1.15 8.84 平 I+ II 

71-6 Rl2-08-38 d F Ag 4-a 3.25 4.70 1.24 15.09 複 I+II+IV 

82 R 12-08-39 d B Ag 5 3.00 1.83 0.34 1.46 平 I T 

R 12-08-40 d 礫 An IO 0.66 C 

゜RI2-08-41 d 礫 Ag 17 5.79 C 珪化木

R 12-08-42 d 礫 Ag 17 32.72 C 珪化木

R 12-08-43 d 礫 Sa 27-a 23.25 C 

゜R 12-08-44 d F Ag 6 1.20 1.52 0.22 0.28 平 I 

R 12-08-45 d 礫 Ag 17 4.03 C 珪化木

Rl2-08-46 d 礫 Sa 56 10.79 C 

゜R 12-08-47 d B Ag 不明 1.71 1.02 0.31 0.51 I H,T 

゜R 12-08-48 d F Ag 4-g 2.33 3.70 0.93 9.73 複 V T 

R 12-08-49 d 礫 Qu 2 423 C 

゜R 12-08-50 d F Ch 12 2.75 4.00 1.30 12.89 平 I 

83 R 12-08-51 d B Ag 5 2.14 1.70 0.58 2.09 平 I+N T 

R 12-08--52 d 礫 Sa 47 4.50 C 

゜Rl2-08-53 d 礫 Tu 16-a 8.62 C 

゜R 12-08-54 C 礫 Sa 13-a 23.11 C 

゜R 12-08-55 C B Ag 4 2.35 1.23 0.59 1.38 I H,T 

゜R 12-08-56 C 礫 Tu 16-a 139.59 B 

゜Rl2-08-57 C B Ag 4 1.38 1.32 0.42 0.53 I H,T 

Rl2-08-58 C 礫 Sa 87 4.35 3.35 2.80 43.59 A 

゜Rl2-08-59 C 礫 Ry 12-a 48.02 C 

゜R 12-08-60 C 礫 Sa 47 2.92 C 

゜R 12-08-61 C 礫 Sa 46-a 24.86 C 

゜Rl2-08-62 C F Csh 18 4.60 2.30 1.20 7.96 平 II +N 

R 12-08--63 C Uf Sh 9 1.75 2.30 0.50 1.27 平 I+V 

゜77-5 R 12-08-64 C F Ag 5-d 5.35 4.03 1.69 24.54 複 I+V 

R 12-08-65 C F Ag 不明 2.03 1.83 0.38 0.97 欠 I+N 

R 12-08-66 C F Ag 12 2.50 1.43 0.72 1.59 複 I+N L 

゜R 12-08-67 C 礫 Sa 29-a 202.91 B 

゜R 12-08-68 d 礫 Sa 22-a 35.11 C 

゜R 12-08-69 d 礫 Sa 29-a 175.80 C 

゜R 12-08-70 d 礫 Sa 6-a 5.16 C 

゜R 12-08-71 d 礫 Sa 44-a 37.59 B 

゜R 12-08-72 d 礫 Sa 26-a 49.12 C 

゜79-2 R 12-08-73 d Pi Ag 5-e 3.52 2.80 1.61 13.16 線 I+ffi 

R 12-08-74 d 礫 Tu 13-a 69.55 B 

゜R 12-08-75 d 礫 Ho 18-a 11.49 C 

゜Rl2-08--76 d F Ag 12 2.50 2.15 0.51 1.91 複 I+ VI H 

R 12-08-77 d 礫 Tu 16-a 8.44 C 

゜R 12-08--78 d 礫 Sa 50 12.98 C 

゜R 12-08-79 d 礫 Ch 30 2.93 C 

゜Rl2-08-80 d F Ag 4 2.85 1.90 0.90 4.10 線 I+ II T 
R 12-08-81 d 礫 Sa 27-a 79.47 B 

゜R 12-08-82 d 礫 Ch 25 2.13 C 

゜R 12-08-83 d Rf Ob 3 1.23 0.53 0.18 0.05 欠 I 

R 12-08-84 C 礫 Sa 13-a 69.77 C 

゜R 12-08-85 C F Ag 12 1.15 1.52 0.57 0.68 欠 I+ II T 

R 12-08-86 d 礫 Sa 88 4.00 2.70 2.10 28.23 A 

゜Rl2-08-87 d F Ag 4 3.20 1.70 0.70 2.27 複 I+ II +N 

R 12-08-88 d 礫 Sa 64 3.89 C 

゜R 12-08-89 d Uf Ag 4 2.84 1.89 0.58 1.67 平 I+ II 
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R 12-08--90 d 礫 Sa 22-a 4.01 C 

゜R 12-08-91 d B Ag 5 1.70 1.42 0.18 0.40 I H,T 

゜R 12-08-92 d 礫 Ho 18 3.12 C 

゜R 12-08-93 d 礫 Sa 57 8.24 C 

゜Rl2-08-94 d 礫 Sa 65 18.78 C 

゜R 12-08-95 d 礫 Ry 13-a 74.47 B 

゜84-2 R 12-08-96 d F Ho 11 -a 3.72 2.96 1.26 9.73 複 I+V 

゜R 12-08-97 d F Ag 4-g 3.19 3.29 0.90 6.59 複 I+V T 
Rl2-0&-98 d 礫 Sa 6 1.11 C 

゜R 12-08-99 C 礫 Sa 23-a 2.19 C 

゜R 12-08-100 C B Ag 12 1.91 1.08 0.46 0.56 複 I T 

゜R 12-08-101 C Uf Ag 不明 0.63 1.12 0.20 0.09 I+ III H 

゜R 12-08-103 C C Ag 12 0.19 

゜R 12-08-104 C C Ag 不明 0.01 

R 12-08-105 d F Ag 不明 2.52 1.67 0.92 3.94 複 I+ II十皿 +N+V

R 12-09-2-1 b 礫 Sa 16-a 27.41 C 

゜R 12-09-2-2 b 礫 Ch 38 8.97 C 

゜R 12-09-3 b 礫 Sa 12-a 17.87 C 

゜R 12-17-2 d 礫 Sa 6-a 4.35 C 

゜R 12-17-3 d 礫 Ch 25-b 4.96 C 

゜R 12-17-4 d 礫 Sa 47-a 3.84 C 

゜R 12-17-5 d 礫 Sa 13 11.32 C 

゜R 12-17-6 d F Ho 12 2.80 1.50 1.10 3.38 線 I+N 

R 12-17-7 d 礫 Ch 28-a 19.34 C 

゜R 12-17-8 d F Csh 20 1.95 2.20 0.15 0.50 平 I 

R 12-17-9 d 礫 Sa 20-a 5.22 C 

゜R 12-17-10 d F Ag 4 0.88 1.39 0.60 0.72 平 I T,L 

R 12-17-11 d 礫 Sa 47 1.74 C 

゜R 12-17-12 d 礫 Ch 28-a 7.02 C 

゜R 12-17-13 d 礫 Sa 41 13.92 C 

゜R 12-17-14 d C Ag 5 O.D7 

R 12-17-15 d F Ag 12 0.75 1.14 0.35 0.29 線 V T 

61-2 R 12-17-16 d Kn Csh 19-a 6.04 1.60 1.00 6.70 点 I + IV 

R 12-17-17 d B Ag 5 2.43 1.29 0.38 0.80 I+N H 

Rl2-17-18 d F Ag 4-g 3.25 3.78 0.72 8.76 平 I+N T 

Rl2-17-19 d 礫 Sa 25-a 10.79 C 

゜R 12-17-20 d Uf Ag 4 3.90 2.90 0.70 5.44 平 I 

゜R 12-17-21 d F Ag 14 2.20 2.87 0.77 3.09 複 I+N T 

84-1 R 12-17-22 d F Ho 11-a 6.15 4.95 1.54 32.41 平 V 

゜R 12-17-23 d F Ag 不明 1.75 2.39 0.46 1.57 欠 I+II+IV 

R 12-17-24 d F Csh 19 2.14 0.78 0.40 0.61 平 I+ II十IV L 

R 12-17-25 d 礫 Sa 6-a 37.20 C 

゜R 12-17-26 d 礫 Sa 31-a 26.74 C 

゜R 12-17-27 d F Ag 不明 1.76 1.26 0.59 0.61 欠 I 

R 12-17-28 d 礫 Ch 22-b 8.34 C 

゜R 12-17-29 d 礫 Ch 22-b 9.56 C 

゜R 12-17-30 d F Ag 7 0.91 1.05 0.43 0.32 平 V 

R 12-17-31 d B Sh 13 2.95 1.45 0.60 1.24 線 I + II + V 

゜R 12-17-32 d 礫 Ch 25 1.29 C 

゜R 12-17-33 d F Ag 4 3.21 4.78 1.50 14.44 I+V H 

R 12-17-34 d F Ag 4 2.19 1.71 0.51 1.69 複 I + II + V T 

R 12-17-35 d 礫 Sa 57 2.56 C 

゜R 12-17-36 d 礫 Sa 6-a 2.51 C 

゜R 12-17-37 d 礫 Ag 17 8.68 C 珪化木

R 12-17-38 d 礫 Ch 26-b 2.06 C 

゜64 R 12-17-39 d B Csh 22 3.75 2.40 0.46 3.10 複 I +III+IV T 

゜Rl2-17-40 d F Ag 12 1.93 1.90 0.53 1.03 複 I+ JI 

゜79-1 R 12-17-41 d F Ag 5-e 3.36 2.17 0.82 3.92 線 I+ III 

R 12-17-42 d 礫 Sa 51 21.48 C 

゜R 12-17-43 d B Ag 12 1.45 1.53 0.61 1.18 欠 I 

゜
H,L,R 

R 12-17-44 d 礫 Sa 47 2.01 C 

゜R 12-17-45 d 礫 Sa 47 0.79 C 

゜R 12-17-46 d B Ag 12 3.72 2.00 0.64 2.58 複 I + IV 

゜
T 

R 12-17-47 d B Ag 4 3.34 1.91 0.40 1.35 平 I T,L 

R 12-17-48 d 礫 Ch 25-b 6.62 C 

゜R 12-17-49 d F Ag 5 1.22 1.39 0.49 0.53 欠 I 
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R 12-17-50 d 礫 Sa 16 0.48 C 

゜R 12-17-51 d F Ag 不明 3.53 4.22 0.97 9.72 平 I+ IV T 

R 12-17-52 d 礫 Sa 22 0.25 C 

゜Rl2-17-53 d F Ag 12 1.63 2.30 0.86 1.80 複 I 

゜
T 

R 12-17-54 d F Ag 12 1.12 0.93 0.28 0.19 平 I 

゜
T 

R 12-17-55 d 礫 Ch 26 0.57 C 

゜77-2 R 12-17-56 d B Ag 5-d 2.40 1.10 0.33 0.69 I H,T 

゜R 12-17-57 d 礫 Ry 12-a 7.22 C 

゜62 R 12-17-58 d Kn Csh 19 5.65 1.50 0.90 4.39 平 !+ill T 

R 12-17-59 d F Ag 5 2.64 1.18 0.25 0.26 平 I 

R 12-17-60 d F Ag 不明 1.61 0.99 0.60 0.60 平 I+N 

R 12-17-61 d C Sh 10 0.05 

R 12-17-62 d F Ag 9 2.55 1.98 0.31 1.25 平 I 

R 12-17-63 d 礫 Sa 22 16.94 C 

゜R 12-17-64 d 礫 Sa 48-a 2.62 C 

゜R 12-17-65 d 礫 Sa 25 11.75 C 

゜R 12-17-66 d 礫 Ch 26 0.65 C 

゜Rl2-17-67 d B Ag 12 1.07 0.84 0.20 O.ol 欠 I 

゜
H 

R 12-17-68 d F Ag 4 1.49 1.10 0.70 0.74 平 I 

R 12-17-69 d F Ag 14 3.10 3.41 1.48 11.26 欠 I + II 

R 12-17-70 d 礫 Sh 25-a 120.02 C 

゜R 12-17-71 d 礫 Sa 25-a 27.05 C 

゜R 12-17-72 d F Ag 4-e 3.37 3.04 0.58 5.25 複 II 

R 12-17-73 d 礫 Sa 66 37.08 B 

゜78-5 R 12-17-74 d B Ag 5-b 2.02 1.78 0.49 1.17 I H,T 

R 12-17-75 d F Ag 4 1.41 1.76 0.50 0.96 複 I 

R 12-17-76 d 礫 Sa 48-a 3.08 C 

゜Rl2-17-77 d 礫 Sa 6-a 6.69 C 

゜R 12-17-78 d B Ag 12 2.00 1.45 0.34 0.74 欠 I 

゜
H,T 

R 12-17-79 d F Ag 不明 1.03 0.52 0.39 0.18 複 I+N R 

Rl2-17-80 d 礫 Ch 26-a 1.51 C 

゜R 12-17-81 d 礫 Sa 45 18.75 C 

゜R 12-17-82 d F Ho 12 3.00 2.90 0.70 3.98 平 11十皿 +N

R 12-17-83 d B Ag 8 2.52 1.31 0.93 3.10 乎 I+ II +N T 

R 12-17-84 d 礫 Ch 26 0.46 C 

゜R 12-17-85 d 礫 Sa 54 11.10 C 

゜Rl2-17-86 d 礫 Sa 39 0.28 C 

゜R 12-17-87 d F Ag 12 2.50 2.05 0.60 1.79 平 II+ VI T,R 

65 R 12-17-88 d Pi Csh 20 2.60 2.30 1.30 7.68 線 I+N 

R 12-17-89 d F Ag 14 2.83 2.35 0.80 4.61 複 I 

R 12-17-90 d F Ag 5 1.02 2.03 0.29 0.57 複 I T 

R 12-17-91 d 礫 Ch 26 0.95 C 

゜R 12-17-92 d 礫 Ch 25-a 2.76 C 

゜R 12-17-93 d F Ag 12 1.25 1.60 0.41 0.43 I+ II 

゜
H 

63 Rl2-17-94 d Kn Ag 不明 6.08 1.62 1.09 5.92 平 I十皿 T 

R 12-17-95 d F Sh 13 1.40 1.75 0.50 0.69 平 I 

R 12-17-96 d F Ag 4 3.40 3.35 1.20 7.20 平 I+ II +IV 

R 12-17-97 d B Ag 不明 1.83 1.14 0.42 0.54 平 I T 

゜R 12-17-98 d 礫 Sa 22-a 31.66 C 

゜R 12-17-99 d F Ho 14 1.40 0.45 0.32 0.20 欠 I 

R 12-17-100 d F Ag 12 2.70 2.22 1.54 5.31 節 l+II+IV 

゜R 12-17・101 d 礫 Sa 53 6.54 C 

゜R 12-17-102 d 礫 Ch 26 0.33 C 

゜R 12-17-103 d B Ag 5 0.82 1.06 0.29 0.23 平 I T 

゜R 12-17-104 d F Ag 12 2.10 1.80 0.50 1.01 I+V H 

R 12-17-105 d 礫 Sa 6 1.02 C 

゜R 12-17-106 d F Sh 20 0.92 1.10 0.40 0.23 r+m H 
R 12-17-107 d 礫 Ch 33 0.93 C 

゜R 12-17-108 d F Sh 14 1.04 1.10 1.21 0.18 欠 I 

30 Rl2-18-2 d B Sh 10 R 11-99-21に記載

81 R 12-18-3 d B Ag 5 3.84 3.18 0.88 6.58 複 I T 

゜R 12-18-4 d F Ag 13 2.55 3.82 1.74 8.40 平 I+II+IV 

R 12-18-5 d 礫 Ch 39 3.44 C 

゜R 12-18-6 d 礫 Sa 20-a 12.40 C 

゜R 12-18-7 d Uf Ag 4 4.39 4.04 1.00 11.39 複 I+N 

゜R 12-18-8 d F Ag 4 1.40 3.60 1.70 8.45 平 I+V 
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73 R 12-18-9 d B Ag 4 7.21 3.05 1.26 13.80 複 I+ II 

゜R 12-18-10 d 礫 Sa 55 4546 C 

゜R 12-18-11 d 礫 Sa 54 416 C 

゜R 12-18-12 d F Ag 4-b 1.80 3.30 1.30 6.80 自 V 

゜R 12-18-13 d 礫 Sa 46 21.66 C 

゜R 12-18-14 d F Ag 12 1.49 1.06 0.60 l.ll 複 V 

゜
T 

R 12-18-15 d 礫 Ch 26 2.32 C 

゜R 12-18-16 d F Ag 4 2.09 1.81 1.12 325 複 V 

R 12-18-17 d 礫 Ch 31 1.75 C 

゜R 12-18-18 d F Ag 8 1.77 1.70 0.66 0.79 線 I 

R 12-18-20 d F Ag 12 1.62 1.50 1.00 1.88 複 I + IV 

゜
R 

R 12-18-21 d 礫 Sa 6-a 3767 C 

゜R 12-18-22 d 礫 Sa 6-a 1440 C 

゜R 12-18-23 d F Ag 12 1.33 0.70 0.51 0.37 自 N+V 

゜
T 

R 12-18-24 d B Ag 4 1.92 1.06 0.41 0.67 複 I 

゜
T 

゜R 12-18-25 d Uf Ag 13 6.79 3.66 1.67 17.92 複 I+V 

゜R 12-18-26 d 礫 Ry 13-a 16.84 C 

゜R 12-18--27 d 礫 Sa 20-a 31.33 C 

゜R 12-18-28 d 礫 Sh 25-a 13.83 C 

゜
H 

R 12-18-29 d F Ag 12 0.78 1.43 0.30 0.44 欠 I 

゜R 12-18-30 d Uf Ag 13 R 12-18-25に記載

R 12-18-31 d 礫 Sa 25 10.28 C 

゜R 12-18-32 d 礫 Ho 17-a 30.14 C 

゜R 12-18-33 d 礫 Sa 36-a 4.61 C 

゜R 12-18-34 d C Sh 10 0.12 

R 12-18-35 d F Ag 12 1.10 1.45 0.41 0.44 平 I + II 

゜
T 

R 12-18-36 d B Ho 9 1.53 0.76 0.31 0.29 平 I T 

R 12-19-2 d Pi Ag 5 3.42 4.10 2.00 26.19 複 I 

R 12-19-3 d 礫 Sa 7 10.88 C 

゜R 12-19-4 d 礫 Sa 89 5.46 4.48 2.10 94.71 A 

゜R 12-19-5 d 礫 Ch 26 1.82 C 

゜S 11-90-2 b Pi Sh 11 2.10 2.40 0.80 2.65 平 I + II 

S 11-90-3 b 礫 Ho 22 12.84 C 

S 11-90-4 b 礫 Ry 21 129.86 B 

゜その他 60個（石器54,礫6)

測量値

図版No 避 器種 石材 母岩No 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重量(g) 打面 背面構成 遺存度 被熱 折れ面 使用痕 備考

1 R 7-57-4 Kn Ob 5 4.95 2.08 1.06 6.62 細 I+皿

R8-6-5 F Ch 13 1.30 1.55 0.39 0.28 平 III T 

R9-96-3 F An 1 3.90 5.05 1.30 15.28 平 11十皿

R 10-5-4 F An 1 4.50 5.72 1.66 34.36 平 I 

R 10-5-5 B Csh 27 2.40 1.75 0.89 2.71 平 I + III T 

゜R 10-5-6 F An 1 605 530 1.25 34.86 平 I 

10-1 Rl0-5-7 B An 1-a 4.90 2.61 1.40 15.40 平 I+V T 

R 10-5-8 F An 1 3.12 3.02 0.88 6.47 自＋線 I 

R 10-6-2 F An 1 4.41 3.93 0.96 14.25 欠 II+ III 

13 R 10-6-3 Co An 1 3.52 5.82 1.29 26.50 F素材のCo

R 10-6-7 F An 1 3.24 5.06 1.18 20.77 平 I 

R 10-6-9 Pi An 1 3.00 2.84 1.05 8.80 細 III+V 

Rl0-6-10 F An 1 2.62 2.03 1.05 4.19 複 I+ II 

R 10-6-13 Co An 1 4.12 3.30 1.78 25.41 F素材のCo

R 10-6-14 F An 1 2.95 2.65 1.24 4.29 複 I 

R 10-6-15 F An 1 4.10 3.70 1.01 7.34 複 I 

R 10-6-18 F Ho 15 2.03 4.53 0.82 4.08 平 I 

R 10-6-19 Rf Ho 15 2.95 1.54 0.80 3.32 線 I+ III +N  

R 10-6-20 F An 1 2.90 3.15 1.30 12.81 複 I 

10-2 R 10-6-24 F An 1-a 1.63 7.65 0.59 1.96 平 IV+ V 

R 10-6-25 F Ho 15 1.62 1.91 0.42 153 平 I 

9 T 11-21-1-1 Co Sh 24 2.80 4.18 3.25 3147 

6 T 11-41-1 Pi Csh 28 2.66 1.72 0.91 3.32 線 I + III 

Tll-62-115 C Ho 26 0.14 

T 11-62-147 F Ch 16 1.12 1.16 0.54 0.59 欠 V 

11 3--1-2-4 Pi An 1 3.20 1.40 1.02 4.62 線 I+N 

12 3-4 Pi An 1 2.42 1.90 0.92 4.14 線 I F素材のpi

2 14-1-36 B Ob 3 245 1.13 0.40 0.75 I H 

゜
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8 17-1-1 Uf Csh 28 3.11 3.58 1.55 18.26 I+V 

゜17-1-2 F Ag 18 4.37 4.21 1.48 15.75 平 I+V 

゜
玉髄

7 17-2-1 Rf Ag 不明 6.62 4.51 1.58 27.41 平 I+ II 

17-2-2 Rf Ag 不明 6.00 3.89 1.42 19.40 平 I 

17-2-3 Uf Ag 不明 4.32 3.70 1.52 12.68 平 I 

゜17-2-4 F Ag 不明 2.86 3.11 0.80 4.39 平 I + IV 

17-2-5 B Ag 不明 2.91 1.93 0.41 1.60 平 I T 

17-2-6 B Ag 不明 2.50 2.70 0.89 4.90 複 I+N T 

゜17-2-7 Rf Ag 不明 3.12 2.95 1.00 5.17 複 IV T 

5 17-2-8 B Ag 不明 3.61 1.33 0.60 1.75 複 I十皿 T 

゜17-2-9 Uf Ag 不明 2.75 3.72 0.61 3.17 平 I R 

゜17-2-10 F Ag 不明 2.70 2.38 0.88 3.83 自 I 

17-2-11 B Ag 不明 2.08 1.69 0.64 1.43 複 I+V T 

17-2-12 Rf Ag 16 1.58 2.80 0.80 3.39 I+ill+N H,T 

4 17-2-13 B Csh 21 2.00 1.38 0.61 1.23 複 I + IV T 

゜17-2-14 F Csh 29 4.28 2.49 1.46 14.35 平 I+N+V 

3 17-2-15 B Sh 23 7.12 2.21 1.08 11.73 平 III +N+V 

゜ ゜17-2-16 B Csh 30 3.50 2.10 1.06 5.75 I 

17-2-17 B Ag 18 2.94 2.13 0.64 2.81 平 I+V 

゜
T 玉髄

17-2-18 F Ag 12 1.90 1.02 0.30 0.58 平 I+ II 

゜
L 

17-2-19 F Ag 12 1.78 1.45 0.60 1.67 複 I+ IV 

゜17-2-20 B Ag 12 3.25 2.10 0.70 4.01 複 I 

゜
T 

゜17-2-21 F Ry 2 2.20 2.29 0.49 1.57 欠 I+ III +N+ V 

゜17-2-22 F Ry 2 1.82 1.80 0.24 0.69 平 IV 

゜
T,L,R 

17-2-23 Co Ag 12 1.88 2.52 1.76 7.20 

゜17-2-24 Uf Ch 11 3.72 3.10 1.24 11.87 複 I十皿

゜17-2-25 礫 Ho 25-a 1.83 C 

゜17-2-26 礫 Ho 25-a 8.34 C 

゜17-2-27 礫 Sa 3 1.78 C 

゜17-2-28 礫 Sa 3 2.81 C 

゜17-2-29 礫 Sa 3 2.44 C 

゜17-2-30 礫 Sa 3 8.30 C 

゜
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第34表 旧石器時代石器組成グラフ
（器種別）
Ko Ssc 

' '  
C Co敵石

倍

酌石

旦II:111111111111:e: 111111111111> 礫

Kn 

（石材別）
Ac Sa Ag 石材不明

こ

冒□l',,1fl!1~ ニ＼、、、＼、贔＼＼＼` ＼＼、、
!~:t~ — Ao~~c'. 什 11rr1111~1111111:~~111111胃鳳｀＼＼＼＼、、
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縄文時代020号陥穴状辿構

縄文時代021号陥穴状辿構

弥生時代002号住居跡



弥生時代003号住居跡

弥生時代006号住居跡

鴫

•一ーク

弥生時代010号住居跡



弥生時代011号住居跡

弥生時代012号住居跡

弥生時代016号住居跡
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名

r

古墳時代001号住居跡

調査区南側



奈良 • 平安時代013号方墳

奈良 • 平安時代014号方瑣

奈良• 平安時代018号方瑣



奈良• 平安時代015号方墳

奈良 • 平安時代015号方墳

周溝土層セクション

奈良• 平安時代017号方墳

奈良• 平安時代017号方墳
周溝土層セクション
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